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本号で公布された条例のあらまし 

 
◇栃木県知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定（栃木県条例第３号） 

地方自治法第 243 条の２第１項の規定に基づき、知事若しくは委員会の委員若しくは委員又は職員（以下  

「知事等」という。）の県に対する損害を賠償する責任の一部を免れさせることに関し必要な事項を定めるた  

め、次のとおり条例を制定することとしました。 

１ 県は、知事等の県に対する損害を賠償する責任を、知事等が職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がな  

いときは、知事等が賠償の責任を負う額から、次に掲げる知事等の区分に応じ、それぞれ次に定める額を控  

除して得た額について免れさせるものとすることとしました。（第２条関係） 

⑴ 地方警務官以外の知事等 地方自治法施行令第 173 条第１項第１号に規定する普通地方公共団体の長等  

の基準給与年額に、次に掲げる地方警務官以外の知事等の区分に応じ、それぞれ次に定める数を乗じて得  

た額 

ア 知事 ６ 

 イ 副知事、教育委員会の教育長若しくは委員、公安委員会の委員、選挙管理委員会の委員又は監査委員  

   ４ 

 ウ 人事委員会の委員、労働委員会の委員、収用委員会の委員又は内水面漁場管理委員会の委員 ２ 

 エ 職員（地方警務官及びイに掲げる職員を除く。） １ 

⑵ 地方警務官 地方自治法施行令第 173 条第１項第２号に規定する地方警務官の基準給与年額に、次に掲  

げる地方警務官の区分に応じ、それぞれ次に定める数を乗じて得た額 

 ア 警察本部長 ２ 

 イ アに掲げる地方警務官以外の地方警務官 １ 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県地方独立行政法人の役員等の損害賠償責任の一部免除に係る額を定める条例の制定（栃木県条例第４ 

号） 

１ 県が設立した地方独立行政法人の役員又は会計監査人（以下「役員等」という。）が、その任務を怠った  

ことによって生じた当該地方独立行政法人に対する損害賠償責任の一部免除に係る責任の最低額は、地方独  

立行政法人法施行令第３条の２第１項に規定する基準報酬年額に、次に掲げる役員等の区分に応じ、それぞ  

れ次に定める数を乗じて得た額とすることとしました。 

 ⑴ 理事長又は副理事長 ６ 

 ⑵ 理事 ４ 

 ⑶ 監事又は会計監査人 ２ 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇無料低額宿泊所の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定（栃木県条例第５号） 

１ 社会福祉法の一部改正に伴い、無料低額宿泊所の設備及び運営に関する基準を定めるため、条例を制定す 

ることとしました。 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇県道の構造の技術的基準を定める条例の制定（栃木県条例第６号） 

 道路構造令の一部改正に伴い、自転車通行帯を設ける県道の基準を定めること等のため、県道の構造の技術 

的基準を定める条例の全部を改正することとしました。 

１ 自動車及び自転車の交通量が多い自動車専用道路以外の県道（自転車道を設けるものを除く。）には、車 

道の左端寄り（停車帯を設ける県道にあっては、停車帯の右側）に自転車通行帯を設けるものとすること等 

としました。（第３条関係） 

２ 施行期日等 

⑴ この条例は、公布の日から施行することとしました。 

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

⑶ 高齢者、障害者等の移動等の円滑化のために必要な県が管理する県道の構造に関する基準を定める条例 

について、所要の規定の整備をすることとしました。 

◇栃木県特別会計設置条例の一部改正（栃木県条例第７号） 

１ 独立行政法人中小企業基盤整備機構法による資金の貸付けを受けて行う中小企業高度化等資金貸付事業に 
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ついて、新たに栃木県中小企業高度化等資金貸付事業特別会計を設置するため、所要の規定の整備をするこ 

ととしました。（第２条関係） 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県職員定数条例の一部改正（栃木県条例第８号） 

１ 人事委員会事務局の体制強化を図るため、知事の事務部局の一般職員の定数を5,381人（現行5,384人） 

に、人事委員会事務局の職員の定数を16人（現行13人）に改定することとしました。（第２条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部改正（栃木県条例第９号） 

１ 景観法に基づく景観計画を定めた真岡市の区域を栃木県景観条例の規定の一部を適用しない区域とするこ  

と等に伴い、所要の規定の整備をすることとしました。（別表第１関係） 

２ この条例は、一部を除き、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正（栃木県条例第10号） 

１ 非常勤の職員のうち給料を支給される職員の補償基礎額を定めることとしました。（第４条関係） 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県手数料条例等の一部改正（栃木県条例第11号） 

 手数料及び使用料の適正化を図ること等のため、関係する条例について次のとおり改正することとしまし  

た。 

１ 栃木県手数料条例関係（第３条及び別表第１関係） 

⑴ 介護支援専門員実務研修受講試験の実施に係る手数料の額を引き上げることとしました。 

⑵ 圧縮水素自動車燃料装置用容器に係る容器検査手数料及び容器再検査手数料を新設することとしまし  

た。 

⑶ 家畜人工授精師の免許を受けようとする者に対する講習会受講手数料の額を引き上げることとしまし  

た。 

⑷ 牛の結核病検査手数料、牛のブルセラ病検査手数料及び牛のヨーネ病検査手数料の額を引き上げること  

としました。 

⑸ 豚熱予防注射手数料及びその他の生物学的製剤を使用して行う注射手数料の額を引き上げることとしま  

した。 

⑹ 低炭素建築物新築等計画の認定申請手数料及び変更認定申請手数料の額を改定することとしました。 

⑺ 建築物エネルギー消費性能向上計画の認定申請手数料及び建築物のエネルギー消費性能に係る認定申請  

手数料の額を改定することとしました。 

⑻ 所要の規定の整備をすることとしました。 

２ 栃木県都市公園条例関係（別表第１関係） 

⑴ 栃木県日光田母沢御用邸記念公園の研修室を午後０時から午後１時までの間に利用する場合における利  

用料金の基準額を定めることとしました。 

⑵ やむを得ない理由により栃木県日光田母沢御用邸記念公園の研修室又は研修ホールを午前９時前又は午  

後４時後に利用する場合における利用料金の基準額を定めることとしました。 

⑶ 栃木県日光だいや川公園のオートキャンプ場のキャビンＡ及びキャビンＢの利用料金の基準額を定める  

こととしました。 

３ 栃木県警察関係手数料条例関係（第３条関係） 

  所要の規定の整備をすることとしました。 

４ 施行期日等 

⑴ この条例は、一部を除き、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県環境影響評価条例の一部改正（栃木県条例第12号） 

１ 環境影響評価及び事後調査の対象事業に太陽電池発電所の設置又は変更の工事の事業を加えることとしま 

した。（別表関係） 
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２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和２（2020）年12月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県浄化槽保守点検業者の登録に関する条例及び栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条 

例の一部改正（栃木県条例第13号） 

浄化槽法の一部改正に伴い、次のとおり改正することとしました。 

１ 栃木県浄化槽保守点検業者の登録に関する条例関係 

  浄化槽保守点検業者は、浄化槽管理士に対し、浄化槽の保守点検に関する知識及び技能の向上を図るため 

の研修の機会を与えなければならないこととしました。（第９条の２関係） 

２ 栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例関係 

 ⑴ 浄化槽の使用の休止についての届出の受理に係る事務等を新たに市町が処理することとしました。 

 ⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。（以上別表第１関係） 

３ 施行期日 

  この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正（栃木県 

条例第14号） 

１ 幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、幼保連携型  

 認定こども園に置く園児の教育及び保育に直接従事する職員の配置に係る特例について、適用期間を５年間  

延長することとしました。（附則第３条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県動物の愛護及び管理に関する条例の一部改正（栃木県条例第15号） 

１ 動物の愛護及び管理に関する法律の一部改正に伴い、所要の規定の整備をすることとしました。（第10条 

及び第13条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年６月１日から施行することとしました。 

◇食品衛生法施行条例の一部改正（栃木県条例第16号） 

１ 食品衛生法の一部改正に伴い、所要の規定の整備をすることとしました。（第２条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年６月１日から施行することとしました。 

◇栃木県薬物の濫用の防止に関する条例等の一部改正（栃木県条例第17号） 

１ 覚せい
 、 、

剤取締法の一部改正に伴い、次の条例について所要の規定の整備をすることとしました。 

 ⑴ 栃木県薬物の濫用の防止に関する条例（第２条関係） 

 ⑵ 栃木県手数料条例（別表第１関係） 

 ⑶ 栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例（別表第２関係） 

２ この条例は、規則で定める日から施行することとしました。 

◇栃木県立産業技術専門校条例の一部改正（栃木県条例第18号） 

１ 社会経済情勢の変化に伴う多様な職業訓練ニーズに対応するため、栃木県立県央産業技術専門校の普通課 

程の区分を見直すこととしました。（第２条及び第７条～第11条関係） 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和３（2021）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県農業大学校条例の一部改正（栃木県条例第19号） 

１ 農業を取り巻く環境の変化に対応し、本県の農業を担う人材の確保及び育成を図るため、栃木県農業大学  

 校に農業生産学部及び農業経営学部を置くこと等としました。（第２条～第７条関係） 

２ 施行期日等 

⑴ この条例は、令和３（2021）年４月１日から施行することとしました。 

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県牧場設置及び管理条例の一部改正（栃木県条例第20号） 

１ 栃木県霧降高原牧場及び栃木県鶏頂高原牧場を廃止するため、所要の規定の整備をすることとしまし  

た。（題名、第１条及び第２条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県県営住宅条例の一部改正（栃木県条例第21号） 
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ついて、新たに栃木県中小企業高度化等資金貸付事業特別会計を設置するため、所要の規定の整備をするこ 

ととしました。（第２条関係） 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県職員定数条例の一部改正（栃木県条例第８号） 

１ 人事委員会事務局の体制強化を図るため、知事の事務部局の一般職員の定数を5,381人（現行5,384人） 

に、人事委員会事務局の職員の定数を16人（現行13人）に改定することとしました。（第２条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部改正（栃木県条例第９号） 

１ 景観法に基づく景観計画を定めた真岡市の区域を栃木県景観条例の規定の一部を適用しない区域とするこ  

と等に伴い、所要の規定の整備をすることとしました。（別表第１関係） 

２ この条例は、一部を除き、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正（栃木県条例第10号） 

１ 非常勤の職員のうち給料を支給される職員の補償基礎額を定めることとしました。（第４条関係） 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県手数料条例等の一部改正（栃木県条例第11号） 

 手数料及び使用料の適正化を図ること等のため、関係する条例について次のとおり改正することとしまし  

た。 

１ 栃木県手数料条例関係（第３条及び別表第１関係） 

⑴ 介護支援専門員実務研修受講試験の実施に係る手数料の額を引き上げることとしました。 

⑵ 圧縮水素自動車燃料装置用容器に係る容器検査手数料及び容器再検査手数料を新設することとしまし  

た。 

⑶ 家畜人工授精師の免許を受けようとする者に対する講習会受講手数料の額を引き上げることとしまし  

た。 

⑷ 牛の結核病検査手数料、牛のブルセラ病検査手数料及び牛のヨーネ病検査手数料の額を引き上げること  

としました。 

⑸ 豚熱予防注射手数料及びその他の生物学的製剤を使用して行う注射手数料の額を引き上げることとしま  

した。 

⑹ 低炭素建築物新築等計画の認定申請手数料及び変更認定申請手数料の額を改定することとしました。 

⑺ 建築物エネルギー消費性能向上計画の認定申請手数料及び建築物のエネルギー消費性能に係る認定申請  

手数料の額を改定することとしました。 

⑻ 所要の規定の整備をすることとしました。 

２ 栃木県都市公園条例関係（別表第１関係） 

⑴ 栃木県日光田母沢御用邸記念公園の研修室を午後０時から午後１時までの間に利用する場合における利  

用料金の基準額を定めることとしました。 

⑵ やむを得ない理由により栃木県日光田母沢御用邸記念公園の研修室又は研修ホールを午前９時前又は午  

後４時後に利用する場合における利用料金の基準額を定めることとしました。 

⑶ 栃木県日光だいや川公園のオートキャンプ場のキャビンＡ及びキャビンＢの利用料金の基準額を定める  

こととしました。 

３ 栃木県警察関係手数料条例関係（第３条関係） 

  所要の規定の整備をすることとしました。 

４ 施行期日等 

⑴ この条例は、一部を除き、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県環境影響評価条例の一部改正（栃木県条例第12号） 

１ 環境影響評価及び事後調査の対象事業に太陽電池発電所の設置又は変更の工事の事業を加えることとしま 

した。（別表関係） 
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１ 公営住宅法の一部改正に伴い、不正の行為によって県営住宅に入居した者から徴収する損害賠償金の算定  

に係る利率について、所要の規定の整備をすることとしました。（第30条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇学校職員定数条例の一部改正（栃木県条例第22号） 

１ 学校職員の定数を次のとおりとすることとしました。（第３条関係） 

 ⑴ 県立学校職員    4,927人 

 ⑵ 市町村立学校職員 11,592人 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県公立学校職員給与条例の一部改正（栃木県条例第23号） 

１ 公立小学校の統廃合に伴い、へき地学校等について、所要の規定の整備をすることとしました。（別表第 

３関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県監査委員の給与及び旅費等に関する条例の一部改正（栃木県条例第24号） 

１ 題名を栃木県監査委員等の給与及び旅費等に関する条例に改めることとしました。（題名関係） 

２ 監査専門委員の報酬の額は、日額29,700円を超えない範囲内で代表監査委員が定める額とすることとしま 

 した。（第５条関係） 

３ 監査専門委員がその職務を行うための旅行に要する費用弁償の額は、行政職給料表の４級の職務にある職 

員に支給する旅費に相当する額とすることとしました。（第９条関係） 

４ 所要の規定の整備をすることとしました。 

５ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県公営企業の設置等に関する条例の一部改正（栃木県条例第25号） 

１ 栃木県営五十里発電所及び栃木県営小百川発電所の運転を開始するため、所要の規定の整備をすることと  

 しました。（第４条関係） 

２ この条例は、一部を除き、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正（栃木県条例第26号） 

１ 会計年度任用職員の服務の宣誓について、任命権者が別段の定めをすることができることとしました。  

（第２条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県議会の会期に関する条例の一部改正（栃木県条例第27号） 

１ 令和２（2020）年４月１日から令和３（2021）年３月31日までの会期における栃木県議会の定例日を定め  

ることとしました。（別表関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 
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２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和２（2020）年12月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県浄化槽保守点検業者の登録に関する条例及び栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条 

例の一部改正（栃木県条例第13号） 

浄化槽法の一部改正に伴い、次のとおり改正することとしました。 

１ 栃木県浄化槽保守点検業者の登録に関する条例関係 

  浄化槽保守点検業者は、浄化槽管理士に対し、浄化槽の保守点検に関する知識及び技能の向上を図るため 

の研修の機会を与えなければならないこととしました。（第９条の２関係） 

２ 栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例関係 

 ⑴ 浄化槽の使用の休止についての届出の受理に係る事務等を新たに市町が処理することとしました。 

 ⑵ 所要の規定の整備をすることとしました。（以上別表第１関係） 

３ 施行期日 

  この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正（栃木県 

条例第14号） 

１ 幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、幼保連携型  

 認定こども園に置く園児の教育及び保育に直接従事する職員の配置に係る特例について、適用期間を５年間  

延長することとしました。（附則第３条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県動物の愛護及び管理に関する条例の一部改正（栃木県条例第15号） 

１ 動物の愛護及び管理に関する法律の一部改正に伴い、所要の規定の整備をすることとしました。（第10条 

及び第13条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年６月１日から施行することとしました。 

◇食品衛生法施行条例の一部改正（栃木県条例第16号） 

１ 食品衛生法の一部改正に伴い、所要の規定の整備をすることとしました。（第２条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年６月１日から施行することとしました。 

◇栃木県薬物の濫用の防止に関する条例等の一部改正（栃木県条例第17号） 

１ 覚せい
 、 、

剤取締法の一部改正に伴い、次の条例について所要の規定の整備をすることとしました。 

 ⑴ 栃木県薬物の濫用の防止に関する条例（第２条関係） 

 ⑵ 栃木県手数料条例（別表第１関係） 

 ⑶ 栃木県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例（別表第２関係） 

２ この条例は、規則で定める日から施行することとしました。 

◇栃木県立産業技術専門校条例の一部改正（栃木県条例第18号） 

１ 社会経済情勢の変化に伴う多様な職業訓練ニーズに対応するため、栃木県立県央産業技術専門校の普通課 

程の区分を見直すこととしました。（第２条及び第７条～第11条関係） 

２ 施行期日等 

 ⑴ この条例は、令和３（2021）年４月１日から施行することとしました。 

 ⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県農業大学校条例の一部改正（栃木県条例第19号） 

１ 農業を取り巻く環境の変化に対応し、本県の農業を担う人材の確保及び育成を図るため、栃木県農業大学  

 校に農業生産学部及び農業経営学部を置くこと等としました。（第２条～第７条関係） 

２ 施行期日等 

⑴ この条例は、令和３（2021）年４月１日から施行することとしました。 

⑵ 所要の経過措置を規定することとしました。 

◇栃木県牧場設置及び管理条例の一部改正（栃木県条例第20号） 

１ 栃木県霧降高原牧場及び栃木県鶏頂高原牧場を廃止するため、所要の規定の整備をすることとしまし  

た。（題名、第１条及び第２条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県県営住宅条例の一部改正（栃木県条例第21号） 
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  次 に 掲 げ る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。  
  一  栃 木 県 知 事 等 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 責 に 関 す る 条 例  

  二  栃 木 県 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 等 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 除 に 係 る 額 を 定 め る 条 例  

  三  無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例  

  四  県 道 の 構 造 の 技 術 的 基 準 を 定 め る 条 例  

  五  栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  六  栃 木 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  七  栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  八  議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  九  栃 木 県 手 数 料 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  十  栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  十 一  栃 木 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 及 び 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理  

の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  十 二  幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学 級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の  

一 部 を 改 正 す る 条 例  

  十 三  栃 木 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  十 四  食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  十 五  栃 木 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  十 六  栃 木 県 立 産 業 技 術 専 門 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  十 七  栃 木 県 農 業 大 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  十 八  栃 木 県 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  十 九  栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  二 十  学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  二 十 一  栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  二 十 二  栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  二 十 三  栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  二 十 四  職 員 の 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

  二 十 五  栃 木 県 議 会 の 会 期 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

   令 和 二 年 三 月 二 十 五 日  

                          栃 木 県 知 事   福   田   富   一    
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１ 公営住宅法の一部改正に伴い、不正の行為によって県営住宅に入居した者から徴収する損害賠償金の算定  

に係る利率について、所要の規定の整備をすることとしました。（第30条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇学校職員定数条例の一部改正（栃木県条例第22号） 

１ 学校職員の定数を次のとおりとすることとしました。（第３条関係） 

 ⑴ 県立学校職員    4,927人 

 ⑵ 市町村立学校職員 11,592人 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県公立学校職員給与条例の一部改正（栃木県条例第23号） 

１ 公立小学校の統廃合に伴い、へき地学校等について、所要の規定の整備をすることとしました。（別表第 

３関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県監査委員の給与及び旅費等に関する条例の一部改正（栃木県条例第24号） 

１ 題名を栃木県監査委員等の給与及び旅費等に関する条例に改めることとしました。（題名関係） 

２ 監査専門委員の報酬の額は、日額29,700円を超えない範囲内で代表監査委員が定める額とすることとしま 

 した。（第５条関係） 

３ 監査専門委員がその職務を行うための旅行に要する費用弁償の額は、行政職給料表の４級の職務にある職 

員に支給する旅費に相当する額とすることとしました。（第９条関係） 

４ 所要の規定の整備をすることとしました。 

５ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県公営企業の設置等に関する条例の一部改正（栃木県条例第25号） 

１ 栃木県営五十里発電所及び栃木県営小百川発電所の運転を開始するため、所要の規定の整備をすることと  

 しました。（第４条関係） 

２ この条例は、一部を除き、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正（栃木県条例第26号） 

１ 会計年度任用職員の服務の宣誓について、任命権者が別段の定めをすることができることとしました。  

（第２条関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

◇栃木県議会の会期に関する条例の一部改正（栃木県条例第27号） 

１ 令和２（2020）年４月１日から令和３（2021）年３月31日までの会期における栃木県議会の定例日を定め  

ることとしました。（別表関係） 

２ この条例は、令和２（2020）年４月１日から施行することとしました。 

栃 木 県 条 例 第 三 号

栃 木 県 知 事 等 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 責 に 関 す る 条 例

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 一 項 の 規

定 に 基 づ き 、 知 事 若 し く は 委 員 会 の 委 員 若 し く は 委 員 又 は 職 員 （ 同 法 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 二 第

三 項 の 規 定 に よ る 賠 償 の 命 令 の 対 象 と な る 者 を 除 く 。 以 下 「 知 事 等 」 と い う 。 ） の 県 に 対 す る 損

害 を 賠 償 す る 責 任 の 一 部 を 免 れ さ せ る こ と に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

（ 知 事 等 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 責 ）

第 二 条 県 は 、 知 事 等 の 県 に 対 す る 損 害 を 賠 償 す る 責 任 を 、 知 事 等 が 職 務 を 行 う に つ き 善 意 で か つ

重 大 な 過 失 が な い と き は 、 知 事 等 が 賠 償 の 責 任 を 負 う 額 か ら 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 知 事 等 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 を 控 除 し て 得 た 額 に つ い て 免 れ さ せ る も の と す る 。

一 地 方 警 務 官 （ 警 察 法 （ 昭 和 二 十 九 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 五 十 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 地 方 警

務 官 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 外 の 知 事 等 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 二 年 政 令 第 十 六 号 ） 第

百 七 十 三 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 普 通 地 方 公 共 団 体 の 長 等 の 基 準 給 与 年 額 に 、 次 に 掲 げ る 地

方 警 務 官 以 外 の 知 事 等 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 数 を 乗 じ て 得 た 額

イ 知 事 六

ロ 副 知 事 、 教 育 委 員 会 の 教 育 長 若 し く は 委 員 、 公 安 委 員 会 の 委 員 、 選 挙 管 理 委 員 会 の 委 員 又

は 監 査 委 員 四

ハ 人 事 委 員 会 の 委 員 、 労 働 委 員 会 の 委 員 、 収 用 委 員 会 の 委 員 又 は 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 の 委

員 二

ニ 職 員 （ 地 方 警 務 官 及 び ロ に 掲 げ る 職 員 を 除 く 。 ） 一

二 地 方 警 務 官 地 方 自 治 法 施 行 令 第 百 七 十 三 条 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 地 方 警 務 官 の 基 準 給 与

年 額 に 、 次 に 掲 げ る 地 方 警 務 官 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 数 を 乗 じ て 得 た 額

イ 警 察 本 部 長 二

ロ イ に 掲 げ る 地 方 警 務 官 以 外 の 地 方 警 務 官 一

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 三 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 人 事 課 ）
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栃 木 県 条 例 第 四 号

栃 木 県 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 等 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 除 に 係 る 額 を 定 め る 条 例

県 が 設 立 し た 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 一

項 に 規 定 す る 地 方 独 立 行 政 法 人 を い う 。 ） に 係 る 同 法 第 十 九 条 の 二 第 四 項 の 条 例 で 定 め る 額 は 、 地

方 独 立 行 政 法 人 法 施 行 令 （ 平 成 十 五 年 政 令 第 四 百 八 十 六 号 ） 第 三 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 報 酬

年 額 に 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 同 法 第 十 九 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 役 員 等 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定

め る 数 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。

一 理 事 長 又 は 副 理 事 長 六

二 理 事 四

三 監 事 又 は 会 計 監 査 人 二

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 行 政 改 革 推 進 室 ）

栃 木 県 条 例 第 三 号

栃 木 県 知 事 等 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 責 に 関 す る 条 例

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 一 項 の 規

定 に 基 づ き 、 知 事 若 し く は 委 員 会 の 委 員 若 し く は 委 員 又 は 職 員 （ 同 法 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 二 第

三 項 の 規 定 に よ る 賠 償 の 命 令 の 対 象 と な る 者 を 除 く 。 以 下 「 知 事 等 」 と い う 。 ） の 県 に 対 す る 損

害 を 賠 償 す る 責 任 の 一 部 を 免 れ さ せ る こ と に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

（ 知 事 等 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 責 ）

第 二 条 県 は 、 知 事 等 の 県 に 対 す る 損 害 を 賠 償 す る 責 任 を 、 知 事 等 が 職 務 を 行 う に つ き 善 意 で か つ

重 大 な 過 失 が な い と き は 、 知 事 等 が 賠 償 の 責 任 を 負 う 額 か ら 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 知 事 等 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 を 控 除 し て 得 た 額 に つ い て 免 れ さ せ る も の と す る 。

一 地 方 警 務 官 （ 警 察 法 （ 昭 和 二 十 九 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 五 十 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 地 方 警

務 官 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 外 の 知 事 等 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 二 年 政 令 第 十 六 号 ） 第

百 七 十 三 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 普 通 地 方 公 共 団 体 の 長 等 の 基 準 給 与 年 額 に 、 次 に 掲 げ る 地

方 警 務 官 以 外 の 知 事 等 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 数 を 乗 じ て 得 た 額

イ 知 事 六

ロ 副 知 事 、 教 育 委 員 会 の 教 育 長 若 し く は 委 員 、 公 安 委 員 会 の 委 員 、 選 挙 管 理 委 員 会 の 委 員 又

は 監 査 委 員 四

ハ 人 事 委 員 会 の 委 員 、 労 働 委 員 会 の 委 員 、 収 用 委 員 会 の 委 員 又 は 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 の 委

員 二

ニ 職 員 （ 地 方 警 務 官 及 び ロ に 掲 げ る 職 員 を 除 く 。 ） 一

二 地 方 警 務 官 地 方 自 治 法 施 行 令 第 百 七 十 三 条 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 地 方 警 務 官 の 基 準 給 与

年 額 に 、 次 に 掲 げ る 地 方 警 務 官 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 数 を 乗 じ て 得 た 額

イ 警 察 本 部 長 二

ロ イ に 掲 げ る 地 方 警 務 官 以 外 の 地 方 警 務 官 一

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 三 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 人 事 課 ）

栃 木 県 条 例 第 五 号

無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 社 会 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 四 十 五 号 ） 第 六 十 八 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に

基 づ き 、 同 法 第 二 条 第 三 項 第 八 号 に 規 定 す る 生 計 困 難 者 の た め に 、 無 料 又 は 低 額 な 料 金 で 、 簡 易

住 宅 を 貸 し 付 け 、 又 は 宿 泊 所 そ の 他 の 施 設 を 利 用 さ せ る 事 業 を 行 う 施 設 （ 以 下 「 無 料 低 額 宿 泊

所 」 と い う 。 ） の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る も の と す る 。

（ 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 ）

第 二 条 無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 は 、 次 条 に 定 め る も の を 除 く ほ か 、 無 料 低 額

宿 泊 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 令 和 元 年 厚 生 労 働 省 令 第 三 十 四 号 ） （ 同 令 の 改 正 に 係 る 経

過 措 置 に 関 す る 規 定 を 含 む 。 ） の 定 め る と こ ろ に よ る 。

（ 非 常 災 害 対 策 ）

第 三 条 無 料 低 額 宿 泊 所 は 、 震 災 、 風 水 害 、 火 災 そ の 他 の 非 常 災 害 （ 以 下 「 非 常 災 害 」 と い う 。 ）

に 備 え る た め 、 消 火 設 備 そ の 他 の 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備 を 設 け る と と も に 、 周 辺 の 地 域 の

環 境 及 び 入 居 者 の 特 性 等 を 踏 ま え 、 入 居 者 の 安 全 の 確 保 の た め の 体 制 及 び 避 難 の 方 法 等 を 定 め た

具 体 的 な 計 画 を 策 定 し な け れ ば な ら な い 。

２ 無 料 低 額 宿 泊 所 は 、 前 項 の 計 画 に 基 づ き 、 非 常 災 害 時 の 関 係 機 関 へ の 通 報 及 び 連 絡 、 入 居 者 の

円 滑 な 避 難 の 確 保 等 の た め の 体 制 を 整 備 し 、 定 期 的 に 、 同 項 の 計 画 及 び 当 該 体 制 を 職 員 及 び 入 居

者 に 周 知 し な け れ ば な ら な い 。

３ 無 料 低 額 宿 泊 所 は 、 非 常 災 害 に 備 え る た め 、 少 な く と も 一 年 に 一 回 以 上 、 定 期 的 に 避 難 訓 練 、

救 出 訓 練 そ の 他 の 必 要 な 訓 練 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

４ 無 料 低 額 宿 泊 所 は 、 第 一 項 の 計 画 を 定 期 的 に 検 証 し 、 必 要 に 応 じ て 見 直 し を 行 わ な け れ ば な ら

な い 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 四 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 保 健 福 祉 課 ）
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栃 木 県 条 例 第 五 号

無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 社 会 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 四 十 五 号 ） 第 六 十 八 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に

基 づ き 、 同 法 第 二 条 第 三 項 第 八 号 に 規 定 す る 生 計 困 難 者 の た め に 、 無 料 又 は 低 額 な 料 金 で 、 簡 易

住 宅 を 貸 し 付 け 、 又 は 宿 泊 所 そ の 他 の 施 設 を 利 用 さ せ る 事 業 を 行 う 施 設 （ 以 下 「 無 料 低 額 宿 泊

所 」 と い う 。 ） の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る も の と す る 。

（ 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 ）

第 二 条 無 料 低 額 宿 泊 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 は 、 次 条 に 定 め る も の を 除 く ほ か 、 無 料 低 額

宿 泊 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 令 和 元 年 厚 生 労 働 省 令 第 三 十 四 号 ） （ 同 令 の 改 正 に 係 る 経

過 措 置 に 関 す る 規 定 を 含 む 。 ） の 定 め る と こ ろ に よ る 。

（ 非 常 災 害 対 策 ）

第 三 条 無 料 低 額 宿 泊 所 は 、 震 災 、 風 水 害 、 火 災 そ の 他 の 非 常 災 害 （ 以 下 「 非 常 災 害 」 と い う 。 ）

に 備 え る た め 、 消 火 設 備 そ の 他 の 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備 を 設 け る と と も に 、 周 辺 の 地 域 の

環 境 及 び 入 居 者 の 特 性 等 を 踏 ま え 、 入 居 者 の 安 全 の 確 保 の た め の 体 制 及 び 避 難 の 方 法 等 を 定 め た

具 体 的 な 計 画 を 策 定 し な け れ ば な ら な い 。

２ 無 料 低 額 宿 泊 所 は 、 前 項 の 計 画 に 基 づ き 、 非 常 災 害 時 の 関 係 機 関 へ の 通 報 及 び 連 絡 、 入 居 者 の

円 滑 な 避 難 の 確 保 等 の た め の 体 制 を 整 備 し 、 定 期 的 に 、 同 項 の 計 画 及 び 当 該 体 制 を 職 員 及 び 入 居

者 に 周 知 し な け れ ば な ら な い 。

３ 無 料 低 額 宿 泊 所 は 、 非 常 災 害 に 備 え る た め 、 少 な く と も 一 年 に 一 回 以 上 、 定 期 的 に 避 難 訓 練 、

救 出 訓 練 そ の 他 の 必 要 な 訓 練 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

４ 無 料 低 額 宿 泊 所 は 、 第 一 項 の 計 画 を 定 期 的 に 検 証 し 、 必 要 に 応 じ て 見 直 し を 行 わ な け れ ば な ら

な い 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 四 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 保 健 福 祉 課 ）

栃 木 県 条 例 第 六 号

県 道 の 構 造 の 技 術 的 基 準 を 定 め る 条 例

県 道 の 構 造 の 技 術 的 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 三 号 ） の 全 部 を 改 正 す

る 。
（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 三 十 条 第 三

項 の 規 定 に 基 づ き 、 県 道 を 新 設 し 、 又 は 改 築 す る 場 合 に お け る 道 路 の 構 造 の 技 術 的 基 準 を 定 め る

も の と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お け る 用 語 の 意 義 は 、 法 の 例 に よ る 。

（ 県 道 の 構 造 の 技 術 的 基 準 ）

第 三 条 県 道 を 新 設 し 、 又 は 改 築 す る 場 合 に お け る 道 路 の 構 造 の 技 術 的 基 準 は 、 道 路 構 造 令 （ 昭 和

四 十 五 年 政 令 第 三 百 二 十 号 。 以 下 「 政 令 」 と い う 。 ） 第 四 十 一 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 政 令 の

規 定 （ 以 下 「 構 造 関 係 規 定 」 と い う 。 ） の 定 め る と こ ろ に よ る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 項 に お い

て 準 用 す る 政 令 第 五 条 第 三 項 中 「 も の と す る 」 と あ る の は 、 「 も の と す る 。 た だ し 、 地 形 の 状 況

そ の 他 の 特 別 の 理 由 に よ り や む を 得 な い 場 合 に お い て は 、 こ の 限 り で な い 」 と す る 。

２ 構 造 関 係 規 定 が 改 正 さ れ た 場 合 に お け る 前 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 構 造 関 係 規 定 の 改

正 の 際 の 経 過 措 置 の 規 定 が 定 め ら れ た と き に あ っ て は 当 該 経 過 措 置 の 規 定 の 例 に よ る こ と と し 、

当 該 経 過 措 置 の 規 定 が 定 め ら れ な い と き に あ っ て は 知 事 が 定 め る と こ ろ に よ り 当 該 改 正 前 の 構 造

関 係 規 定 の 例 に よ る こ と が で き る 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 四 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 新 設 又 は 改 築 の 工 事 中 の 県 道 に つ い て は 、 第 三 条 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の た め に 必 要 な 県 が 管 理 す る 県 道 の 構 造 に 関 す る 基 準 を 定

め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

３ 高 齢 者 、 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の た め に 必 要 な 県 が 管 理 す る 県 道 の 構 造 に 関 す る 基 準 を 定

め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 有 効 幅 員 ） （ 有 効 幅 員 ）

第 四 条 歩 道 の 有 効 幅 員 は 、 道 路 構 造 令 第 十 一 第 四 条 歩 道 の 有 効 幅 員 は 、 県 道 の 構 造 の 技 術

条 第 三 項 的 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 栃 木 県 条

に 規 定 す る 幅 例 第 五 十 三 号 ） 第 十 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 幅

員 の 値 以 上 と す る も の と す る 。 員 の 値 以 上 と す る も の と す る 。

２ 自 転 車 歩 行 者 道 の 有 効 幅 員 は 、 道 路 構 造 令 ２ 自 転 車 歩 行 者 道 の 有 効 幅 員 は 、 県 道 の 構 造

第 十 条 の 二 第 二 項 に の 技 術 的 基 準 を 定 め る 条 例 第 十 一 条 第 二 項 に

規 定 す る 幅 員 の 値 以 上 と す る も の と す る 。 規 定 す る 幅 員 の 値 以 上 と す る も の と す る 。

３ 略 ３ 略

（ 交 通 政 策 課 ）



（8） 栃 木 県 公 報 号外第15号令和２（2020）年３月25日　水曜日
（8） 栃 木 県 公 報 号外第14号令和２（2020）年３月25日　水曜日

栃 木 県 条 例 第 八 号

栃 木 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 定 数 ） （ 職 員 の 定 数 ）

第 二 条 職 員 の 定 数 は 、 次 の 各 号 に 定 め る と お 第 二 条 職 員 の 定 数 は 、 次 の 各 号 に 定 め る と お

り と す る 。 り と す る 。

一 知 事 の 事 務 部 局 の 職 員 一 知 事 の 事 務 部 局 の 職 員

イ 一 般 職 員 （ ロ に 掲 げ る 職 員 を 除 く 。 ） イ 一 般 職 員 （ ロ に 掲 げ る 職 員 を 除 く 。 ）

五 、 三 八 一 人 五 、 三 八 四 人

ロ 略 ロ 略

二 ～ 四 略 二 ～ 四 略

五 人 事 委 員 会 の 事 務 部 局 の 職 員 一 六 人 五 人 事 委 員 会 の 事 務 部 局 の 職 員 一 三 人

六 ・ 七 略 六 ・ 七 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 人 事 課 ）

（ 財 政 課 ）

規 定 す る 幅 員 の 値 以 上 と す る も の と す る 。 規 定 す る 幅 員 の 値 以 上 と す る も の と す る 。

３ 略 ３ 略

（ 交 通 政 策 課 ）

栃 木 県 条 例 第 七 号

栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 特 別 会 計 の 名 称 等 ） （ 特 別 会 計 の 名 称 等 ）

第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設 置 第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設 置

の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お り と の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お り と

す る 。 す る 。

名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出 名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出

は 設 置 の 理 由 は 設 置 の 理 由

略 略

栃 木 県 営 林 略 略 略 栃 木 県 営 林 略 略 略

事 業 特 別 会 事 業 特 別 会

計 計

栃 木 県 中 小 独 立 行 政 法 人 一 般 会 貸 付

企 業 高 度 化 中 小 企 業 基 盤 計 繰 入 金 、 県

等 資 金 貸 付 整 備 機 構 法 金 、 貸 債 償 還

事 業 特 別 会 （ 平 成 十 四 年 付 金 収 金 、 一

計 法 律 第 百 四 十 入 、 県 般 会 計

七 号 ） に よ る 債 及 び 繰 出 金

資 金 の 貸 付 け 附 属 諸 及 び そ

を 受 け て 行 う 収 入 の 他 の

中 小 企 業 高 度 諸 支 出

化 等 資 金 貸 付

事 業

略 略

附 則

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 、 小 規 模 企 業 の 事 業 活 動 の 活 性 化 の た め の 中 小 企 業 基 本 法 等 の 一 部 を 改 正

す る 等 の 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 五 十 七 号 ） 第 九 条 の 規 定 に よ る 廃 止 前 の 小 規 模 企 業 者 等 設 備

導 入 資 金 助 成 法 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 十 五 号 ） 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 設 置 さ れ た 栃 木 県 小

規 模 企 業 者 等 設 備 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 に 所 属 す る 権 利 義 務 は 、 栃 木 県 中 小 企 業 高 度 化 等 資 金 貸

付 事 業 特 別 会 計 に 帰 属 す る も の と す る 。

規 定 す る 幅 員 の 値 以 上 と す る も の と す る 。 規 定 す る 幅 員 の 値 以 上 と す る も の と す る 。

３ 略 ３ 略

（ 交 通 政 策 課 ）

栃 木 県 条 例 第 七 号

栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 特 別 会 計 の 名 称 等 ） （ 特 別 会 計 の 名 称 等 ）

第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設 置 第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設 置

の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お り と の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お り と

す る 。 す る 。

名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出 名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出

は 設 置 の 理 由 は 設 置 の 理 由

略 略

栃 木 県 営 林 略 略 略 栃 木 県 営 林 略 略 略

事 業 特 別 会 事 業 特 別 会

計 計

栃 木 県 中 小 独 立 行 政 法 人 一 般 会 貸 付

企 業 高 度 化 中 小 企 業 基 盤 計 繰 入 金 、 県

等 資 金 貸 付 整 備 機 構 法 金 、 貸 債 償 還

事 業 特 別 会 （ 平 成 十 四 年 付 金 収 金 、 一

計 法 律 第 百 四 十 入 、 県 般 会 計

七 号 ） に よ る 債 及 び 繰 出 金

資 金 の 貸 付 け 附 属 諸 及 び そ

を 受 け て 行 う 収 入 の 他 の

中 小 企 業 高 度 諸 支 出

化 等 資 金 貸 付

事 業

略 略

附 則

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 、 小 規 模 企 業 の 事 業 活 動 の 活 性 化 の た め の 中 小 企 業 基 本 法 等 の 一 部 を 改 正

す る 等 の 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 五 十 七 号 ） 第 九 条 の 規 定 に よ る 廃 止 前 の 小 規 模 企 業 者 等 設 備

導 入 資 金 助 成 法 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 十 五 号 ） 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 設 置 さ れ た 栃 木 県 小

規 模 企 業 者 等 設 備 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 に 所 属 す る 権 利 義 務 は 、 栃 木 県 中 小 企 業 高 度 化 等 資 金 貸

付 事 業 特 別 会 計 に 帰 属 す る も の と す る 。



（9）栃 木 県 公 報 号外第15号令和２（2020）年３月25日　水曜日

栃 木 県 条 例 第 九 号

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 二 十 七 の 四 略 一 ～ 二 十 七 の 四 略

二 十 七 の 五 旅 券 法 （ 昭 和 二 十 略 二 十 七 の 五 旅 券 法 （ 昭 和 二 十 略

六 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 。 以 六 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 。 以

下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い 下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） 及 び 旅 券 法 施 行 規 則 う 。 ） 及 び 旅 券 法 施 行 規 則

（ 平 成 元 年 外 務 省 令 第 十 一 （ 平 成 元 年 外 務 省 令 第 十 一

号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 省 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 省

令 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務 令 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務

の う ち 、 次 に 掲 げ る も の （ 規 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の （ 規

則 で 定 め る 場 合 に 係 る も の を 則 で 定 め る 場 合 に 係 る も の を

除 く 。 ） 除 く 。 ）) ) ) )

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略( ( ( (

) )

五 法 第 八 条 第 一 項 五 法 第 八 条 第 一 項 （ 法 第 十( (
条 第 四 項 及 び 第 十 二 条 第 三

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を

の 規 定 含 む 。 ） 及 び 第 三 項 の 規 定

に よ る 交 付 に よ る 交 付

)
六 法 第 八 条 第 二 項 の 規 定 に(

よ る 交 付

) )

七 略 六 略( (

)
八 法 第 十 条 第 四 項 に お い て(

準 用 す る 法 第 八 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 交 付

) )

九 略 七 略( (

)
十 法 第 十 二 条 第 三 項 に お い(

て 準 用 す る 法 第 八 条 第 一 項

栃 木 県 条 例 第 八 号

栃 木 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 定 数 ） （ 職 員 の 定 数 ）

第 二 条 職 員 の 定 数 は 、 次 の 各 号 に 定 め る と お 第 二 条 職 員 の 定 数 は 、 次 の 各 号 に 定 め る と お

り と す る 。 り と す る 。

一 知 事 の 事 務 部 局 の 職 員 一 知 事 の 事 務 部 局 の 職 員

イ 一 般 職 員 （ ロ に 掲 げ る 職 員 を 除 く 。 ） イ 一 般 職 員 （ ロ に 掲 げ る 職 員 を 除 く 。 ）

五 、 三 八 一 人 五 、 三 八 四 人

ロ 略 ロ 略

二 ～ 四 略 二 ～ 四 略

五 人 事 委 員 会 の 事 務 部 局 の 職 員 一 六 人 五 人 事 委 員 会 の 事 務 部 局 の 職 員 一 三 人

六 ・ 七 略 六 ・ 七 略

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 人 事 課 ）
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栃 木 県 条 例 第 十 一 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 手 数 料 の 徴 収 方 法 ） （ 手 数 料 の 徴 収 方 法 ）

第 三 条 県 が 徴 収 す る 手 数 料 は 、 別 表 第 一 の 八 第 三 条 県 が 徴 収 す る 手 数 料 は 、 別 表 第 一 の 八

の 八 の 項 、 八 の 九 の 項 、 五 十 五 の 二 の 項 か ら の 八 の 項 、 八 の 九 の 項 、 五 十 五 の 二 の 項 か ら

五 十 五 の 四 の 項 ま で 、 百 二 十 五 の 項 、 百 二 十 五 十 五 の 四 の 項 ま で 、 百 二 十 五 の 項 、 百 二 十

六 の 項 、 三 百 三 の 項 、 三 百 二 十 八 の 項 か ら 三 六 の 項 、 三 百 三 の 項 、 三 百 二 十 八 の 項 か ら 三

百 三 十 一 の 項 ま で 、 三 百 七 十 五 の 項 、 三 百 七 百 三 十 一 の 項 ま で 、 三 百 七

十 七 の 項 、 五 百 十 二 の 項 及 び 五 百 十 三 の 項 の 十 七 の 項 、 五 百 十 二 の 項 及 び 五 百 十 三 の 項 の

事 務 に 係 る も の を 除 く ほ か 、 証 紙 徴 収 の 方 法 事 務 に 係 る も の を 除 く ほ か 、 証 紙 徴 収 の 方 法

に よ つ て 徴 収 す る 。 に よ つ て 徴 収 す る 。

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 百 四 十 三 略 一 ～ 百 四 十 三 略

百 四 十 四 毒 物 及 び １ 毒 物 又 は 劇 物 の 百 四 十 四 毒 物 及 び 一 万 四 千 七 百 円

劇 物 取 締 法 （ 昭 和 製 造 業 の 登 録 の 申 劇 物 取 締 法 （ 昭 和

二 十 五 年 法 律 第 三 請 に 係 る 審 査 二 二 十 五 年 法 律 第 三

百 三 号 ） 第 四 条 第 万 七 千 二 百 円 百 三 号 ） 第 四 条 第

一 項 の 規 定 に 基 づ ２ 毒 物 又 は 劇 物 の 一 項 の 規 定 に 基 づ

く 毒 物 又 は 劇 物 の 輸 入 業 の 登 録 の 申 く 毒 物 又 は 劇 物 の

製 造 業 、 輸 入 業 又 請 に 係 る 審 査 二

は 販 売 業 の 登 録 の 万 七 千 二 百 円 販 売 業 の 登 録 の

申 請 に 対 す る 審 査 ３ 毒 物 又 は 劇 物 の 申 請 に 対 す る 審 査

販 売 業 の 登 録 の 申

請 に 係 る 審 査 一

万 四 千 七 百 円

百 四 十 五 毒 物 及 び １ 毒 物 又 は 劇 物 の 百 四 十 五 毒 物 及 び 七 千 円

劇 物 取 締 法 第 四 条 製 造 業 の 登 録 の 更 劇 物 取 締 法 第 四 条

第 三 項 の 規 定 に 基 新 の 申 請 に 係 る 審 第 四 項 の 規 定 に 基

づ く 毒 物 又 は 劇 物 査 一 万 二 百 円 づ く 毒 物 又 は 劇 物

の 製 造 業 、 輸 入 業 ２ 毒 物 又 は 劇 物 の の

又 は 販 売 業 の 登 録 輸 入 業 の 登 録 の 更 販 売 業 の 登 録

栃 木 県 条 例 第 十 号

議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 補 償 基 礎 額 ） （ 補 償 基 礎 額 ）

第 四 条 こ の 条 例 で 「 補 償 基 礎 額 」 と は 、 次 の 第 四 条 こ の 条 例 で 「 補 償 基 礎 額 」 と は 、 次 の

各 号 に 定 め る 者 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 掲 各 号 に 定 め る 者 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 掲

げ る 額 と す る 。 げ る 額 と す る 。

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略

五 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 法 第 二 条 第 四 項

に 規 定 す る 平 均 給 与 額 の 例 に よ り 実 施 機 関

が 知 事 と 協 議 し て 定 め る 額

附 則

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 第 四 条 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 発 生 し た 事 故 に 起 因 す る 公 務 上 の 災 害 又

は 通 勤 に よ る 災 害 に 係 る 補 償 に つ い て 適 用 す る 。

（ 職 員 厚 生 課 ）

栃 木 県 条 例 第 九 号

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 二 十 七 の 四 略 一 ～ 二 十 七 の 四 略

二 十 七 の 五 旅 券 法 （ 昭 和 二 十 略 二 十 七 の 五 旅 券 法 （ 昭 和 二 十 略

六 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 。 以 六 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 。 以

下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い 下 こ の 項 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） 及 び 旅 券 法 施 行 規 則 う 。 ） 及 び 旅 券 法 施 行 規 則

（ 平 成 元 年 外 務 省 令 第 十 一 （ 平 成 元 年 外 務 省 令 第 十 一

号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 省 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 省

令 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務 令 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務

の う ち 、 次 に 掲 げ る も の （ 規 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の （ 規

則 で 定 め る 場 合 に 係 る も の を 則 で 定 め る 場 合 に 係 る も の を

除 く 。 ） 除 く 。 ）) ) ) )

一 ～ 四 略 一 ～ 四 略( ( ( (

) )

五 法 第 八 条 第 一 項 五 法 第 八 条 第 一 項 （ 法 第 十( (
条 第 四 項 及 び 第 十 二 条 第 三

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を

の 規 定 含 む 。 ） 及 び 第 三 項 の 規 定

に よ る 交 付 に よ る 交 付

)
六 法 第 八 条 第 二 項 の 規 定 に(

よ る 交 付

) )

七 略 六 略( (

)
八 法 第 十 条 第 四 項 に お い て(

準 用 す る 法 第 八 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 交 付

) )

九 略 七 略( (

)
十 法 第 十 二 条 第 三 項 に お い(

て 準 用 す る 法 第 八 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 交 付) ) ) )

十 一 ～ 十 六 略 八 ～ 十 三 略( ( ( (

二 十 八 ～ 三 十 五 略 二 十 八 ～ 三 十 五 略

三 十 五 の 二 栃 木 県 景 観 条 例 三 十 五 の 二 栃 木 県 景 観 条 例 真 岡 市 、

（ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 大 田 原 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 大 田 原

例 」 と い う 。 ） 及 び 条 例 の 施 市 、 矢 板 例 」 と い う 。 ） 及 び 条 例 の 施 市 、 矢 板

行 の た め の 規 則 に 基 づ く 事 務 市 及 び 下 行 の た め の 規 則 に 基 づ く 事 務 市 及 び 下

の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 野 市 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 野 市) ) ) )

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略( ( ( (

三 十 五 の 三 ～ 四 十 二 略 三 十 五 の 三 ～ 四 十 二 略

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 一 の 二 十 七 の 五 の 項 の 改 正 規 定

は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 行 政 改 革 推 進 室 ）
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の 更 新 の 申 請 に 対 新 の 申 請 に 係 る 審 の 更 新 の 申 請 に 対

す る 審 査 査 一 万 二 百 円 す る 審 査

３ 毒 物 又 は 劇 物 の

販 売 業 の 登 録 の 更

新 の 申 請 に 係 る 審

査 七 千 円

百 四 十 六 か ら 百 四 十 百 四 十 六 毒 物 及 び 二 千 四 百 円

九 ま で 削 除 劇 物 取 締 法 施 行 令

（ 昭 和 三 十 年 政 令

第 二 百 六 十 一 号 ）

第 三 十 五 条 第 一 項

の 規 定 に 基 づ く 毒

物 又 は 劇 物 の 販 売

業 の 登 録 票 の 書 換

え
百 四 十 七 毒 物 及 び 四 千 円

劇 物 取 締 法 施 行 令

第 三 十 六 条 第 一 項

の 規 定 に 基 づ く 毒

物 又 は 劇 物 の 販 売

業 の 登 録 票 の 再 交

付
百 四 十 八 毒 物 及 び 二 万 七 千 二 百 円

劇 物 取 締 法 施 行 令

第 三 十 六 条 の 七 第

一 項 第 一 号 の 規 定

に 基 づ く 毒 物 及 び

劇 物 取 締 法 第 四 条

第 一 項 の 規 定 に よ

る 毒 物 又 は 劇 物 の

製 造 業 又 は 輸 入 業

の 登 録 の 申 請 に 対

す る 審 査

百 四 十 九 毒 物 及 び 一 万 二 百 円

劇 物 取 締 法 施 行 令

第 三 十 六 条 の 七 第

一 項 第 一 号 の 規 定

に 基 づ く 毒 物 及 び

劇 物 取 締 法 第 四 条

第 四 項 の 規 定 に よ

る 毒 物 又 は 劇 物 の

製 造 業 又 は 輸 入 業

の 登 録 の 更 新 の 申

請 に 対 す る 審 査

百 五 十 略 百 五 十 毒 物 及 び 劇 略

物 取 締 法 施 行 令 第

栃 木 県 条 例 第 十 一 号

栃 木 県 手 数 料 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 手 数 料 の 徴 収 方 法 ） （ 手 数 料 の 徴 収 方 法 ）

第 三 条 県 が 徴 収 す る 手 数 料 は 、 別 表 第 一 の 八 第 三 条 県 が 徴 収 す る 手 数 料 は 、 別 表 第 一 の 八

の 八 の 項 、 八 の 九 の 項 、 五 十 五 の 二 の 項 か ら の 八 の 項 、 八 の 九 の 項 、 五 十 五 の 二 の 項 か ら

五 十 五 の 四 の 項 ま で 、 百 二 十 五 の 項 、 百 二 十 五 十 五 の 四 の 項 ま で 、 百 二 十 五 の 項 、 百 二 十

六 の 項 、 三 百 三 の 項 、 三 百 二 十 八 の 項 か ら 三 六 の 項 、 三 百 三 の 項 、 三 百 二 十 八 の 項 か ら 三

百 三 十 一 の 項 ま で 、 三 百 七 十 五 の 項 、 三 百 七 百 三 十 一 の 項 ま で 、 三 百 七

十 七 の 項 、 五 百 十 二 の 項 及 び 五 百 十 三 の 項 の 十 七 の 項 、 五 百 十 二 の 項 及 び 五 百 十 三 の 項 の

事 務 に 係 る も の を 除 く ほ か 、 証 紙 徴 収 の 方 法 事 務 に 係 る も の を 除 く ほ か 、 証 紙 徴 収 の 方 法

に よ つ て 徴 収 す る 。 に よ つ て 徴 収 す る 。

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 百 四 十 三 略 一 ～ 百 四 十 三 略

百 四 十 四 毒 物 及 び １ 毒 物 又 は 劇 物 の 百 四 十 四 毒 物 及 び 一 万 四 千 七 百 円

劇 物 取 締 法 （ 昭 和 製 造 業 の 登 録 の 申 劇 物 取 締 法 （ 昭 和

二 十 五 年 法 律 第 三 請 に 係 る 審 査 二 二 十 五 年 法 律 第 三

百 三 号 ） 第 四 条 第 万 七 千 二 百 円 百 三 号 ） 第 四 条 第

一 項 の 規 定 に 基 づ ２ 毒 物 又 は 劇 物 の 一 項 の 規 定 に 基 づ

く 毒 物 又 は 劇 物 の 輸 入 業 の 登 録 の 申 く 毒 物 又 は 劇 物 の

製 造 業 、 輸 入 業 又 請 に 係 る 審 査 二

は 販 売 業 の 登 録 の 万 七 千 二 百 円 販 売 業 の 登 録 の

申 請 に 対 す る 審 査 ３ 毒 物 又 は 劇 物 の 申 請 に 対 す る 審 査

販 売 業 の 登 録 の 申

請 に 係 る 審 査 一

万 四 千 七 百 円

百 四 十 五 毒 物 及 び １ 毒 物 又 は 劇 物 の 百 四 十 五 毒 物 及 び 七 千 円

劇 物 取 締 法 第 四 条 製 造 業 の 登 録 の 更 劇 物 取 締 法 第 四 条

第 三 項 の 規 定 に 基 新 の 申 請 に 係 る 審 第 四 項 の 規 定 に 基

づ く 毒 物 又 は 劇 物 査 一 万 二 百 円 づ く 毒 物 又 は 劇 物

の 製 造 業 、 輸 入 業 ２ 毒 物 又 は 劇 物 の の

又 は 販 売 業 の 登 録 輸 入 業 の 登 録 の 更 販 売 業 の 登 録
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三 十 六 条 の 七 第 一

項 第 三 号 の 規 定 に

毒 物 及 び 劇 基 づ く 毒 物 及 び 劇

物 取 締 法 第 九 条 第 物 取 締 法 第 九 条 第

一 項 の 規 定 に 基 づ 一 項 の 規 定 に よ る

く 毒 物 又 は 劇 物 の 毒 物 又 は 劇 物 の

製 造 業 又 は 輸 入 業 製 造 業 又 は 輸 入 業

の 登 録 の 変 更 の 申 の 登 録 の 変 更 の 申

請 に 対 す る 審 査 請 に 対 す る 審 査

百 五 十 の 二 毒 物 及 略 百 五 十 の 二 毒 物 及 略

び 劇 物 取 締 法 施 行 び 劇 物 取 締 法 施 行

令 （ 昭 和 三 十 年 政 令 第 三 十 六 条 の 七

令 第 二 百 六 十 一 第 一 項 第 一 号 の 規

号 ） 第 定 に 基 づ く 同 令 第

三 十 五 条 第 一 項 の 三 十 五 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ く 毒 物 規 定 に よ る 毒 物

又 は 劇 物 の 製 造 又 は 劇 物 の 製 造

業 、 輸 入 業 又 は 販 業 又 は 輸 入 業

売 業 の 登 録 票 の 書 の 登 録 票 の 書

換 え 換 え

百 五 十 の 三 毒 物 及 略 百 五 十 の 三 毒 物 及 略

び 劇 物 取 締 法 施 行 び 劇 物 取 締 法 施 行

令 令 第 三 十 六 条 の 七

第 一 項 第 一 号 の 規

第 定 に 基 づ く 同 令 第

三 十 六 条 第 一 項 の 三 十 六 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ く 毒 物 規 定 に よ る 毒 物

又 は 劇 物 の 製 造 又 は 劇 物 の 製 造

業 、 輸 入 業 又 は 販 業 又 は 輸 入 業

売 業 の 登 録 票 の 再 の 登 録 票 の 再

交 付 交 付

百 五 十 一 か ら 百 五 十 百 五 十 一 毒 物 及 び 二 万 七 百 円

三 ま で 削 除 劇 物 取 締 法 第 四 条

第 二 項 の 規 定 に 基

づ く 毒 物 又 は 劇 物

の 製 造 業 又 は 輸 入

業 の 登 録 の 申 請 に

係 る 経 由

百 五 十 二 毒 物 及 び 六 千 八 百 円

劇 物 取 締 法 第 四 条

第 四 項 の 規 定 に 基

づ く 毒 物 又 は 劇 物

の 製 造 業 又 は 輸 入

業 の 登 録 の 更 新 の

申 請 に 係 る 経 由

百 五 十 三 毒 物 及 び 三 千 二 百 円

の 更 新 の 申 請 に 対 新 の 申 請 に 係 る 審 の 更 新 の 申 請 に 対

す る 審 査 査 一 万 二 百 円 す る 審 査

３ 毒 物 又 は 劇 物 の

販 売 業 の 登 録 の 更

新 の 申 請 に 係 る 審

査 七 千 円

百 四 十 六 か ら 百 四 十 百 四 十 六 毒 物 及 び 二 千 四 百 円

九 ま で 削 除 劇 物 取 締 法 施 行 令

（ 昭 和 三 十 年 政 令

第 二 百 六 十 一 号 ）

第 三 十 五 条 第 一 項

の 規 定 に 基 づ く 毒

物 又 は 劇 物 の 販 売

業 の 登 録 票 の 書 換

え
百 四 十 七 毒 物 及 び 四 千 円

劇 物 取 締 法 施 行 令

第 三 十 六 条 第 一 項

の 規 定 に 基 づ く 毒

物 又 は 劇 物 の 販 売

業 の 登 録 票 の 再 交

付
百 四 十 八 毒 物 及 び 二 万 七 千 二 百 円

劇 物 取 締 法 施 行 令

第 三 十 六 条 の 七 第

一 項 第 一 号 の 規 定

に 基 づ く 毒 物 及 び

劇 物 取 締 法 第 四 条

第 一 項 の 規 定 に よ

る 毒 物 又 は 劇 物 の

製 造 業 又 は 輸 入 業

の 登 録 の 申 請 に 対

す る 審 査

百 四 十 九 毒 物 及 び 一 万 二 百 円

劇 物 取 締 法 施 行 令

第 三 十 六 条 の 七 第

一 項 第 一 号 の 規 定

に 基 づ く 毒 物 及 び

劇 物 取 締 法 第 四 条

第 四 項 の 規 定 に よ

る 毒 物 又 は 劇 物 の

製 造 業 又 は 輸 入 業

の 登 録 の 更 新 の 申

請 に 対 す る 審 査

百 五 十 略 百 五 十 毒 物 及 び 劇 略

物 取 締 法 施 行 令 第
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劇 物 取 締 法 第 九 条

第 二 項 に お い て 準

用 す る 同 法 第 四 条

第 二 項 の 規 定 に 基

づ く 毒 物 又 は 劇 物

の 製 造 業 又 は 輸 入

業 の 登 録 の 変 更 の

申 請 に 係 る 経 由

百 五 十 四 ～ 二 百 六 略 百 五 十 四 ～ 二 百 六 略

二 百 七 介 護 保 険 法 １ 略 二 百 七 介 護 保 険 法 １ 略

（ 平 成 九 年 法 律 第 ２ １ に 掲 げ る 事 務 （ 平 成 九 年 法 律 第 ２ １ に 掲 げ る 事 務

百 二 十 三 号 ） 第 六 以 外 の 事 務 一 万 百 二 十 三 号 ） 第 六 以 外 の 事 務 七 千

十 九 条 の 二 第 一 項 二 千 円 十 九 条 の 二 第 一 項 円

の 規 定 に 基 づ く 介 の 規 定 に 基 づ く 介

護 支 援 専 門 員 実 務 護 支 援 専 門 員 実 務

研 修 受 講 試 験 の 実 研 修 受 講 試 験 の 実

施 施

二 百 七 の 二 ～ 二 百 五 十 八 略 二 百 七 の 二 ～ 二 百 五 十 八 略

二 百 五 十 九 高 圧 ガ １ 略 二 百 五 十 九 高 圧 ガ １ 略

ス 保 安 法 施 行 令 第 ２ 繊 維 強 化 プ ラ ス ス 保 安 法 施 行 令 第 ２ 繊 維 強 化 プ ラ ス

十 八 条 第 二 項 第 三 チ ッ ク 複 合 容 器 、 十 八 条 第 二 項 第 三 チ ッ ク 複 合 容 器 又

号 の 規 定 に 基 づ く 圧 縮 天 然 ガ ス 自 動 号 の 規 定 に 基 づ く は 圧 縮 天 然 ガ ス 自

高 圧 ガ ス 保 安 法 第 車 燃 料 装 置 用 容 器 高 圧 ガ ス 保 安 法 第 動 車 燃 料 装 置 用 容

四 十 四 条 第 一 項 に 又 は 圧 縮 水 素 自 動 四 十 四 条 第 一 項 に 器

規 定 す る 容 器 検 査 車 燃 料 装 置 用 容 器 規 定 す る 容 器 検 査

又 は 同 令 第 十 八 条 （ １ に 規 定 す る 容 又 は 同 令 第 十 八 条 （ １ に 規 定 す る 容

第 二 項 第 四 号 の 規 器 を 除 く 。 ） に 係 第 二 項 第 四 号 の 規 器 を 除 く 。 ） に 係

定 に 基 づ く 同 法 第 る 容 器 検 査 又 は 容 定 に 基 づ く 同 法 第 る 容 器 検 査 又 は 容

四 十 九 条 第 一 項 に 器 再 検 査 次 に 掲 四 十 九 条 第 一 項 に 器 再 検 査 次 に 掲

規 定 す る 容 器 再 検 げ る 容 器 の 区 分 に 規 定 す る 容 器 再 検 げ る 容 器 の 区 分 に

査 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 査 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

イ ～ ホ 略 イ ～ ホ 略

３ ・ ４ 略 ３ ・ ４ 略

二 百 六 十 ～ 三 百 六 十 八 略 二 百 六 十 ～ 三 百 六 十 八 略

三 百 六 十 九 家 畜 改 １ 家 畜 人 工 授 精 講 三 百 六 十 九 家 畜 改 １ 家 畜 人 工 授 精 講

良 増 殖 法 第 十 六 条 習 会 三 万 七 千 円 良 増 殖 法 第 十 六 条 習 会 二 万 六 千 七

第 二 項 の 規 定 に よ 第 二 項 の 規 定 に よ 百 円

る 講 習 会 の 開 催 ２ 家 畜 体 内 受 精 卵 る 講 習 会 の 開 催 ２ 家 畜 体 内 受 精 卵

移 植 講 習 会 四 万 移 植 講 習 会 二 万

九 千 円 六 千 七 百 円

３ 家 畜 体 外 受 精 卵 ３ 家 畜 体 外 受 精 卵

移 植 講 習 会 一 万 移 植 講 習 会 六 千

三 千 六 百 円 四 百 三 十 円

三 十 六 条 の 七 第 一

項 第 三 号 の 規 定 に

毒 物 及 び 劇 基 づ く 毒 物 及 び 劇

物 取 締 法 第 九 条 第 物 取 締 法 第 九 条 第

一 項 の 規 定 に 基 づ 一 項 の 規 定 に よ る

く 毒 物 又 は 劇 物 の 毒 物 又 は 劇 物 の

製 造 業 又 は 輸 入 業 製 造 業 又 は 輸 入 業

の 登 録 の 変 更 の 申 の 登 録 の 変 更 の 申

請 に 対 す る 審 査 請 に 対 す る 審 査

百 五 十 の 二 毒 物 及 略 百 五 十 の 二 毒 物 及 略

び 劇 物 取 締 法 施 行 び 劇 物 取 締 法 施 行

令 （ 昭 和 三 十 年 政 令 第 三 十 六 条 の 七

令 第 二 百 六 十 一 第 一 項 第 一 号 の 規

号 ） 第 定 に 基 づ く 同 令 第

三 十 五 条 第 一 項 の 三 十 五 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ く 毒 物 規 定 に よ る 毒 物

又 は 劇 物 の 製 造 又 は 劇 物 の 製 造

業 、 輸 入 業 又 は 販 業 又 は 輸 入 業

売 業 の 登 録 票 の 書 の 登 録 票 の 書

換 え 換 え

百 五 十 の 三 毒 物 及 略 百 五 十 の 三 毒 物 及 略

び 劇 物 取 締 法 施 行 び 劇 物 取 締 法 施 行

令 令 第 三 十 六 条 の 七

第 一 項 第 一 号 の 規

第 定 に 基 づ く 同 令 第

三 十 六 条 第 一 項 の 三 十 六 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ く 毒 物 規 定 に よ る 毒 物

又 は 劇 物 の 製 造 又 は 劇 物 の 製 造

業 、 輸 入 業 又 は 販 業 又 は 輸 入 業

売 業 の 登 録 票 の 再 の 登 録 票 の 再

交 付 交 付

百 五 十 一 か ら 百 五 十 百 五 十 一 毒 物 及 び 二 万 七 百 円

三 ま で 削 除 劇 物 取 締 法 第 四 条

第 二 項 の 規 定 に 基

づ く 毒 物 又 は 劇 物

の 製 造 業 又 は 輸 入

業 の 登 録 の 申 請 に

係 る 経 由

百 五 十 二 毒 物 及 び 六 千 八 百 円

劇 物 取 締 法 第 四 条

第 四 項 の 規 定 に 基

づ く 毒 物 又 は 劇 物

の 製 造 業 又 は 輸 入

業 の 登 録 の 更 新 の

申 請 に 係 る 経 由

百 五 十 三 毒 物 及 び 三 千 二 百 円
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三 百 七 十 ～ 三 百 七 十 二 略 三 百 七 十 ～ 三 百 七 十 二 略

三 百 七 十 三 家 畜 伝 １ 牛 の 結 核 病 検 査 三 百 七 十 三 家 畜 伝 １ 牛 の 結 核 病 検 査

染 病 予 防 法 （ 昭 和 一 頭 に つ き 六 百 染 病 予 防 法 （ 昭 和 一 頭 に つ き 三 百

二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 円 二 十 六 年 法 律 第 百 十 円

六 十 六 号 ） 第 四 条 ２ 牛 の ブ ル セ ラ 病 六 十 六 号 ） 第 四 条 ２ 牛 の ブ ル セ ラ 病

の 二 第 五 項 、 第 五 検 査 一 頭 に つ き の 二 第 五 項 、 第 五 検 査 一 頭 に つ き

条 第 一 項 又 は 第 三 五 百 七 十 円 条 第 一 項 又 は 第 三 三 百 十 円

十 一 条 第 一 項 の 規 ３ 牛 の ヨ ー ネ 病 検 十 一 条 第 一 項 の 規 ３ 牛 の ヨ ー ネ 病 検

定 に 基 づ く 家 畜 又 査 一 頭 に つ き 六 定 に 基 づ く 家 畜 又 査 一 頭 に つ き 六

は そ の 死 体 の 検 査 百 七 十 円 は そ の 死 体 の 検 査 百 円

（ 同 法 第 五 条 第 一 ４ ～ 略 （ 同 法 第 五 条 第 一 ４ ～ 略11 11

項 の 規 定 に 基 づ く 項 の 規 定 に 基 づ く

家 畜 又 は そ の 死 体 家 畜 又 は そ の 死 体

の 検 査 に あ つ て の 検 査 に あ つ て

は 、 監 視 伝 染 病 の は 、 監 視 伝 染 病 の

発 生 を 予 防 す る た 発 生 を 予 防 す る た

め の も の に 限 め の も の に 限

る 。 ） る 。 ）

三 百 七 十 四 削 除 三 百 七 十 四 家 畜 伝 一 頭 に つ き 六 百 七 十

染 病 予 防 法 第 六 条 円

第 一 項 又 は 第 三 十

一 条 第 一 項 の 規 定

に 基 づ く 家 畜 に 対

す る 投 薬

三 百 七 十 五 家 畜 伝 三 百 七 十 五 家 畜 伝 １ 牛 の 流 行 性 感 冒

染 病 予 防 法 第 六 条 染 病 予 防 法 第 六 条 予 防 注 射 一 頭 当

第 一 項 又 は 第 三 十 第 一 項 又 は 第 三 十 た り 一 回 に つ き イ

一 条 第 一 項 の 規 定 一 条 第 一 項 の 規 定 バ ラ キ 病 に あ つ て

に 基 づ く 家 畜 の 注 に 基 づ く 家 畜 の 注 は 四 百 八 十 円 、 牛

射 射 流 行 熱 に あ つ て は

六 百 円

１ 豚 熱 予 防 注 射 ２ 豚 コ レ ラ 予 防 注

一 頭 当 た り 一 射 一 頭 当 た り 一

回 に つ き 三 百 四 十 回 に つ き 三 百 十 円

円

３ 豚 丹 毒 予 防 注 射

一 頭 当 た り 一 回

に つ き 三 百 十 円

４ 鶏 の ニ ュ ー カ ツ

ス ル 病 予 防 注 射

一 羽 当 た り 一 回 に

つ き 三 十 円

５ 炭 疽 予 防 注 射

そ

一 頭 当 た り 一 回 に

つ き 三 百 十 円

６ 家 畜 免 疫 血 清 注

射 一 頭 当 た り 一

回 に つ き 千 百 円

劇 物 取 締 法 第 九 条

第 二 項 に お い て 準

用 す る 同 法 第 四 条

第 二 項 の 規 定 に 基

づ く 毒 物 又 は 劇 物

の 製 造 業 又 は 輸 入

業 の 登 録 の 変 更 の

申 請 に 係 る 経 由

百 五 十 四 ～ 二 百 六 略 百 五 十 四 ～ 二 百 六 略

二 百 七 介 護 保 険 法 １ 略 二 百 七 介 護 保 険 法 １ 略

（ 平 成 九 年 法 律 第 ２ １ に 掲 げ る 事 務 （ 平 成 九 年 法 律 第 ２ １ に 掲 げ る 事 務

百 二 十 三 号 ） 第 六 以 外 の 事 務 一 万 百 二 十 三 号 ） 第 六 以 外 の 事 務 七 千

十 九 条 の 二 第 一 項 二 千 円 十 九 条 の 二 第 一 項 円

の 規 定 に 基 づ く 介 の 規 定 に 基 づ く 介

護 支 援 専 門 員 実 務 護 支 援 専 門 員 実 務

研 修 受 講 試 験 の 実 研 修 受 講 試 験 の 実

施 施

二 百 七 の 二 ～ 二 百 五 十 八 略 二 百 七 の 二 ～ 二 百 五 十 八 略

二 百 五 十 九 高 圧 ガ １ 略 二 百 五 十 九 高 圧 ガ １ 略

ス 保 安 法 施 行 令 第 ２ 繊 維 強 化 プ ラ ス ス 保 安 法 施 行 令 第 ２ 繊 維 強 化 プ ラ ス

十 八 条 第 二 項 第 三 チ ッ ク 複 合 容 器 、 十 八 条 第 二 項 第 三 チ ッ ク 複 合 容 器 又

号 の 規 定 に 基 づ く 圧 縮 天 然 ガ ス 自 動 号 の 規 定 に 基 づ く は 圧 縮 天 然 ガ ス 自

高 圧 ガ ス 保 安 法 第 車 燃 料 装 置 用 容 器 高 圧 ガ ス 保 安 法 第 動 車 燃 料 装 置 用 容

四 十 四 条 第 一 項 に 又 は 圧 縮 水 素 自 動 四 十 四 条 第 一 項 に 器

規 定 す る 容 器 検 査 車 燃 料 装 置 用 容 器 規 定 す る 容 器 検 査

又 は 同 令 第 十 八 条 （ １ に 規 定 す る 容 又 は 同 令 第 十 八 条 （ １ に 規 定 す る 容

第 二 項 第 四 号 の 規 器 を 除 く 。 ） に 係 第 二 項 第 四 号 の 規 器 を 除 く 。 ） に 係

定 に 基 づ く 同 法 第 る 容 器 検 査 又 は 容 定 に 基 づ く 同 法 第 る 容 器 検 査 又 は 容

四 十 九 条 第 一 項 に 器 再 検 査 次 に 掲 四 十 九 条 第 一 項 に 器 再 検 査 次 に 掲

規 定 す る 容 器 再 検 げ る 容 器 の 区 分 に 規 定 す る 容 器 再 検 げ る 容 器 の 区 分 に

査 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 査 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

イ ～ ホ 略 イ ～ ホ 略

３ ・ ４ 略 ３ ・ ４ 略

二 百 六 十 ～ 三 百 六 十 八 略 二 百 六 十 ～ 三 百 六 十 八 略

三 百 六 十 九 家 畜 改 １ 家 畜 人 工 授 精 講 三 百 六 十 九 家 畜 改 １ 家 畜 人 工 授 精 講

良 増 殖 法 第 十 六 条 習 会 三 万 七 千 円 良 増 殖 法 第 十 六 条 習 会 二 万 六 千 七

第 二 項 の 規 定 に よ 第 二 項 の 規 定 に よ 百 円

る 講 習 会 の 開 催 ２ 家 畜 体 内 受 精 卵 る 講 習 会 の 開 催 ２ 家 畜 体 内 受 精 卵

移 植 講 習 会 四 万 移 植 講 習 会 二 万

九 千 円 六 千 七 百 円

３ 家 畜 体 外 受 精 卵 ３ 家 畜 体 外 受 精 卵

移 植 講 習 会 一 万 移 植 講 習 会 六 千

三 千 六 百 円 四 百 三 十 円
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２ そ の 他 の 生 物 学 ７ そ の 他 の 生 物 学

的 製 剤 を 使 用 し て 的 製 剤 を 使 用 し て

行 う 注 射 一 頭 当 行 う 注 射 一 頭 当

た り 一 回 に つ き 二 た り 一 回 に つ き 六

千 二 百 円 百 五 十 円

三 百 七 十 六 略 三 百 七 十 六 略

三 百 七 十 七 栃 木 県 １ 略 三 百 七 十 七 栃 木 県 １ 略

家 畜 保 健 衛 生 所 が 家 畜 保 健 衛 生 所 が ２ 薬 治 千 二 百 三

依 頼 に 基 づ き 実 施 依 頼 に 基 づ き 実 施 十 円 以 内

す る 診 察 等 す る 診 察 等 ３ 注 射 七 百 九 十

円 以 内

２ ・ ３ 略 ４ ・ ５ 略

三 百 七 十 八 ～ 四 百 六 十 四 の 四 略 三 百 七 十 八 ～ 四 百 六 十 四 の 四 略

四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合

（ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額 （ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額

律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 低 炭 素 建 築 物 新 律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 低 炭 素 建 築 物 新

五 十 三 条 第 一 項 の 築 等 計 画 の 認 定 の 五 十 三 条 第 一 項 の 築 等 計 画 の 認 定 の

規 定 に 基 づ く 低 炭 申 請 に 対 す る 審 査 規 定 に 基 づ く 低 炭 申 請 に 対 す る 審 査

素 建 築 物 新 築 等 計 次 に 掲 げ る 場 合 素 建 築 物 新 築 等 計 次 に 掲 げ る 場 合

画 の 認 定 の 申 請 に の 区 分 に 応 じ 、 そ 画 の 認 定 の 申 請 に の 区 分 に 応 じ 、 そ

対 す る 審 査 れ ぞ れ 次 に 定 め る 対 す る 審 査 れ ぞ れ 次 に 定 め る

金 額 金 額

イ 当 該 低 炭 素 建 イ 当 該 低 炭 素 建

築 物 新 築 等 計 画 築 物 新 築 等 計 画

が 都 市 の 低 炭 素 が 都 市 の 低 炭 素

化 の 促 進 に 関 す 化 の 促 進 に 関 す

る 法 律 第 五 十 四 る 法 律 第 五 十 四

条 第 一 項 第 一 号 条 第 一 項 第 一 号

に 掲 げ る 基 準 に 掲 げ る 基 準

（ 以 下 こ の 項 に （ 以 下 こ の 項 に

お い て 「 低 炭 素 お い て 「 低 炭 素

建 築 物 誘 導 基 建 築 物 誘 導 基

準 」 と い う 。 ） 準 」 と い う 。 ）

に 適 合 し て い る に 適 合 し て い る

旨 を 証 す る 書 類 旨 を 証 す る 書 類

（ 住 宅 の 品 質 確 （ 住 宅 の 品 質 確

保 の 促 進 等 に 関 保 の 促 進 等 に 関

す る 法 律 （ 平 成 す る 法 律 （ 平 成

十 一 年 法 律 第 八 十 一 年 法 律 第 八

十 一 号 ） 第 五 条 十 一 号 ） 第 五 条

第 一 項 に 規 定 す 第 一 項 に 規 定 す

る 登 録 住 宅 性 能 る 登 録 住 宅 性 能

評 価 機 関 又 は 建 評 価 機 関 又 は 建

築 物 の エ ネ ル 築 物 の エ ネ ル

ギ ー 消 費 性 能 の ギ ー 消 費 性 能 の

三 百 七 十 ～ 三 百 七 十 二 略 三 百 七 十 ～ 三 百 七 十 二 略

三 百 七 十 三 家 畜 伝 １ 牛 の 結 核 病 検 査 三 百 七 十 三 家 畜 伝 １ 牛 の 結 核 病 検 査

染 病 予 防 法 （ 昭 和 一 頭 に つ き 六 百 染 病 予 防 法 （ 昭 和 一 頭 に つ き 三 百

二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 円 二 十 六 年 法 律 第 百 十 円

六 十 六 号 ） 第 四 条 ２ 牛 の ブ ル セ ラ 病 六 十 六 号 ） 第 四 条 ２ 牛 の ブ ル セ ラ 病

の 二 第 五 項 、 第 五 検 査 一 頭 に つ き の 二 第 五 項 、 第 五 検 査 一 頭 に つ き

条 第 一 項 又 は 第 三 五 百 七 十 円 条 第 一 項 又 は 第 三 三 百 十 円

十 一 条 第 一 項 の 規 ３ 牛 の ヨ ー ネ 病 検 十 一 条 第 一 項 の 規 ３ 牛 の ヨ ー ネ 病 検

定 に 基 づ く 家 畜 又 査 一 頭 に つ き 六 定 に 基 づ く 家 畜 又 査 一 頭 に つ き 六

は そ の 死 体 の 検 査 百 七 十 円 は そ の 死 体 の 検 査 百 円

（ 同 法 第 五 条 第 一 ４ ～ 略 （ 同 法 第 五 条 第 一 ４ ～ 略11 11

項 の 規 定 に 基 づ く 項 の 規 定 に 基 づ く

家 畜 又 は そ の 死 体 家 畜 又 は そ の 死 体

の 検 査 に あ つ て の 検 査 に あ つ て

は 、 監 視 伝 染 病 の は 、 監 視 伝 染 病 の

発 生 を 予 防 す る た 発 生 を 予 防 す る た

め の も の に 限 め の も の に 限

る 。 ） る 。 ）

三 百 七 十 四 削 除 三 百 七 十 四 家 畜 伝 一 頭 に つ き 六 百 七 十

染 病 予 防 法 第 六 条 円

第 一 項 又 は 第 三 十

一 条 第 一 項 の 規 定

に 基 づ く 家 畜 に 対

す る 投 薬

三 百 七 十 五 家 畜 伝 三 百 七 十 五 家 畜 伝 １ 牛 の 流 行 性 感 冒

染 病 予 防 法 第 六 条 染 病 予 防 法 第 六 条 予 防 注 射 一 頭 当

第 一 項 又 は 第 三 十 第 一 項 又 は 第 三 十 た り 一 回 に つ き イ

一 条 第 一 項 の 規 定 一 条 第 一 項 の 規 定 バ ラ キ 病 に あ つ て

に 基 づ く 家 畜 の 注 に 基 づ く 家 畜 の 注 は 四 百 八 十 円 、 牛

射 射 流 行 熱 に あ つ て は

六 百 円

１ 豚 熱 予 防 注 射 ２ 豚 コ レ ラ 予 防 注

一 頭 当 た り 一 射 一 頭 当 た り 一

回 に つ き 三 百 四 十 回 に つ き 三 百 十 円

円

３ 豚 丹 毒 予 防 注 射

一 頭 当 た り 一 回

に つ き 三 百 十 円

４ 鶏 の ニ ュ ー カ ツ

ス ル 病 予 防 注 射

一 羽 当 た り 一 回 に

つ き 三 十 円

５ 炭 疽 予 防 注 射

そ

一 頭 当 た り 一 回 に

つ き 三 百 十 円

６ 家 畜 免 疫 血 清 注

射 一 頭 当 た り 一

回 に つ き 千 百 円



（16） 栃 木 県 公 報 号外第15号令和２（2020）年３月25日　水曜日

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

２ そ の 他 の 生 物 学 ７ そ の 他 の 生 物 学

的 製 剤 を 使 用 し て 的 製 剤 を 使 用 し て

行 う 注 射 一 頭 当 行 う 注 射 一 頭 当

た り 一 回 に つ き 二 た り 一 回 に つ き 六

千 二 百 円 百 五 十 円

三 百 七 十 六 略 三 百 七 十 六 略

三 百 七 十 七 栃 木 県 １ 略 三 百 七 十 七 栃 木 県 １ 略

家 畜 保 健 衛 生 所 が 家 畜 保 健 衛 生 所 が ２ 薬 治 千 二 百 三

依 頼 に 基 づ き 実 施 依 頼 に 基 づ き 実 施 十 円 以 内

す る 診 察 等 す る 診 察 等 ３ 注 射 七 百 九 十

円 以 内

２ ・ ３ 略 ４ ・ ５ 略

三 百 七 十 八 ～ 四 百 六 十 四 の 四 略 三 百 七 十 八 ～ 四 百 六 十 四 の 四 略

四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 五 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 次 に 定 め る 金 額 を 合

（ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額 （ 平 成 二 十 四 年 法 算 し た 金 額

律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 低 炭 素 建 築 物 新 律 第 八 十 四 号 ） 第 １ 低 炭 素 建 築 物 新

五 十 三 条 第 一 項 の 築 等 計 画 の 認 定 の 五 十 三 条 第 一 項 の 築 等 計 画 の 認 定 の

規 定 に 基 づ く 低 炭 申 請 に 対 す る 審 査 規 定 に 基 づ く 低 炭 申 請 に 対 す る 審 査

素 建 築 物 新 築 等 計 次 に 掲 げ る 場 合 素 建 築 物 新 築 等 計 次 に 掲 げ る 場 合

画 の 認 定 の 申 請 に の 区 分 に 応 じ 、 そ 画 の 認 定 の 申 請 に の 区 分 に 応 じ 、 そ

対 す る 審 査 れ ぞ れ 次 に 定 め る 対 す る 審 査 れ ぞ れ 次 に 定 め る

金 額 金 額

イ 当 該 低 炭 素 建 イ 当 該 低 炭 素 建

築 物 新 築 等 計 画 築 物 新 築 等 計 画

が 都 市 の 低 炭 素 が 都 市 の 低 炭 素

化 の 促 進 に 関 す 化 の 促 進 に 関 す

る 法 律 第 五 十 四 る 法 律 第 五 十 四

条 第 一 項 第 一 号 条 第 一 項 第 一 号

に 掲 げ る 基 準 に 掲 げ る 基 準

（ 以 下 こ の 項 に （ 以 下 こ の 項 に

お い て 「 低 炭 素 お い て 「 低 炭 素

建 築 物 誘 導 基 建 築 物 誘 導 基

準 」 と い う 。 ） 準 」 と い う 。 ）

に 適 合 し て い る に 適 合 し て い る

旨 を 証 す る 書 類 旨 を 証 す る 書 類

（ 住 宅 の 品 質 確 （ 住 宅 の 品 質 確

保 の 促 進 等 に 関 保 の 促 進 等 に 関

す る 法 律 （ 平 成 す る 法 律 （ 平 成

十 一 年 法 律 第 八 十 一 年 法 律 第 八

十 一 号 ） 第 五 条 十 一 号 ） 第 五 条

第 一 項 に 規 定 す 第 一 項 に 規 定 す

る 登 録 住 宅 性 能 る 登 録 住 宅 性 能

評 価 機 関 又 は 建 評 価 機 関 又 は 建

築 物 の エ ネ ル 築 物 の エ ネ ル

ギ ー 消 費 性 能 の ギ ー 消 費 性 能 の
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を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 を 用

い る 場 合 に あ

つ て は 、 に(
ⅱ

)

掲 げ る 金 額 を

除 く 。 ） を 合 を 合

算 し た 金 額 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

２ 略 ２ 略

四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合

五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額 五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額

規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 低 炭 素 建 築 物 新 規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 低 炭 素 建 築 物 新

素 建 築 物 新 築 等 計 築 等 計 画 （ 以 下 こ 素 建 築 物 新 築 等 計 築 等 計 画 （ 以 下 こ

画 の 変 更 の 認 定 の の 項 （ ２ を 除 画 の 変 更 の 認 定 の の 項 （ ２ を 除

申 請 に 対 す る 審 査 く 。 ） に お い て 申 請 に 対 す る 審 査 く 。 ） に お い て

「 計 画 」 と い 「 計 画 」 と い

う 。 ） の 変 更 の 認 う 。 ） の 変 更 の 認

定 の 申 請 に 対 す る 定 の 申 請 に 対 す る

審 査 次 に 掲 げ る 審 査 次 に 掲 げ る

場 合 の 区 分 に 応 場 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 に じ 、 そ れ ぞ れ 次 に

定 め る 金 額 定 め る 金 額

イ 当 該 計 画 の 変 イ 当 該 計 画 の 変

更 が 都 市 の 低 炭 更 が 都 市 の 低 炭

素 化 の 促 進 に 関 素 化 の 促 進 に 関

す る 法 律 第 五 十 す る 法 律 第 五 十

五 条 第 二 項 に お 五 条 第 二 項 に お

い て 準 用 す る 同 い て 準 用 す る 同

法 第 五 十 四 条 第 法 第 五 十 四 条 第

一 項 第 一 号 に 掲 一 項 第 一 号 に 掲

げ る 基 準 に 適 合 げ る 基 準 に 適 合

し て い る 旨 を 証 し て い る 旨 を 証

す る 書 類 の 添 付 す る 書 類 の 添 付

が あ つ た 場 合 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請
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額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 を 用

い る 場 合 に あ

つ て は 、 に(
ⅱ

)

掲 げ る 金 額 を

除 く 。 ） を 合 を 合

算 し た 金 額 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 を 用

い る 場 合 に あ

つ て は 、 に(
ⅱ

)

掲 げ る 金 額 を

除 く 。 ） を 合 を 合

算 し た 金 額 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅴ

)

(
ⅰ

)

(
ⅴ

)

２ 略 ２ 略

四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略 四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略

四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合

上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額 上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額

二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル 二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル

規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上 規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上

物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請

性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査 一 性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査 一

定 の 申 請 に 対 す る の 建 築 物 ご と に 次 定 の 申 請 に 対 す る の 建 築 物 ご と に 次

審 査 に 掲 げ る 場 合 の 区 審 査 に 掲 げ る 場 合 の 区

分 に 応 じ 、 そ れ ぞ 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ 次 に 定 め る 金 額 れ 次 に 定 め る 金 額

を 算 出 し て 得 た 金 を 算 出 し て 得 た 金

額 を 合 算 し た 金 額 額 を 合 算 し た 金 額

イ 当 該 建 築 物 エ イ 当 該 建 築 物 エ

ネ ル ギ ー 消 費 性 ネ ル ギ ー 消 費 性

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 を 用

い る 場 合 に あ

つ て は 、 に(
ⅱ

)

掲 げ る 金 額 を

除 く 。 ） を 合 を 合

算 し た 金 額 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

２ 略 ２ 略

四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 六 都 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 市 の 低 炭 素 化 の 促 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合 進 に 関 す る 法 律 第 次 に 定 め る 金 額 を 合

五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額 五 十 五 条 第 一 項 の 算 し た 金 額

規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 低 炭 素 建 築 物 新 規 定 に 基 づ く 低 炭 １ 低 炭 素 建 築 物 新

素 建 築 物 新 築 等 計 築 等 計 画 （ 以 下 こ 素 建 築 物 新 築 等 計 築 等 計 画 （ 以 下 こ

画 の 変 更 の 認 定 の の 項 （ ２ を 除 画 の 変 更 の 認 定 の の 項 （ ２ を 除

申 請 に 対 す る 審 査 く 。 ） に お い て 申 請 に 対 す る 審 査 く 。 ） に お い て

「 計 画 」 と い 「 計 画 」 と い

う 。 ） の 変 更 の 認 う 。 ） の 変 更 の 認

定 の 申 請 に 対 す る 定 の 申 請 に 対 す る

審 査 次 に 掲 げ る 審 査 次 に 掲 げ る

場 合 の 区 分 に 応 場 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 に じ 、 そ れ ぞ れ 次 に

定 め る 金 額 定 め る 金 額

イ 当 該 計 画 の 変 イ 当 該 計 画 の 変

更 が 都 市 の 低 炭 更 が 都 市 の 低 炭

素 化 の 促 進 に 関 素 化 の 促 進 に 関

す る 法 律 第 五 十 す る 法 律 第 五 十

五 条 第 二 項 に お 五 条 第 二 項 に お

い て 準 用 す る 同 い て 準 用 す る 同

法 第 五 十 四 条 第 法 第 五 十 四 条 第

一 項 第 一 号 に 掲 一 項 第 一 号 に 掲

げ る 基 準 に 適 合 げ る 基 準 に 適 合

し て い る 旨 を 証 し て い る 旨 を 証

す る 書 類 の 添 付 す る 書 類 の 添 付

が あ つ た 場 合 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請



（19）栃 木 県 公 報 号外第15号令和２（2020）年３月25日　水曜日

能 向 上 計 画 が 建 能 向 上 計 画 が 建

築 物 の エ ネ ル 築 物 の エ ネ ル

ギ ー 消 費 性 能 の ギ ー 消 費 性 能 の

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 第 三 十 条 第 一 律 第 三 十 条 第 一

項 第 一 号 に 掲 げ 項 第 一 号 に 掲 げ

る 基 準 （ 以 下 こ る 基 準 （ 以 下 こ

の 項 及 び 次 項 に の 項 及 び 次 項 に

お い て 「 建 築 物 お い て 「 建 築 物

エ ネ ル ギ ー 消 費 エ ネ ル ギ ー 消 費

性 能 誘 導 基 準 」 性 能 誘 導 基 準 」

と い う 。 ） に 適 と い う 。 ） に 適

合 し て い る 旨 を 合 し て い る 旨 を

証 す る 書 類 （ 住 証 す る 書 類 （ 住

宅 の 品 質 確 保 の 宅 の 品 質 確 保 の

促 進 等 に 関 す る 促 進 等 に 関 す る

法 律 第 五 条 第 一 法 律 第 五 条 第 一

項 に 規 定 す る 登 項 に 規 定 す る 登

録 住 宅 性 能 評 価 録 住 宅 性 能 評 価

機 関 又 は 建 築 物 機 関 又 は 建 築 物

の エ ネ ル ギ ー 消 の エ ネ ル ギ ー 消

費 性 能 の 向 上 に 費 性 能 の 向 上 に

関 す る 法 律 第 十 関 す る 法 律 第 十

五 条 第 一 項 に 規 五 条 第 一 項 に 規

定 す る 登 録 建 築 定 す る 登 録 建 築

物 エ ネ ル ギ ー 消 物 エ ネ ル ギ ー 消

費 性 能 判 定 機 関 費 性 能 判 定 機 関

が 交 付 し た も の が 交 付 し た も の

に 限 る 。 次 項 に に 限 る 。 次 項 に

お い て 同 じ 。 ） お い て 同 じ 。 ）

の 添 付 が あ つ た の 添 付 が あ つ た

場 合 次 に 掲 げ 場 合 次 に 掲 げ

る 申 請 の 区 分 に る 申 請 の 区 分 に

応 じ 、 そ れ ぞ れ 応 じ 、 そ れ ぞ れ

次 に 定 め る 金 額 次 に 定 め る 金 額

⑴ 略 ⑴ 略

⑵ 共 同 住 宅 等 ⑵ 共 同 住 宅 等

に 係 る 申 請 に 係 る 申 請

次 に 掲 げ る 場 次 に 掲 げ る 場

合 の 区 分 に 応 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ じ 、 そ れ ぞ れ

次 に 定 め る 金 次 に 定 め る 金

額 額

床 面 積 床 面 積(
ⅰ

)

(
ⅰ

)

（ 共 用 部 分

を 計 算 し な

い 評 価 方 法

（ 建 築 物 エ

ネ ル ギ ー 消

費 性 能 誘 導

基 準 で あ つ

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 を 用

い る 場 合 に あ

つ て は 、 に(
ⅱ

)

掲 げ る 金 額 を

除 く 。 ） を 合 を 合

算 し た 金 額 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

(
ⅰ

)

(
ⅳ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 を 用

い る 場 合 に あ

つ て は 、 に(
ⅱ

)

掲 げ る 金 額 を

除 く 。 ） を 合 を 合

算 し た 金 額 算 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅴ

)

(
ⅰ

)

(
ⅴ

)

２ 略 ２ 略

四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略 四 百 六 十 四 の 七 ～ 四 百 六 十 四 の 十 二 略

四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区 四 百 六 十 四 の 十 三 次 に 掲 げ る 審 査 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 を 合

上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額 上 に 関 す る 法 律 第 算 し た 金 額

二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル 二 十 九 条 第 一 項 の １ 建 築 物 エ ネ ル

規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上 規 定 に 基 づ く 建 築 ギ ー 消 費 性 能 向 上

物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 計 画 の 認 定 の 申 請

性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査 一 性 能 向 上 計 画 の 認 に 対 す る 審 査 一
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て 、 知 事 が

指 定 す る も

の を い

う 。 ） を 用

い る 場 合 に

あ つ て は 、

共 用 部 分 の

床 面 積 を 控

除 し た 面

積 。 か ら(
ⅱ

)
ま で 及 び(
ⅳ

)
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ⅱ
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ⅱ
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証 す る 書 類 （ 住 証 す る 書 類 （ 住
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関 す る 法 律 第 十 関 す る 法 律 第 十
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⑴ 略 ⑴ 略

⑵ 共 同 住 宅 等 ⑵ 共 同 住 宅 等

に 係 る 申 請 に 係 る 申 請

次 に 掲 げ る 場 次 に 掲 げ る 場

合 の 区 分 に 応 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ じ 、 そ れ ぞ れ

次 に 定 め る 金 次 に 定 め る 金

額 額

床 面 積 床 面 積(
ⅰ

)

(
ⅰ

)

（ 共 用 部 分

を 計 算 し な

い 評 価 方 法

（ 建 築 物 エ

ネ ル ギ ー 消

費 性 能 誘 導

基 準 で あ つ

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る
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し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申
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⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略
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全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申
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に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請
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の 区 分 に 応 じ 、 そ の 区 分 に 応 じ 、 そ

れ ぞ れ 次 に 定 め る れ ぞ れ 次 に 定 め る

金 額 金 額

イ 略 イ 略

ロ 共 同 住 宅 等 に ロ 共 同 住 宅 等 に

係 る 申 請 次 に 係 る 申 請 次 に

掲 げ る 場 合 の 区 掲 げ る 場 合 の 区

分 に 応 じ 、 そ れ 分 に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め る ぞ れ 次 に 定 め る

金 額 金 額

⑴ 床 面 積 （ 共 ⑴ 床 面 積

用 部 分 を 計 算
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法 （ 建 築 物 エ

ネ ル ギ ー 消 費

性 能 基 準 で あ

つ て 、 知 事 が

指 定 す る も の

を い う 。 ） を

用 い る 場 合 に

あ つ て は 、 共

用 部 分 の 床 面

積 を 控 除 し た

面 積 。 ⑵ か ら

⑷ ま で 及 び ハ

の ⑵ 並 び に ２

の ニ か ら ヘ ま

で 及 び ト の ⑷

か ら ⑹ ま で に

お い て 同

じ 。 ） の 合 計 の 合 計

が 三 百 平 方 が 三 百 平 方
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円 円

⑵ ～ ⑷ 略 ⑵ ～ ⑷ 略
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に ロ の ⑵ 及

び ⑶ の に(
ⅱ
)

お い て 同

じ 。 ） の 合 の 合

計 が 三 百 平 計 が 三 百 平
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未 満 の 場 合 未 満 の 場 合

九 千 円 九 千 円

～ 略 ～ 略(
ⅱ

)

(
ⅳ

)

(
ⅱ

)

(
ⅳ

)

⑶ 略 ⑶ 略

ロ 略 ロ 略

２ 略 ２ 略

四 百 六 十 四 の 十 四 略 四 百 六 十 四 の 十 四 略

四 百 六 十 四 の 十 五 次 に 掲 げ る 場 合 の 区 四 百 六 十 四 の 十 五 次 に 掲 げ る 場 合 の 区

建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 建 築 物 の エ ネ ル 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額 ギ ー 消 費 性 能 の 向 次 に 定 め る 金 額

上 に 関 す る 法 律 第 １ 当 該 建 築 物 の エ 上 に 関 す る 法 律 第 １ 当 該 建 築 物 の エ

三 十 六 条 第 一 項 の ネ ル ギ ー 消 費 性 能 三 十 六 条 第 一 項 の ネ ル ギ ー 消 費 性 能

規 定 に 基 づ く 建 築 が 建 築 物 エ ネ ル 規 定 に 基 づ く 建 築 が 建 築 物 エ ネ ル

物 の エ ネ ル ギ ー 消 ギ ー 消 費 性 能 基 準 物 の エ ネ ル ギ ー 消 ギ ー 消 費 性 能 基 準

費 性 能 に 係 る 認 定 に 適 合 し て い る 旨 費 性 能 に 係 る 認 定 に 適 合 し て い る 旨

の 申 請 に 対 す る 審 を 証 す る 書 類 （ 住 の 申 請 に 対 す る 審 を 証 す る 書 類 （ 住

査 宅 の 品 質 確 保 の 促 査 宅 の 品 質 確 保 の 促

進 等 に 関 す る 法 律 進 等 に 関 す る 法 律

第 五 条 第 一 項 に 規 第 五 条 第 一 項 に 規

定 す る 登 録 住 宅 性 定 す る 登 録 住 宅 性

能 評 価 機 関 又 は 建 能 評 価 機 関 又 は 建

築 物 の エ ネ ル ギ ー 築 物 の エ ネ ル ギ ー

消 費 性 能 の 向 上 に 消 費 性 能 の 向 上 に

関 す る 法 律 第 十 五 関 す る 法 律 第 十 五

条 第 一 項 に 規 定 す 条 第 一 項 に 規 定 す

る 登 録 建 築 物 エ ネ る 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 判 ル ギ ー 消 費 性 能 判

定 機 関 が 交 付 し た 定 機 関 が 交 付 し た

も の に 限 る 。 ） の も の に 限 る 。 ） の

添 付 が あ つ た 場 合 添 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請
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い る も の に 限

る 。 ） に 係 る 申

請 次 に 掲 げ る

場 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額

⑴ 床 面 積 の 合

計 が 二 百 平 方

メ ー ト ル 未 満

の 場 合 一 万

六 千 円

⑵ 床 面 積 の 合

計 が 二 百 平 方

メ ー ト ル 以 上

の 場 合 一 万

七 千 円

ロ ・ ハ 略 イ ・ ロ 略

ニ 共 同 住 宅 等

（ フ ロ ア 入 力 法

（ 建 築 物 エ ネ ル

ギ ー 消 費 性 能 基

準 で あ つ て 、 知

事 が 指 定 す る も

の を い う 。 以 下

こ の 項 に お い て

同 じ 。 ） を 用 い

る も の に 限

る 。 ） に 係 る 申

請 次 に 掲 げ る

場 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額

⑴ 床 面 積 の 合

計 が 三 百 平 方

メ ー ト ル 未 満

の 場 合 三 万

円
⑵ 床 面 積 の 合

計 が 三 百 平 方

メ ー ト ル 以 上

二 千 平 方 メ ー

ト ル 未 満 の 場

合 五 万 二 千

円
⑶ 床 面 積 の 合

計 が 二 千 平 方

メ ー ト ル 以 上

五 千 平 方 メ ー

ト ル 未 満 の 場

合 九 万 五 千

円

の 区 分 に 応 じ 、 そ の 区 分 に 応 じ 、 そ

れ ぞ れ 次 に 定 め る れ ぞ れ 次 に 定 め る

金 額 金 額

イ 略 イ 略

ロ 共 同 住 宅 等 に ロ 共 同 住 宅 等 に

係 る 申 請 次 に 係 る 申 請 次 に

掲 げ る 場 合 の 区 掲 げ る 場 合 の 区

分 に 応 じ 、 そ れ 分 に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め る ぞ れ 次 に 定 め る

金 額 金 額

⑴ 床 面 積 （ 共 ⑴ 床 面 積

用 部 分 を 計 算

し な い 評 価 方

法 （ 建 築 物 エ

ネ ル ギ ー 消 費

性 能 基 準 で あ

つ て 、 知 事 が

指 定 す る も の

を い う 。 ） を

用 い る 場 合 に

あ つ て は 、 共

用 部 分 の 床 面

積 を 控 除 し た

面 積 。 ⑵ か ら

⑷ ま で 及 び ハ

の ⑵ 並 び に ２

の ニ か ら ヘ ま

で 及 び ト の ⑷

か ら ⑹ ま で に

お い て 同

じ 。 ） の 合 計 の 合 計

が 三 百 平 方 が 三 百 平 方

メ ー ト ル 未 満 メ ー ト ル 未 満

の 場 合 九 千 の 場 合 九 千

円 円

⑵ ～ ⑷ 略 ⑵ ～ ⑷ 略

ハ 略 ハ 略

２ １ に 掲 げ る 場 合 ２ １ に 掲 げ る 場 合

以 外 の 場 合 次 に 以 外 の 場 合 次 に

掲 げ る 申 請 の 区 分 掲 げ る 申 請 の 区 分

に 応 じ 、 そ れ ぞ れ に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

次 に 定 め る 金 額 次 に 定 め る 金 額

イ 一 戸 建 て の 住

宅 （ モ デ ル 住 宅

法 （ 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能

基 準 で あ つ て 、

知 事 が 指 定 す る

も の を い う 。 以

下 こ の 項 に お い

て 同 じ 。 ） を 用
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⑷ 床 面 積 の 合

計 が 五 千 平 方

メ ー ト ル 以 上

の 場 合 十 四

万 円

ホ ・ ヘ 略 ハ ・ ニ 略

ト 一 の 建 築 物 全 ホ 一 の 建 築 物 全

体 に 係 る 申 請 体 に 係 る 申 請

（ イ か ら ヘ ま で （ イ か ら ニ ま で

に 掲 げ る 申 請 を に 掲 げ る 申 請 を

除 く 。 ） 次 に 除 く 。 ） 次 に

掲 げ る 金 額 を 合 掲 げ る 金 額 を 合

算 し た 金 額 算 し た 金 額

⑴ 住 宅 部 分

（ ⑷ か ら ⑹ ま

で に 係 る も の

を 除 き 、 モ デ

ル 住 宅 法 を 用

い る も の に 限

る 。 ） に つ い

て 、 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分

に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め

る 金 額
床 面 積 の(
ⅰ

)
合 計 が 二 百

平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場

合 一 万 六

千 円
床 面 積 の(
ⅱ

)
合 計 が 二 百

平 方 メ ー ト

ル 以 上 の 場

合 一 万 七

千 円

⑵ 住 宅 部 分 ⑴ 住 宅 部 分

（ ⑷ か ら ⑹ ま （ ⑶ 及 び ⑷

で に 係 る も の に 係 る も の

を 除 き 、 仕 様 を 除 き 、 仕 様

基 準 を 用 い る 基 準 を 用 い る

も の に 限 も の に 限

る 。 ） に つ い る 。 ） に つ い

て 、 次 に 掲 げ て 、 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 る 場 合 の 区 分

に 応 じ 、 そ れ に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め ぞ れ 次 に 定 め

る 金 額 る 金 額

・ 略 ・ 略(
ⅰ

)

(
ⅱ

)

(
ⅰ

)

(
ⅱ

)

⑶ 住 宅 部 分 ⑵ 住 宅 部 分

い る も の に 限

る 。 ） に 係 る 申

請 次 に 掲 げ る

場 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額

⑴ 床 面 積 の 合

計 が 二 百 平 方

メ ー ト ル 未 満

の 場 合 一 万

六 千 円

⑵ 床 面 積 の 合

計 が 二 百 平 方

メ ー ト ル 以 上

の 場 合 一 万

七 千 円

ロ ・ ハ 略 イ ・ ロ 略

ニ 共 同 住 宅 等

（ フ ロ ア 入 力 法

（ 建 築 物 エ ネ ル

ギ ー 消 費 性 能 基

準 で あ つ て 、 知

事 が 指 定 す る も

の を い う 。 以 下

こ の 項 に お い て

同 じ 。 ） を 用 い

る も の に 限

る 。 ） に 係 る 申

請 次 に 掲 げ る

場 合 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額

⑴ 床 面 積 の 合

計 が 三 百 平 方

メ ー ト ル 未 満

の 場 合 三 万

円
⑵ 床 面 積 の 合

計 が 三 百 平 方

メ ー ト ル 以 上

二 千 平 方 メ ー

ト ル 未 満 の 場

合 五 万 二 千

円
⑶ 床 面 積 の 合

計 が 二 千 平 方

メ ー ト ル 以 上

五 千 平 方 メ ー

ト ル 未 満 の 場

合 九 万 五 千

円
（ ⑷ か ら ⑹ ま （ ⑶ 及 び ⑷

で に 係 る も の に 係 る も の

を 除 き 、 性 能 を 除 き 、 性 能

基 準 を 用 い る 基 準 を 用 い る

も の に 限 も の に 限

る 。 ） に つ い る 。 ） に つ い

て 、 次 に 掲 げ て 、 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 る 場 合 の 区 分

に 応 じ 、 そ れ に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め ぞ れ 次 に 定 め

る 金 額 る 金 額

・ 略 ・ 略(
ⅰ

)

(
ⅱ

)

(
ⅰ

)

(
ⅱ

)

⑷ 共 同 住 宅 等

の 部 分 （ フ ロ

ア 入 力 法 を 用

い る も の に 限

る 。 ） に つ い

て 、 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分

に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め

る 金 額
床 面 積 の(
ⅰ

)
合 計 が 三 百

平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場

合 三 万 円

床 面 積 の(
ⅱ

)
合 計 が 三 百

平 方 メ ー ト

ル 以 上 二 千

平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場

合 五 万 二

千 円
床 面 積 の(
ⅲ

)
合 計 が 二 千

平 方 メ ー ト

ル 以 上 五 千

平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場

合 九 万 五

千 円
床 面 積 の(
ⅳ

)
合 計 が 五 千

平 方 メ ー ト

ル 以 上 の 場

合 十 四 万

円

⑸ ～ ⑺ 略 ⑶ ～ ⑸ 略

⑻ 非 住 宅 部 分 ⑹ 非 住 宅 部 分

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請



（24） 栃 木 県 公 報 号外第15号令和２（2020）年３月25日　水曜日

（ 標 準 入 力 （ 標 準 入 力

法 ・ 主 要 室 入 法 ・ 主 要 室 入

力 法 を 用 い る 力 法 を 用 い る

も の に 限 も の に 限

る 。 ） に つ い る 。 ） に つ い

て 、 次 に 掲 げ て 、 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 る 場 合 の 区 分

に 応 じ 、 そ れ に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め ぞ れ 次 に 定 め

る 金 額 る 金 額

床 面 積 の 床 面 積 の(
ⅰ

)

(
ⅰ

)

合 計 が 三 百 合 計 が 三 百

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場 ル 未 満 の 場

合 二 十 三 合 二 十 二

万 三 千 百 円 万 九 千 八 十

円

床 面 積 の 床 面 積 の(
ⅱ

)

(
ⅱ

)

合 計 が 三 百 合 計 が 三 百

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 以 上 二 千 ル 以 上 二 千

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場 ル 未 満 の 場

合 三 十 七 合 三 十 六

万 三 千 四 百 万 七 千 百 二

円 十 円

床 面 積 の 床 面 積 の(
ⅲ

)

(
ⅲ

)

合 計 が 二 千 合 計 が 二 千

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 以 上 五 千 ル 以 上 五 千

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場 ル 未 満 の 場

合 五 十 二 合 五 十 一

万 八 千 円 万 九 千 八 百

円

床 面 積 の 床 面 積 の(
ⅳ

)

(
ⅳ

)

合 計 が 五 千 合 計 が 五 千

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 以 上 一 万 ル 以 上 一 万

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場 ル 未 満 の 場

合 六 十 四 合 六 十 三

万 二 百 円 万 六 百 二 十

円

床 面 積 の 床 面 積 の(ⅴ
)

(ⅴ
)

合 計 が 一 万 合 計 が 一 万

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 以 上 二 万 ル 以 上 二 万

五 千 平 方 五 千 平 方

メ ー ト ル 未 メ ー ト ル 未

満 の 場 合 満 の 場 合

（ ⑷ か ら ⑹ ま （ ⑶ 及 び ⑷

で に 係 る も の に 係 る も の

を 除 き 、 性 能 を 除 き 、 性 能

基 準 を 用 い る 基 準 を 用 い る

も の に 限 も の に 限

る 。 ） に つ い る 。 ） に つ い

て 、 次 に 掲 げ て 、 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 る 場 合 の 区 分

に 応 じ 、 そ れ に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め ぞ れ 次 に 定 め

る 金 額 る 金 額

・ 略 ・ 略(
ⅰ

)

(
ⅱ

)

(
ⅰ

)

(
ⅱ

)

⑷ 共 同 住 宅 等

の 部 分 （ フ ロ

ア 入 力 法 を 用

い る も の に 限

る 。 ） に つ い

て 、 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分

に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め

る 金 額
床 面 積 の(
ⅰ

)
合 計 が 三 百

平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場

合 三 万 円

床 面 積 の(
ⅱ

)
合 計 が 三 百

平 方 メ ー ト

ル 以 上 二 千

平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場

合 五 万 二

千 円
床 面 積 の(
ⅲ

)
合 計 が 二 千

平 方 メ ー ト

ル 以 上 五 千

平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場

合 九 万 五

千 円
床 面 積 の(
ⅳ

)
合 計 が 五 千

平 方 メ ー ト

ル 以 上 の 場

合 十 四 万

円

⑸ ～ ⑺ 略 ⑶ ～ ⑸ 略

⑻ 非 住 宅 部 分 ⑹ 非 住 宅 部 分

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三

号 ） 第 十 五 条 第 号 ） 第 十 五 条 第

一 項 に 規 定 す る 一 項 に 規 定 す る

登 録 建 築 物 エ ネ 登 録 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 ル ギ ー 消 費 性 能

判 定 機 関 が 交 付 判 定 機 関 が 交 付

し た も の に 限 し た も の に 限

る 。 次 項 に お い る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） の 添 て 同 じ 。 ） の 添

付 が あ つ た 場 合 付 が あ つ た 場 合

次 に 掲 げ る 申 次 に 掲 げ る 申

請 の 区 分 に 応 請 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 じ 、 そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 金 額 に 定 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

を 除 く 。 ） を 除 く 。 ）

次 に 掲 げ る 金 次 に 掲 げ る 金

額 （ 共 用 部 分 額

を 計 算 し な い

評 価 方 法 （ 低

炭 素 建 築 物 誘

導 基 準 で あ つ

て 、 知 事 が 指

定 す る も の を

い う 。 以 下 こ

の 項 及 び 次 項

に お い て 同

じ 。 ） を 用 い

る 場 合 に あ つ

て は 、 に 掲(
ⅱ

)

げ る 金 額 を 除

く 。 ） を 合 算 を 合 算

し た 金 額 し た 金 額

～ 略 ～ 略(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

(
ⅰ

)

(
ⅲ

)

ロ イ に 掲 げ る 場 ロ イ に 掲 げ る 場

合 以 外 の 場 合 合 以 外 の 場 合

次 に 掲 げ る 申 請 次 に 掲 げ る 申 請

の 区 分 に 応 じ 、 の 区 分 に 応 じ 、

そ れ ぞ れ 次 に 定 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 金 額 め る 金 額

⑴ ・ ⑵ 略 ⑴ ・ ⑵ 略

⑶ 一 の 建 築 物 ⑶ 一 の 建 築 物

全 体 に 係 る 申 全 体 に 係 る 申

請 （ ⑴ 及 び ⑵ 請 （ ⑴ 及 び ⑵

に 掲 げ る 申 請 に 掲 げ る 申 請

向 上 に 関 す る 法 向 上 に 関 す る 法

律 （ 平 成 二 十 七 律 （ 平 成 二 十 七

年 法 律 第 五 十 三 年 法 律 第 五 十 三
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合 計 が 二 万 合 計 が 二 万

五 千 平 方 五 千 平 方

メ ー ト ル 以 メ ー ト ル 以

上 の 場 合 上 の 場 合

八 十 六 万 三 八 十 五 万 千

千 九 百 円 五 百 二 十 円

四 百 六 十 五 ～ 五 百 十 七 略 四 百 六 十 五 ～ 五 百 十 七 略

備 考 略 備 考 略

（ 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の ７ 栃 木 県 日 光 田 母 沢 御 用 邸 記 念 公 園 の 部 ⑵ 研 修 室 の 項 ア 施 設 名 及 び 一 般 利 用 料 金 の

基 準 額 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

ア施設名及び一般利用料金の基準額

利用区分午前９時か午後零時か午後１時か

ら午前12時ら午後１時ら午後４時１日

施設名 までまでまで

研 修 室 １1,250円500円1,250円2,500円

研 修 室 ２1,250円500円1,250円2,500円

研 修 室 ３930円370円930円1,860円

研 修 室 ４2,200円880円2,200円4,400円

研 修 室 ５1,880円750円1,880円3,760円

研 修 室 ６1,880円750円1,880円3,760円

研 修 室 ７1,880円750円1,880円3,760円

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別表第１（第７条関係） 別表第１（第７条関係）

１６略 １６略～ ～

７栃木県日光田母沢御用邸記念公園 ７栃木県日光田母沢御用邸記念公園

⑴略 ⑴略

⑵研修室 ⑵研修室

ア・イ略 ア・イ略

備考 備考利用区分は次のとおりとする、 。

（ 標 準 入 力 （ 標 準 入 力

法 ・ 主 要 室 入 法 ・ 主 要 室 入

力 法 を 用 い る 力 法 を 用 い る

も の に 限 も の に 限

る 。 ） に つ い る 。 ） に つ い

て 、 次 に 掲 げ て 、 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 る 場 合 の 区 分

に 応 じ 、 そ れ に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 次 に 定 め ぞ れ 次 に 定 め

る 金 額 る 金 額

床 面 積 の 床 面 積 の(
ⅰ

)

(
ⅰ

)

合 計 が 三 百 合 計 が 三 百

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場 ル 未 満 の 場

合 二 十 三 合 二 十 二

万 三 千 百 円 万 九 千 八 十

円

床 面 積 の 床 面 積 の(
ⅱ

)

(
ⅱ

)

合 計 が 三 百 合 計 が 三 百

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 以 上 二 千 ル 以 上 二 千

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場 ル 未 満 の 場

合 三 十 七 合 三 十 六

万 三 千 四 百 万 七 千 百 二

円 十 円

床 面 積 の 床 面 積 の(
ⅲ

)

(
ⅲ

)

合 計 が 二 千 合 計 が 二 千

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 以 上 五 千 ル 以 上 五 千

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場 ル 未 満 の 場

合 五 十 二 合 五 十 一

万 八 千 円 万 九 千 八 百

円

床 面 積 の 床 面 積 の(
ⅳ

)

(
ⅳ

)

合 計 が 五 千 合 計 が 五 千

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 以 上 一 万 ル 以 上 一 万

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 未 満 の 場 ル 未 満 の 場

合 六 十 四 合 六 十 三

万 二 百 円 万 六 百 二 十

円

床 面 積 の 床 面 積 の(ⅴ
)

(ⅴ
)

合 計 が 一 万 合 計 が 一 万

平 方 メ ー ト 平 方 メ ー ト

ル 以 上 二 万 ル 以 上 二 万

五 千 平 方 五 千 平 方

メ ー ト ル 未 メ ー ト ル 未

満 の 場 合 満 の 場 合
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１１日とは午前９時から午後４時まで ⑴午前とは午前９時から午前12時ま、 、

をいう でをいう。 。

２やむを得ない理由により午前９時前又 ⑵午後とは午後１時から午後４時ま、

は午後４時後（３において「通常利用時 でをいう。

間外」という）に研修室を利用する場 ⑶１日とは午前９時から午後４時ま。 、

合の一般利用料金の基準額は利用時間 でをいう、 。

30分につき午前９時前の利用にあつて、

は午前９時から午前12時までの利用区

分午後４時後の利用にあつては午後１、

時から午後４時までの利用区分に係る利

用料金の基準額の６分の１に相当する額

にそれぞれ1.5を乗じて得た額とする。

この場合においてその額に10円未満の、

端数があるときは当該端数を切り捨て、

るものとする。

３やむを得ない理由により通常利用時間

外に研修室を利用する場合の特殊利用料

金の基準額は利用時間30分につき２、 、

の規定により得られた額に２を乗じて得

た額とする。

⑶研修ホル ⑶研修ホルー ー

ア・イ略 ア・イ略

備考

１やむを得ない理由により午前９時前又

は午後４時後（２において「通常利用時

間外」という）に研修ホルを利用す。 ー

る場合の一般利用料金の基準額はこの、

表の規定にかかわらず利用時間30分に、

つき1,560円とする、 。

２やむを得ない理由により通常利用時間

外に研修ホルを利用する場合の特殊利ー

用料金の基準額はこの表の規定にかか、

わらず利用時間30分につき3,120円、 、

とする。

⑷略 ⑷略

８・９略 ８・９略

別 表 第 一 の ８ 栃 木 県 日 光 だ い や 川 公 園 の 部 ⑵ 休 養 施 設 の 項 中 備 考 以 外 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め

る 。

⑵休養施設

施 設 名利用区分単位基準額

フリテントサイト宿泊１区画１泊2,610円ー

宿泊１区画１泊4,700円

オトキャンプサイトー

日帰り１区画１回2,610円

キャンピングカサイト宿泊１区画１泊5,750円ー

オトキャンプ場ー

七 十 五 万 四 七 十 四 万 三

千 六 百 円 千 四 百 八 十

円

床 面 積 の 床 面 積 の(
ⅵ

)

(
ⅵ

)

合 計 が 二 万 合 計 が 二 万

五 千 平 方 五 千 平 方

メ ー ト ル 以 メ ー ト ル 以

上 の 場 合 上 の 場 合

八 十 六 万 三 八 十 五 万 千

千 九 百 円 五 百 二 十 円

四 百 六 十 五 ～ 五 百 十 七 略 四 百 六 十 五 ～ 五 百 十 七 略

備 考 略 備 考 略

（ 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の ７ 栃 木 県 日 光 田 母 沢 御 用 邸 記 念 公 園 の 部 ⑵ 研 修 室 の 項 ア 施 設 名 及 び 一 般 利 用 料 金 の

基 準 額 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
ア施設名及び一般利用料金の基準額

利用区分午前９時か午後零時か午後１時か

ら午前12時ら午後１時ら午後４時１日

施設名 までまでまで

研 修 室 １1,250円500円1,250円2,500円

研 修 室 ２1,250円500円1,250円2,500円

研 修 室 ３930円370円930円1,860円

研 修 室 ４2,200円880円2,200円4,400円

研 修 室 ５1,880円750円1,880円3,760円

研 修 室 ６1,880円750円1,880円3,760円

研 修 室 ７1,880円750円1,880円3,760円

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別表第１（第７条関係） 別表第１（第７条関係）

１６略 １６略～ ～

７栃木県日光田母沢御用邸記念公園 ７栃木県日光田母沢御用邸記念公園

⑴略 ⑴略

⑵研修室 ⑵研修室

ア・イ略 ア・イ略

備考 備考利用区分は次のとおりとする、 。
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トレラハウス（５人用） 宿泊１棟１泊16,700円ー ー

トレラハウス（８人用） 宿泊１棟１泊23,400円ー ー

キャビンＡ（ ４人用） 宿泊１棟１泊19,300円

キャビンＢ（ ４人用） 宿泊１棟１泊24,500円

（ 栃 木 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 栃 木 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 古 物 営 業 法 に 関 す る 手 数 料 ） （ 古 物 営 業 法 に 関 す る 手 数 料 ）

第 三 条 県 は 、 古 物 営 業 法 （ 以 下 こ の 条 に お い 第 三 条 県 は 、 古 物 営 業 法 （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 の て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 の

上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き そ れ 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き そ れ

ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す

る 。 る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 法 第 七 条 第 五 項 の 規 定 に 略 三 法 第 七 条 第 四 項 の 規 定 に 略

基 づ く 許 可 証 の 書 換 え 基 づ く 許 可 証 の 書 換 え

四 略 四 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 中 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の

四 百 六 十 四 の 五 の 項 、 四 百 六 十 四 の 六 の 項 、 四 百 六 十 四 の 十 三 の 項 及 び 四 百 六 十 四 の 十 五 の 項 の

改 正 規 定 並 び に 附 則 第 三 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 申 請 、 依 頼 等 が な さ れ て い る 事 務 （ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 栃 木

県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 四 百 六 十 四 の 十 五 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 を 除 く 。 ） に 係 る 栃 木 県 手 数

料 条 例 に 規 定 す る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ 附 則 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 前 に 申 請 が な さ れ て い る 事 務 （ 第 一 条 の 規 定 に

よ る 改 正 前 の 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 四 百 六 十 四 の 十 五 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に 限 る 。 ）

に 係 る 栃 木 県 手 数 料 条 例 に 規 定 す る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
（ 文 書 学 事 課 ）

１１日とは午前９時から午後４時まで ⑴午前とは午前９時から午前12時ま、 、

をいう でをいう。 。

２やむを得ない理由により午前９時前又 ⑵午後とは午後１時から午後４時ま、

は午後４時後（３において「通常利用時 でをいう。

間外」という）に研修室を利用する場 ⑶１日とは午前９時から午後４時ま。 、

合の一般利用料金の基準額は利用時間 でをいう、 。

30分につき午前９時前の利用にあつて、

は午前９時から午前12時までの利用区

分午後４時後の利用にあつては午後１、

時から午後４時までの利用区分に係る利

用料金の基準額の６分の１に相当する額

にそれぞれ1.5を乗じて得た額とする。

この場合においてその額に10円未満の、

端数があるときは当該端数を切り捨て、

るものとする。

３やむを得ない理由により通常利用時間

外に研修室を利用する場合の特殊利用料

金の基準額は利用時間30分につき２、 、

の規定により得られた額に２を乗じて得

た額とする。

⑶研修ホル ⑶研修ホルー ー

ア・イ略 ア・イ略

備考

１やむを得ない理由により午前９時前又

は午後４時後（２において「通常利用時

間外」という）に研修ホルを利用す。 ー

る場合の一般利用料金の基準額はこの、

表の規定にかかわらず利用時間30分に、

つき1,560円とする、 。

２やむを得ない理由により通常利用時間

外に研修ホルを利用する場合の特殊利ー

用料金の基準額はこの表の規定にかか、

わらず利用時間30分につき3,120円、 、

とする。

⑷略 ⑷略

８・９略 ８・９略

別 表 第 一 の ８ 栃 木 県 日 光 だ い や 川 公 園 の 部 ⑵ 休 養 施 設 の 項 中 備 考 以 外 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め

る 。

⑵休養施設

施 設 名利用区分単位基準額

フリテントサイト宿泊１区画１泊2,610円ー

宿泊１区画１泊4,700円

オトキャンプサイトー

日帰り１区画１回2,610円

キャンピングカサイト宿泊１区画１泊5,750円ー

オトキャンプ場ー
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栃 木 県 条 例 第 十 二 号

栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 （ 第 二 条 関 係 ） 別 表 （ 第 二 条 関 係 ）

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略

四 太 陽 電 池 発 電 所 の 設 置 又 は 変 更 の 工 事 の

事 業

五 ～ 十 八 略 四 ～ 十 七 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 十 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

第 二 条 栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 対 象 事 業 （ 改 正 後 の 同 条 例 別 表 第 四 号 に

掲 げ る 事 業 に 該 当 す る も の に 限 る 。 ） で あ っ て 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い

う 。 ） 前 に 電 気 事 業 法 （ 昭 和 三 十 九 年 法 律 第 百 七 十 号 ） 第 四 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 が な

さ れ た も の （ 施 行 日 以 後 そ の 内 容 を 変 更 せ ず 、 又 は 事 業 規 模 を 縮 小 し 、 若 し く は 規 則 で 定 め る 変

更 の み を し て 実 施 さ れ る も の に 限 る 。 以 下 「 届 出 済 対 象 事 業 」 と い う 。 ） に つ い て は 、 栃 木 県 環

境 影 響 評 価 条 例 第 二 章 か ら 第 七 章 ま で の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

第 三 条 届 出 済 対 象 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 届 出 済 対 象 事 業

に つ い て 、 栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 第 五 条 か ら 第 三 十 二 条 ま で 又 は 第 九 条 か ら 第 三 十 二 条 ま で の

規 定 の 例 に よ る 環 境 影 響 評 価 、 事 後 調 査 そ の 他 の 手 続 を 行 う こ と が で き る 。

２ 栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 第 二 十 条 か ら 第 二 十 二 条 ま で 並 び に 第 二 十 四 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規

定 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 影 響 評 価 そ の 他 の 手 続 （ 同 条 例 第 五 条 か ら 第 十 八 条 ま で 又 は 第 九 条

か ら 第 十 八 条 ま で の 規 定 の 例 に よ る も の に 限 る 。 ） を 行 う 届 出 済 対 象 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ

の 場 合 に お い て 、 同 条 例 第 二 十 条 か ら 第 二 十 二 条 ま で 及 び 第 二 十 四 条 第 二 項 中 「 事 業 者 」 と あ る

の は 、 「 栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 二 年 栃 木 県 条 例 第 十 二 号 ） 附 則 第

三 条 第 一 項 に 規 定 す る 届 出 済 対 象 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 環 境 森 林 政 策 課 ）

トレラハウス（５人用） 宿泊１棟１泊16,700円ー ー

トレラハウス（８人用） 宿泊１棟１泊23,400円ー ー

キャビンＡ（ ４人用） 宿泊１棟１泊19,300円

キャビンＢ（ ４人用） 宿泊１棟１泊24,500円

（ 栃 木 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 栃 木 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 古 物 営 業 法 に 関 す る 手 数 料 ） （ 古 物 営 業 法 に 関 す る 手 数 料 ）

第 三 条 県 は 、 古 物 営 業 法 （ 以 下 こ の 条 に お い 第 三 条 県 は 、 古 物 営 業 法 （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 の て 「 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 次 の 表 の

上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き そ れ 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に つ い て 、 一 件 に つ き そ れ

ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 額 の 手 数 料 を 徴 収 す

る 。 る 。

事 務 手 数 料 の 額 事 務 手 数 料 の 額

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 法 第 七 条 第 五 項 の 規 定 に 略 三 法 第 七 条 第 四 項 の 規 定 に 略

基 づ く 許 可 証 の 書 換 え 基 づ く 許 可 証 の 書 換 え

四 略 四 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 中 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の

四 百 六 十 四 の 五 の 項 、 四 百 六 十 四 の 六 の 項 、 四 百 六 十 四 の 十 三 の 項 及 び 四 百 六 十 四 の 十 五 の 項 の

改 正 規 定 並 び に 附 則 第 三 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 申 請 、 依 頼 等 が な さ れ て い る 事 務 （ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 栃 木

県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 四 百 六 十 四 の 十 五 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 を 除 く 。 ） に 係 る 栃 木 県 手 数

料 条 例 に 規 定 す る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ 附 則 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 前 に 申 請 が な さ れ て い る 事 務 （ 第 一 条 の 規 定 に

よ る 改 正 前 の 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 四 百 六 十 四 の 十 五 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に 限 る 。 ）

に 係 る 栃 木 県 手 数 料 条 例 に 規 定 す る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
（ 文 書 学 事 課 ）
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栃 木 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 及 び 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の

特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 八 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 九 条 略 第 九 条 略

（ 研 修 ）

第 九 条 の 二 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 は 、 浄 化 槽 管

理 士 に 対 し 、 浄 化 槽 の 保 守 点 検 に 関 す る 知 識

及 び 技 能 の 向 上 を 図 る た め の 研 修 の 機 会 を 与

え な け れ ば な ら な い 。

（ 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十

一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 十 一 略 一 ～ 十 一 略

十 二 浄 化 槽 法 （ 昭 和 五 十 八 年 略 十 二 浄 化 槽 法 （ 昭 和 五 十 八 年 略

法 律 第 四 十 三 号 。 以 下 こ の 項 法 律 第 四 十 三 号 。 以 下 こ の 項

に お い て 「 法 」 と い う 。 ） に に お い て 「 法 」 と い う 。 ） に

基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ

る も の （ 特 定 行 政 庁 の 事 務 を る も の （ 特 定 行 政 庁 の 事 務 を

除 く 。 ） 除 く 。 ）

) ) ) )

一 ～ 八 略 一 ～ 八 略( ( ( ()
九 法 第 十 一 条 の 二 第 一 項 の(

規 定 に よ る 届 出 の 受 理

栃 木 県 条 例 第 十 二 号

栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 （ 第 二 条 関 係 ） 別 表 （ 第 二 条 関 係 ）

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略

四 太 陽 電 池 発 電 所 の 設 置 又 は 変 更 の 工 事 の

事 業

五 ～ 十 八 略 四 ～ 十 七 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 十 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

第 二 条 栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 対 象 事 業 （ 改 正 後 の 同 条 例 別 表 第 四 号 に

掲 げ る 事 業 に 該 当 す る も の に 限 る 。 ） で あ っ て 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い

う 。 ） 前 に 電 気 事 業 法 （ 昭 和 三 十 九 年 法 律 第 百 七 十 号 ） 第 四 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 が な

さ れ た も の （ 施 行 日 以 後 そ の 内 容 を 変 更 せ ず 、 又 は 事 業 規 模 を 縮 小 し 、 若 し く は 規 則 で 定 め る 変

更 の み を し て 実 施 さ れ る も の に 限 る 。 以 下 「 届 出 済 対 象 事 業 」 と い う 。 ） に つ い て は 、 栃 木 県 環

境 影 響 評 価 条 例 第 二 章 か ら 第 七 章 ま で の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

第 三 条 届 出 済 対 象 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 は 、 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 届 出 済 対 象 事 業

に つ い て 、 栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 第 五 条 か ら 第 三 十 二 条 ま で 又 は 第 九 条 か ら 第 三 十 二 条 ま で の

規 定 の 例 に よ る 環 境 影 響 評 価 、 事 後 調 査 そ の 他 の 手 続 を 行 う こ と が で き る 。

２ 栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 第 二 十 条 か ら 第 二 十 二 条 ま で 並 び に 第 二 十 四 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規

定 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 影 響 評 価 そ の 他 の 手 続 （ 同 条 例 第 五 条 か ら 第 十 八 条 ま で 又 は 第 九 条

か ら 第 十 八 条 ま で の 規 定 の 例 に よ る も の に 限 る 。 ） を 行 う 届 出 済 対 象 事 業 に つ い て 準 用 す る 。 こ

の 場 合 に お い て 、 同 条 例 第 二 十 条 か ら 第 二 十 二 条 ま で 及 び 第 二 十 四 条 第 二 項 中 「 事 業 者 」 と あ る

の は 、 「 栃 木 県 環 境 影 響 評 価 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 二 年 栃 木 県 条 例 第 十 二 号 ） 附 則 第

三 条 第 一 項 に 規 定 す る 届 出 済 対 象 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 環 境 森 林 政 策 課 ）
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栃 木 県 条 例 第 十 四 号

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学 級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学 級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二

十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 職 員 配 置 に 係 る （ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 職 員 配 置 に 係 る

特 例 ） 特 例 ）

第 三 条 施 行 日 か ら 起 算 し て 十 年 間 は 、 副 園 長 第 三 条 施 行 日 か ら 起 算 し て 五 年 間 は 、 副 園 長

又 は 教 頭 を 置 く 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に つ 又 は 教 頭 を 置 く 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に つ

い て の 第 六 条 第 三 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て い て の 第 六 条 第 三 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 同 項 の 表 備 考 第 一 号 中 「 有 し 、 か つ 、 」 は 、 同 項 の 表 備 考 第 一 号 中 「 有 し 、 か つ 、 」

と あ る の は 、 「 有 す る 者 又 は 」 と す る 。 と あ る の は 、 「 有 す る 者 又 は 」 と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ こ ど も 政 策 課 ）

栃 木 県 条 例 第 十 三 号

栃 木 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 及 び 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の

特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 八 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 九 条 略 第 九 条 略

（ 研 修 ）

第 九 条 の 二 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 は 、 浄 化 槽 管

理 士 に 対 し 、 浄 化 槽 の 保 守 点 検 に 関 す る 知 識

及 び 技 能 の 向 上 を 図 る た め の 研 修 の 機 会 を 与

え な け れ ば な ら な い 。

（ 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十

一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 十 一 略 一 ～ 十 一 略

十 二 浄 化 槽 法 （ 昭 和 五 十 八 年 略 十 二 浄 化 槽 法 （ 昭 和 五 十 八 年 略

法 律 第 四 十 三 号 。 以 下 こ の 項 法 律 第 四 十 三 号 。 以 下 こ の 項

に お い て 「 法 」 と い う 。 ） に に お い て 「 法 」 と い う 。 ） に

基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ

る も の （ 特 定 行 政 庁 の 事 務 を る も の （ 特 定 行 政 庁 の 事 務 を

除 く 。 ） 除 く 。 ）

) ) ) )

一 ～ 八 略 一 ～ 八 略( ( ( ()
九 法 第 十 一 条 の 二 第 一 項 の(

規 定 に よ る 届 出 の 受 理)
十 法 第 十 一 条 の 二 第 二 項 の(

規 定 に よ る 届 出 の 受 理) )

十 一 法 第 十 一 条 の 三 の 規 定 九 法 第 十 一 条 の 二 の 規 定( (

に よ る 届 出 の 受 理 に よ る 届 出 の 受 理) ) ) )

十 二 ～ 十 六 略 十 ～ 十 四 略( ( ( ()
十 七 法 第 四 十 九 条 第 一 項 の(

規 定 に よ る 浄 化 槽 台 帳 の 作

成)
十 八 法 第 四 十 九 条 第 二 項 の(

規 定 に よ る 情 報 の 提 供 の 要

求) )

十 九 法 第 五 十 三 条 第 一 項 の 十 五 法 第 五 十 三 条 第 一 項 の( (

規 定 に よ る 報 告 の 徴 収 （ 前 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収 （ 前

各 号 及 び 第 二 十 一 号 か ら 第 各 号

二 十 三 号 ま で に 掲 げ る 事 務 に 掲 げ る 事 務

に 係 る も の に 限 る 。 ） に 係 る も の に 限 る 。 ）) )

二 十 法 第 五 十 三 条 第 二 項 の 十 六 法 第 五 十 三 条 第 二 項 の( (

規 定 に よ る 立 入 検 査 等 （ 第 規 定 に よ る 立 入 検 査 等 （ 第

一 号 か ら 第 十 八 号 ま で 及 び 一 号 か ら 第 十 四 号 ま で

次 号 か ら 第 二 十 三 号 ま で に に

掲 げ る 事 務 に 係 る も の に 限 掲 げ る 事 務 に 係 る も の に 限

る 。 ） る 。 ）)
二 十 一 法 附 則 第 十 一 条 第 一)

項 の 規 定 に よ る 助 言 等)
二 十 二 法 附 則 第 十 一 条 第 二)

項 の 規 定 に よ る 勧 告)
二 十 三 法 附 則 第 十 一 条 第 三)

項 の 規 定 に よ る 命 令

十 三 ～ 四 十 二 略 十 三 ～ 四 十 二 略

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 環 境 保 全 課 ）
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栃 木 県 条 例 第 十 五 号

栃 木 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 緊 急 時 の 措 置 ） （ 緊 急 時 の 措 置 ）

第 十 条 特 定 動 物 （ 法 第 二 十 五 条 の 二 に 規 定 第 十 条 特 定 動 物 （ 法 第 二 十 六 条 第 一 項 に 規 定

す る 特 定 動 物 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 飼 養 す る 特 定 動 物 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 飼 養

し 、 又 は 保 管 す る 者 は 、 特 定 動 物 が 施 設 か ら し 、 又 は 保 管 す る 者 は 、 特 定 動 物 が 施 設 か ら

脱 出 し た と き は 、 直 ち に 警 察 署 、 動 物 愛 護 指 脱 出 し た と き は 、 直 ち に 警 察 署 、 動 物 愛 護 指

導 セ ン タ ー 又 は 県 の 設 置 す る 保 健 所 に 通 報 す 導 セ ン タ ー 又 は 県 の 設 置 す る 保 健 所 に 通 報 す

る と と も に 、 当 該 特 定 動 物 の 捕 獲 又 は 殺 処 る と と も に 、 当 該 特 定 動 物 の 捕 獲 又 は 殺 処

分 、 付 近 の 住 民 へ の 周 知 そ の 他 人 の 生 命 、 身 分 、 付 近 の 住 民 へ の 周 知 そ の 他 人 の 生 命 、 身

体 又 は 財 産 に 対 す る 危 害 を 防 止 す る た め に 必 体 又 は 財 産 に 対 す る 危 害 を 防 止 す る た め に 必

要 な 措 置 を と ら な け れ ば な ら な い 。 要 な 措 置 を と ら な け れ ば な ら な い 。

（ 動 物 愛 護 管 理 員 ） （ 動 物 愛 護 管 理 員 ）

第 十 三 条 第 十 三 条 法 第 二 十 四 条 第 一 項 （ 法 第 二 十 四 条

の 四 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 又 は 第 三 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立

前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 調 査 そ 入 検 査 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 調 査 そ

の 他 の 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 事 務 を 行 の 他 の 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 事 務 を 行

わ せ る た め 、 動 物 愛 護 管 理 員 を 置 く 。 わ せ る た め 、 動 物 愛 護 管 理 員 を 置 く 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

栃 木 県 条 例 第 十 四 号

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学 級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学 級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二

十 六 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 職 員 配 置 に 係 る （ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 職 員 配 置 に 係 る

特 例 ） 特 例 ）

第 三 条 施 行 日 か ら 起 算 し て 十 年 間 は 、 副 園 長 第 三 条 施 行 日 か ら 起 算 し て 五 年 間 は 、 副 園 長

又 は 教 頭 を 置 く 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に つ 又 は 教 頭 を 置 く 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に つ

い て の 第 六 条 第 三 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て い て の 第 六 条 第 三 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 同 項 の 表 備 考 第 一 号 中 「 有 し 、 か つ 、 」 は 、 同 項 の 表 備 考 第 一 号 中 「 有 し 、 か つ 、 」

と あ る の は 、 「 有 す る 者 又 は 」 と す る 。 と あ る の は 、 「 有 す る 者 又 は 」 と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ こ ど も 政 策 課 ）

栃 木 県 条 例 第 十 六 号

食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

食 品 衛 生 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 公 衆 衛 生 上 講 ず べ き 措 置 の 基 準 ） （ 公 衆 衛 生 上 講 ず べ き 措 置 の 基 準 ）

第 二 条 食 品 衛 生 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 第 二 条

（ 平 成 三 十 年 法 律 第 四 十 六 号 ） 第 一 条 の 規 定

に よ る 改 正 前 の 法 第 五 十 条 第 二 項 に 規 定 す る 法 第 五 十 条 第 二 項 に 規 定 す る

公 衆 衛 生 上 講 ず べ き 措 置 の 基 準 は 、 別 表 第 一 公 衆 衛 生 上 講 ず べ き 措 置 の 基 準 は 、 別 表 第 一

の と お り と す る 。 の と お り と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 生 活 衛 生 課 ）
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扱 者 又 は 覚 醒 剤 原 ４ 覚 醒 剤 原 料 研 究 料 取 扱 者 又 は 覚 せ ４ 覚 せ い 剤 原 料 研

料 研 究 者 の 者 三 千 九 百 円 い 剤 原 料 研 究 者 の 究 者 三 千 九 百 円

指 定 の 申 請 に 対 す 指 定 の 申 請 に 対 す

る 審 査 る 審 査

、 、百 五 十 九 覚 醒 剤 取 略 百 五 十 九 覚 せ い 剤 略

締 法 第 十 一 条 第 取 締 法 第 十 一 条 第

一 項 （ 同 法 第 三 十 一 項 （ 同 法 第 三 十

条 の 五 に お い て 準 条 の 五 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） の 規 定 に 基 む 。 ） の 規 定 に 基

づ く 覚 醒 剤 施 用 機 づ く 覚 せ い 剤 施 用

関 、 覚 醒 剤 研 究 機 関 、 覚 せ い 剤 研

者 、 覚 醒 剤 原 料 取 究 者 、 覚 せ い 剤 原

扱 者 又 は 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 又 は 覚 せ

料 研 究 者 の い 剤 原 料 研 究 者 の

指 定 証 の 再 交 付 指 定 証 の 再 交 付

、 、百 六 十 覚 醒 剤 取 締 略 百 六 十 覚 せ い 剤 取 略

法 第 四 条 第 一 項 締 法 第 四 条 第 一 項

（ 同 法 第 三 十 条 の （ 同 法 第 三 十 条 の

五 に お い て 準 用 す 五 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） る 場 合 を 含 む 。 ）

の 規 定 に 基 づ く 覚 の 規 定 に 基 づ く 覚

醒 剤 製 造 業 者 、 覚 せ い 剤 製 造 業 者 、

醒 剤 原 料 輸 入 業 覚 せ い 剤 原 料 輸 入

者 、 覚 醒 剤 原 料 輸 業 者 、 覚 せ い 剤 原

出 業 者 又 は 覚 醒 剤 料 輸 出 業 者 又 は 覚

原 料 製 造 業 者 せ い 剤 原 料 製 造 業

の 指 定 の 申 請 に 者 の 指 定 の 申 請 に

係 る 経 由 係 る 経 由

、 、百 六 十 一 覚 醒 剤 取 略 百 六 十 一 覚 せ い 剤 略

締 法 第 十 一 条 第 取 締 法 第 十 一 条 第

一 項 （ 同 法 第 三 十 一 項 （ 同 法 第 三 十

条 の 五 に お い て 準 条 の 五 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） の 規 定 に 基 む 。 ） の 規 定 に 基

づ く 覚 醒 剤 製 造 業 づ く 覚 せ い 剤 製 造

者 、 覚 醒 剤 原 料 輸 業 者 、 覚 せ い 剤 原

入 業 者 、 覚 醒 剤 原 料 輸 入 業 者 、 覚 せ

料 輸 出 業 者 又 は 覚 い 剤 原 料 輸 出 業 者

醒 剤 原 料 製 造 業 者 又 は 覚 せ い 剤 原 料

の 指 定 証 製 造 業 者 の 指 定 証

の 再 交 付 に 係 る 経 の 再 交 付 に 係 る 経

由 由

百 六 十 二 ～ 五 百 十 七 略 百 六 十 二 ～ 五 百 十 七 略

備 考 略 備 考 略

栃 木 県 条 例 第 十 七 号

栃 木 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 栃 木 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 一 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 薬 物 」 と は 、 次 に 第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 薬 物 」 と は 、 次 に

掲 げ る 物 を い う 。 掲 げ る 物 を い う 。

一 略 一 略

、 、二 覚 醒 剤 取 締 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 二 覚 せ い 剤 取 締 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二
、百 五 十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 覚 醒 百 五 十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 覚 せ

、 、 、剤 及 び 同 条 第 五 項 に 規 定 す る 覚 醒 剤 原 料 い 剤 及 び 同 条 第 五 項 に 規 定 す る 覚 せ い 剤 原

料

三 ～ 七 略 三 ～ 七 略

（ 栃 木 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 手 数 料 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 、 第 五 条 関 係 ）

事 務 金 額 事 務 金 額

一 ～ 百 五 十 七 の 二 略 一 ～ 百 五 十 七 の 二 略

、 、百 五 十 八 覚 醒 剤 取 次 に 掲 げ る 当 該 申 請 百 五 十 八 覚 せ い 剤 次 に 掲 げ る 当 該 申 請

締 法 （ 昭 和 二 十 を 行 う 者 の 区 分 に 応 取 締 法 （ 昭 和 二 十 を 行 う 者 の 区 分 に 応

六 年 法 律 第 二 百 五 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 六 年 法 律 第 二 百 五 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定

十 二 号 ） 第 四 条 第 め る 金 額 十 二 号 ） 第 四 条 第 め る 金 額

二 項 （ 同 法 第 三 十 １ 覚 醒 剤 施 用 機 関 二 項 （ 同 法 第 三 十 １ 覚 せ い 剤 施 用 機

条 の 五 に お い て 準 三 千 九 百 円 条 の 五 に お い て 準 関 三 千 九 百 円

用 す る 場 合 を 含 ２ 覚 醒 剤 研 究 者 用 す る 場 合 を 含 ２ 覚 せ い 剤 研 究 者

む 。 ） の 規 定 に 基 三 千 九 百 円 む 。 ） の 規 定 に 基 三 千 九 百 円

づ く 覚 醒 剤 施 用 機 ３ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 づ く 覚 せ い 剤 施 用 ３ 覚 せ い 剤 原 料 取

関 、 覚 醒 剤 研 究 者 一 万 千 五 百 機 関 、 覚 せ い 剤 研 扱 者 一 万 千 五 百

者 、 覚 醒 剤 原 料 取 円 究 者 、 覚 せ い 剤 原 円

栃 木 県 条 例 第 十 六 号

食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

食 品 衛 生 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 公 衆 衛 生 上 講 ず べ き 措 置 の 基 準 ） （ 公 衆 衛 生 上 講 ず べ き 措 置 の 基 準 ）

第 二 条 食 品 衛 生 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 第 二 条

（ 平 成 三 十 年 法 律 第 四 十 六 号 ） 第 一 条 の 規 定

に よ る 改 正 前 の 法 第 五 十 条 第 二 項 に 規 定 す る 法 第 五 十 条 第 二 項 に 規 定 す る

公 衆 衛 生 上 講 ず べ き 措 置 の 基 準 は 、 別 表 第 一 公 衆 衛 生 上 講 ず べ き 措 置 の 基 準 は 、 別 表 第 一

の と お り と す る 。 の と お り と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 生 活 衛 生 課 ）
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扱 者 又 は 覚 醒 剤 原 ４ 覚 醒 剤 原 料 研 究 料 取 扱 者 又 は 覚 せ ４ 覚 せ い 剤 原 料 研

料 研 究 者 の 者 三 千 九 百 円 い 剤 原 料 研 究 者 の 究 者 三 千 九 百 円

指 定 の 申 請 に 対 す 指 定 の 申 請 に 対 す

る 審 査 る 審 査

、 、百 五 十 九 覚 醒 剤 取 略 百 五 十 九 覚 せ い 剤 略

締 法 第 十 一 条 第 取 締 法 第 十 一 条 第

一 項 （ 同 法 第 三 十 一 項 （ 同 法 第 三 十

条 の 五 に お い て 準 条 の 五 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） の 規 定 に 基 む 。 ） の 規 定 に 基

づ く 覚 醒 剤 施 用 機 づ く 覚 せ い 剤 施 用

関 、 覚 醒 剤 研 究 機 関 、 覚 せ い 剤 研

者 、 覚 醒 剤 原 料 取 究 者 、 覚 せ い 剤 原

扱 者 又 は 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 又 は 覚 せ

料 研 究 者 の い 剤 原 料 研 究 者 の

指 定 証 の 再 交 付 指 定 証 の 再 交 付

、 、百 六 十 覚 醒 剤 取 締 略 百 六 十 覚 せ い 剤 取 略

法 第 四 条 第 一 項 締 法 第 四 条 第 一 項

（ 同 法 第 三 十 条 の （ 同 法 第 三 十 条 の

五 に お い て 準 用 す 五 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） る 場 合 を 含 む 。 ）

の 規 定 に 基 づ く 覚 の 規 定 に 基 づ く 覚

醒 剤 製 造 業 者 、 覚 せ い 剤 製 造 業 者 、

醒 剤 原 料 輸 入 業 覚 せ い 剤 原 料 輸 入

者 、 覚 醒 剤 原 料 輸 業 者 、 覚 せ い 剤 原

出 業 者 又 は 覚 醒 剤 料 輸 出 業 者 又 は 覚

原 料 製 造 業 者 せ い 剤 原 料 製 造 業

の 指 定 の 申 請 に 者 の 指 定 の 申 請 に

係 る 経 由 係 る 経 由

、 、百 六 十 一 覚 醒 剤 取 略 百 六 十 一 覚 せ い 剤 略

締 法 第 十 一 条 第 取 締 法 第 十 一 条 第

一 項 （ 同 法 第 三 十 一 項 （ 同 法 第 三 十

条 の 五 に お い て 準 条 の 五 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） の 規 定 に 基 む 。 ） の 規 定 に 基

づ く 覚 醒 剤 製 造 業 づ く 覚 せ い 剤 製 造

者 、 覚 醒 剤 原 料 輸 業 者 、 覚 せ い 剤 原

入 業 者 、 覚 醒 剤 原 料 輸 入 業 者 、 覚 せ

料 輸 出 業 者 又 は 覚 い 剤 原 料 輸 出 業 者

醒 剤 原 料 製 造 業 者 又 は 覚 せ い 剤 原 料

の 指 定 証 製 造 業 者 の 指 定 証

の 再 交 付 に 係 る 経 の 再 交 付 に 係 る 経

由 由

百 六 十 二 ～ 五 百 十 七 略 百 六 十 二 ～ 五 百 十 七 略

備 考 略 備 考 略

（ 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十

一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 二 （ 第 二 条 関 係 ） 別 表 第 二 （ 第 二 条 関 係 ）

一 ～ 二 十 七 略 一 ～ 二 十 七 略
、 、二 十 八 覚 醒 剤 取 締 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 二 十 八 覚 せ い 剤 取 締 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律

第 二 百 五 十 二 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 第 二 百 五 十 二 号 。 以 下 こ の 項 に お い て

「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次

に 掲 げ る も の に 掲 げ る も の) ) ) )

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略( ( ( () )

四 法 第 十 条 第 一 項 四 法 第 十 条 第 一 項 （ 法 第 三 十 条 の 五 に お( (

の 規 定 に よ い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ

る 指 定 証 の 返 納 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 機 る 指 定 証 の 返 納 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 施 用

関 の 開 設 者 で あ っ た 者 及 び 覚 醒 剤 研 究 機 関 の 開 設 者 で あ っ た 者 、 覚 せ い 剤 研 究

者 で あ っ た 者 者 で あ っ た 者 、 覚 せ い 剤 原 料 取 扱 者 で

あ っ た 者 及 び 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 で あ っ

に 係 る も の に 限 る 。 ） た 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) )

五 法 第 十 条 第 二 項 五 法 第 十 条 第 二 項 （ 法 第 三 十 条 の 五 に お( (

の 規 定 に よ い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ

る 指 定 証 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 及 び る 指 定 証 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 施 用 機 関 、

覚 醒 剤 研 究 者 覚 せ い 剤 研 究 者 、 覚 せ い 剤 原 料 取 扱 者 及

に 係 る も の に 限 び 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限

る 。 ） る 。 ）) )

六 法 第 十 条 第 三 項 六 法 第 十 条 第 三 項 （ 法 第 三 十 条 の 五 に お

( (

の 規 定 に よ い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ

る 指 定 証 の 返 還 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 及 び 覚 る 指 定 証 の 返 還 （ 覚 せ い 剤 施 用 機 関 、 覚

醒 剤 研 究 者 せ い 剤 研 究 者 、 覚 せ い 剤 原 料 取 扱 者 及 び

に 係 る も の に 限 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限

る 。 ） る 。 ）) )

七 法 第 十 一 条 第 一 項 七 法 第 十 一 条 第 一 項 （ 法 第 三 十 条 の 五 に( (

の 規 定 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に

よ る 申 請 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 及 び よ る 申 請 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 施 用 機 関 、

覚 醒 剤 研 究 者 覚 せ い 剤 研 究 者 、 覚 せ い 剤 原 料 取 扱 者 及

に 係 る も の に 限 び 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限

る 。 ） る 。 ）) )

八 法 第 十 一 条 第 二 項 八 法 第 十 一 条 第 二 項 （ 法 第 三 十 条 の 五 に( (

の 規 定 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に

よ る 指 定 証 の 返 納 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 よ る 指 定 証 の 返 納 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 施

機 関 及 び 覚 醒 剤 研 究 者 用 機 関 、 覚 せ い 剤 研 究 者 、 覚 せ い 剤 原 料

に 係 る も 取 扱 者 及 び 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も

の に 限 る 。 ） の に 限 る 。 ）) )

九 略 九 略( () )

十 法 第 十 二 条 第 四 項 十 法 第 十 二 条 第 四 項 （ 法 第 三 十 条 の 五 に( (
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の 規 定 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に

よ る 指 定 証 の 返 還 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 及 び よ る 指 定 証 の 返 還 （ 覚 せ い 剤 施 用 機 関 、

覚 醒 剤 研 究 者 覚 せ い 剤 研 究 者 、 覚 せ い 剤 原 料 取 扱 者 及

に 係 る も の に 限 び 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限

る 。 ） る 。 ）) )

十 一 法 第 二 十 三 条 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 十 一 法 第 二 十 三 条 の 規 定 に よ る 届 出 の 受( (

理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 及 び 覚 醒 剤 研 究 者 理 等 （ 覚 せ い 剤 施 用 機 関 及 び 覚 せ い 剤 研

に 係 る も の に 限 る 。 ） 究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) )

十 二 法 第 二 十 四 条 第 一 項 の 規 十 二 法 第 二 十 四 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規( (

定 に よ る 報 告 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 定 に よ る 報 告 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 施 用 機

の 開 設 者 で あ っ た 者 及 び 覚 醒 剤 研 究 者 関 の 開 設 者 で あ っ た 者 及 び 覚 せ い 剤 研 究

で あ っ た 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） 者 で あ っ た 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
十 三 法 第 二 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 報(

告 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 の 開 設 者 で

あ っ た 者 及 び 覚 醒 剤 研 究 者 で あ っ た 者 に

係 る も の に 限 る 。 ）) )

十 四 法 第 二 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 職 十 三 法 第 二 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 職( (

員 の 立 会 い の 請 求 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 員 の 立 会 の 請 求 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 施

機 関 の 開 設 者 で あ っ た 者 及 び 覚 醒 剤 研 用 機 関 の 開 設 者 で あ っ た 者 及 び 覚 せ い 剤

究 者 で あ っ た 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） 研 究 者 で あ っ た 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) )

十 五 略 十 四 略( () )

十 六 法 第 三 十 条 の 四 第 一 項 の 規 定 に よ る 十 五 法 第 三 十 条 の 四 第 一 項 の 規 定 に よ る( (

届 出 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 及 び 覚 届 出 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 原 料 取 扱 者 及 び

醒 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限

る 。 ） る 。 ）)
十 七 法 第 三 十 条 の 五 に お い て 準 用 す る 法(

第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 証 の 返 納

の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 で あ っ た 者

及 び 覚 醒 剤 原 料 研 究 者 で あ っ た 者 に 係 る

も の に 限 る 。 ）)
十 八 法 第 三 十 条 の 五 に お い て 準 用 す る 法(

第 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 指 定 証 の 受 理

等 （ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 及 び 覚 醒 剤 原 料 研

究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
十 九 法 第 三 十 条 の 五 に お い て 準 用 す る 法(

第 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 指 定 証 の 返 還

（ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 及 び 覚 醒 剤 原 料 研 究

者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
二 十 法 第 三 十 条 の 五 に お い て 準 用 す る 法(

第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理

等 （ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 及 び 覚 醒 剤 原 料 研

究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
二 十 一 法 第 三 十 条 の 五 に お い て 準 用 す る)

法 第 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 指 定 証 の

返 納 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 及 び 覚

醒 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
二 十 二 法 第 三 十 条 の 五 に お い て 準 用 す る)

法 第 十 二 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 指 定 証 の

返 還 （ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 及 び 覚 醒 剤 原 料

（ 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 三 十

一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 二 （ 第 二 条 関 係 ） 別 表 第 二 （ 第 二 条 関 係 ）

一 ～ 二 十 七 略 一 ～ 二 十 七 略
、 、二 十 八 覚 醒 剤 取 締 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 二 十 八 覚 せ い 剤 取 締 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律

第 二 百 五 十 二 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 第 二 百 五 十 二 号 。 以 下 こ の 項 に お い て

「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次 「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ く 事 務 の う ち 、 次

に 掲 げ る も の に 掲 げ る も の) ) ) )

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略( ( ( () )

四 法 第 十 条 第 一 項 四 法 第 十 条 第 一 項 （ 法 第 三 十 条 の 五 に お( (

の 規 定 に よ い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ

る 指 定 証 の 返 納 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 機 る 指 定 証 の 返 納 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 施 用

関 の 開 設 者 で あ っ た 者 及 び 覚 醒 剤 研 究 機 関 の 開 設 者 で あ っ た 者 、 覚 せ い 剤 研 究

者 で あ っ た 者 者 で あ っ た 者 、 覚 せ い 剤 原 料 取 扱 者 で

あ っ た 者 及 び 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 で あ っ

に 係 る も の に 限 る 。 ） た 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) )

五 法 第 十 条 第 二 項 五 法 第 十 条 第 二 項 （ 法 第 三 十 条 の 五 に お( (

の 規 定 に よ い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ

る 指 定 証 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 及 び る 指 定 証 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 施 用 機 関 、

覚 醒 剤 研 究 者 覚 せ い 剤 研 究 者 、 覚 せ い 剤 原 料 取 扱 者 及

に 係 る も の に 限 び 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限

る 。 ） る 。 ）) )

六 法 第 十 条 第 三 項 六 法 第 十 条 第 三 項 （ 法 第 三 十 条 の 五 に お( (

の 規 定 に よ い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ

る 指 定 証 の 返 還 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 及 び 覚 る 指 定 証 の 返 還 （ 覚 せ い 剤 施 用 機 関 、 覚

醒 剤 研 究 者 せ い 剤 研 究 者 、 覚 せ い 剤 原 料 取 扱 者 及 び

に 係 る も の に 限 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限

る 。 ） る 。 ）) )

七 法 第 十 一 条 第 一 項 七 法 第 十 一 条 第 一 項 （ 法 第 三 十 条 の 五 に( (

の 規 定 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に

よ る 申 請 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 及 び よ る 申 請 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 施 用 機 関 、

覚 醒 剤 研 究 者 覚 せ い 剤 研 究 者 、 覚 せ い 剤 原 料 取 扱 者 及

に 係 る も の に 限 び 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限

る 。 ） る 。 ）) )

八 法 第 十 一 条 第 二 項 八 法 第 十 一 条 第 二 項 （ 法 第 三 十 条 の 五 に( (

の 規 定 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に

よ る 指 定 証 の 返 納 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 よ る 指 定 証 の 返 納 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 施

機 関 及 び 覚 醒 剤 研 究 者 用 機 関 、 覚 せ い 剤 研 究 者 、 覚 せ い 剤 原 料

に 係 る も 取 扱 者 及 び 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も

の に 限 る 。 ） の に 限 る 。 ）) )

九 略 九 略( () )

十 法 第 十 二 条 第 四 項 十 法 第 十 二 条 第 四 項 （ 法 第 三 十 条 の 五 に( (
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の 規 定 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に

よ る 指 定 証 の 返 還 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 及 び よ る 指 定 証 の 返 還 （ 覚 せ い 剤 施 用 機 関 、

覚 醒 剤 研 究 者 覚 せ い 剤 研 究 者 、 覚 せ い 剤 原 料 取 扱 者 及

に 係 る も の に 限 び 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限

る 。 ） る 。 ）) )

十 一 法 第 二 十 三 条 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 十 一 法 第 二 十 三 条 の 規 定 に よ る 届 出 の 受( (

理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 及 び 覚 醒 剤 研 究 者 理 等 （ 覚 せ い 剤 施 用 機 関 及 び 覚 せ い 剤 研

に 係 る も の に 限 る 。 ） 究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) )

十 二 法 第 二 十 四 条 第 一 項 の 規 十 二 法 第 二 十 四 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規( (

定 に よ る 報 告 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 定 に よ る 報 告 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 施 用 機

の 開 設 者 で あ っ た 者 及 び 覚 醒 剤 研 究 者 関 の 開 設 者 で あ っ た 者 及 び 覚 せ い 剤 研 究

で あ っ た 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） 者 で あ っ た 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
十 三 法 第 二 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 報(

告 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 機 関 の 開 設 者 で

あ っ た 者 及 び 覚 醒 剤 研 究 者 で あ っ た 者 に

係 る も の に 限 る 。 ）) )

十 四 法 第 二 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 職 十 三 法 第 二 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 職( (

員 の 立 会 い の 請 求 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 施 用 員 の 立 会 の 請 求 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 施

機 関 の 開 設 者 で あ っ た 者 及 び 覚 醒 剤 研 用 機 関 の 開 設 者 で あ っ た 者 及 び 覚 せ い 剤

究 者 で あ っ た 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） 研 究 者 で あ っ た 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) )

十 五 略 十 四 略( () )

十 六 法 第 三 十 条 の 四 第 一 項 の 規 定 に よ る 十 五 法 第 三 十 条 の 四 第 一 項 の 規 定 に よ る( (

届 出 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 及 び 覚 届 出 の 受 理 等 （ 覚 せ い 剤 原 料 取 扱 者 及 び

醒 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限 覚 せ い 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限

る 。 ） る 。 ）)
十 七 法 第 三 十 条 の 五 に お い て 準 用 す る 法(

第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 証 の 返 納

の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 で あ っ た 者

及 び 覚 醒 剤 原 料 研 究 者 で あ っ た 者 に 係 る

も の に 限 る 。 ）)
十 八 法 第 三 十 条 の 五 に お い て 準 用 す る 法(

第 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 指 定 証 の 受 理

等 （ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 及 び 覚 醒 剤 原 料 研

究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
十 九 法 第 三 十 条 の 五 に お い て 準 用 す る 法(

第 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 指 定 証 の 返 還

（ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 及 び 覚 醒 剤 原 料 研 究

者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
二 十 法 第 三 十 条 の 五 に お い て 準 用 す る 法(

第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 の 受 理

等 （ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 及 び 覚 醒 剤 原 料 研

究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
二 十 一 法 第 三 十 条 の 五 に お い て 準 用 す る)

法 第 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 指 定 証 の

返 納 の 受 理 等 （ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 及 び 覚

醒 剤 原 料 研 究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
二 十 二 法 第 三 十 条 の 五 に お い て 準 用 す る)

法 第 十 二 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 指 定 証 の

返 還 （ 覚 醒 剤 原 料 取 扱 者 及 び 覚 醒 剤 原 料

研 究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) )

二 十 三 略 十 六 略) () )

二 十 四 法 第 三 十 条 の 十 三 十 七 法 第 三 十 条 の 十 三 及 び 第 三 十 条 の) (

の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三 十 四 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三

十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す

る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
二 十 五 法 第 三 十 条 の 十 四 第 一 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三 十 条 の 七 第 四

号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す る 者 に 係 る も

の に 限 る 。 ）)
二 十 六 法 第 三 十 条 の 十 四 第 二 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等)
二 十 七 法 第 三 十 条 の 十 四 第 三 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等) )

二 十 八 略 十 八 略) () )

二 十 九 法 第 三 十 条 の 十 五 第 三 項 の 規 定 に 十 九 法 第 三 十 条 の 十 五 第 三 項 の 規 定 に) (

よ る 職 員 の 立 会 い の 請 求 の 受 理 等 （ 法 第 よ る 職 員 の 立 会 の 請 求 の 受 理 等 （ 法 第

三 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 三 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定

す る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） す る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) ) ) )

三 十 ～ 三 十 二 略 二 十 ～ 二 十 二 略( ) ( )

二 十 九 ～ 三 十 一 略 二 十 九 ～ 三 十 一 略

附 則

こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

（ 薬 務 課 ）

研 究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) )

二 十 三 略 十 六 略) () )

二 十 四 法 第 三 十 条 の 十 三 十 七 法 第 三 十 条 の 十 三 及 び 第 三 十 条 の) (

の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三 十 四 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三

十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す

る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
二 十 五 法 第 三 十 条 の 十 四 第 一 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三 十 条 の 七 第 四

号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す る 者 に 係 る も

の に 限 る 。 ）)
二 十 六 法 第 三 十 条 の 十 四 第 二 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等)
二 十 七 法 第 三 十 条 の 十 四 第 三 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等) )

二 十 八 略 十 八 略) () )

二 十 九 法 第 三 十 条 の 十 五 第 三 項 の 規 定 に 十 九 法 第 三 十 条 の 十 五 第 三 項 の 規 定 に) (

よ る 職 員 の 立 会 い の 請 求 の 受 理 等 （ 法 第 よ る 職 員 の 立 会 の 請 求 の 受 理 等 （ 法 第

三 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 三 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定

す る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） す る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) ) ) )

三 十 ～ 三 十 二 略 二 十 ～ 二 十 二 略( ) ( )

二 十 九 ～ 三 十 一 略 二 十 九 ～ 三 十 一 略

附 則

こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

（ 薬 務 課 ）

)
)

)



（36） 栃 木 県 公 報 号外第15号令和２（2020）年３月25日　水曜日

栃 木 県 条 例 第 十 八 号

栃 木 県 立 産 業 技 術 専 門 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 立 産 業 技 術 専 門 校 条 例 （ 昭 和 四 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 訓 練 課 程 等 ） （ 訓 練 課 程 等 ）

第 二 条 職 業 能 力 開 発 校 に お い て 行 う 普 通 職 業 第 二 条 職 業 能 力 開 発 校 に お い て 行 う 普 通 職 業

訓 練 の 訓 練 課 程 は 、 普 通 課 程 及 び 短 期 課 程 と 訓 練 の 訓 練 課 程 は 、 普 通 課 程 及 び 短 期 課 程 と

し 、 普 通 課 程 は 、 技 能 習 得 コ ー ス 及 び 資 格 し 、 普 通 課 程 は 、 本 科 、 高 等 コ ー ス 及 び 資 格

取 得 コ ー ス に 区 分 す る 。 取 得 コ ー ス に 区 分 す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 入 校 の 資 格 ） （ 入 校 の 資 格 ）

第 七 条 職 業 能 力 開 発 校 に 入 校 す る こ と が で き 第 七 条 職 業 能 力 開 発 校 に 入 校 す る こ と が で き

る 者 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 訓 練 課 程 の 区 分 に る 者 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 訓 練 課 程 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る と お り と す る 。 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る と お り と す る 。

一 普 通 課 程 技 能 習 得 コ ー ス に あ っ て は 高 一 普 通 課 程 本 科 に あ っ て は 高

等 学 校 卒 業 者 等 （ 規 則 で 定 め る 訓 練 科 に 等 学 校 卒 業 者 等 （ 規 則 で 定 め る 訓 練 科 に

あ っ て は 、 規 則 で 定 め る 者 ） あ っ て は 、 規 則 で 定 め る 者 ） 、 高 等 コ ー ス

、 資 格 取 得 コ ー に あ っ て は 中 学 校 卒 業 者 等 、 資 格 取 得 コ ー

ス に あ っ て は 中 学 校 卒 業 者 等 で あ っ て 規 則 ス に あ っ て は 中 学 校 卒 業 者 等 で あ っ て 規 則

で 定 め る も の で 定 め る も の

二 略 二 略

（ 入 校 の 許 可 ） （ 入 校 の 許 可 ）

第 八 条 略 第 八 条 略

２ 知 事 は 、 普 通 課 程 （ 技 能 習 得 コ ー ス に ２ 知 事 は 、 普 通 課 程 （ 本 科 及 び 高 等 コ ー ス に

限 る 。 ） に あ っ て は 入 校 試 験 に よ り 、 普 通 課 限 る 。 ） に あ っ て は 入 校 試 験 に よ り 、 普 通 課

程 （ 資 格 取 得 コ ー ス に 限 る 。 ） 及 び 短 期 課 程 程 （ 資 格 取 得 コ ー ス に 限 る 。 ） 及 び 短 期 課 程

に あ っ て は 選 考 に よ り 入 校 を 許 可 す る も の と に あ っ て は 選 考 に よ り 入 校 を 許 可 す る も の と

す る 。 す る 。

（ 入 校 試 験 料 ） （ 入 校 試 験 料 ）

第 九 条 職 業 能 力 開 発 校 の 技 能 習 得 コ ー ス の 入 第 九 条 職 業 能 力 開 発 校 の 本 科 の 入

校 試 験 （ 規 則 で 定 め る 訓 練 科 に 係 る も の を 除 校 試 験

く 。 ） を 受 け よ う と す る 者 は 、 入 校 試 験 料 四 を 受 け よ う と す る 者 は 、 入 校 試 験 料 四

千 四 百 円 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 千 四 百 円 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 略 ２ 略

（ 入 校 料 ） （ 入 校 料 ）

第 十 条 職 業 能 力 開 発 校 の 技 能 習 得 コ ー ス に 入 第 十 条 職 業 能 力 開 発 校 の 本 科 に 入

研 究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) )

二 十 三 略 十 六 略) () )

二 十 四 法 第 三 十 条 の 十 三 十 七 法 第 三 十 条 の 十 三 及 び 第 三 十 条 の) (

の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三 十 四 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三

十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す

る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
二 十 五 法 第 三 十 条 の 十 四 第 一 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三 十 条 の 七 第 四

号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す る 者 に 係 る も

の に 限 る 。 ）)
二 十 六 法 第 三 十 条 の 十 四 第 二 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等)
二 十 七 法 第 三 十 条 の 十 四 第 三 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等) )

二 十 八 略 十 八 略) () )

二 十 九 法 第 三 十 条 の 十 五 第 三 項 の 規 定 に 十 九 法 第 三 十 条 の 十 五 第 三 項 の 規 定 に) (

よ る 職 員 の 立 会 い の 請 求 の 受 理 等 （ 法 第 よ る 職 員 の 立 会 の 請 求 の 受 理 等 （ 法 第

三 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 三 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定

す る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） す る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) ) ) )

三 十 ～ 三 十 二 略 二 十 ～ 二 十 二 略( ) ( )

二 十 九 ～ 三 十 一 略 二 十 九 ～ 三 十 一 略

附 則

こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

（ 薬 務 課 ）

研 究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) )

二 十 三 略 十 六 略) () )

二 十 四 法 第 三 十 条 の 十 三 十 七 法 第 三 十 条 の 十 三 及 び 第 三 十 条 の) (

の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三 十 四 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三

十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す

る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
二 十 五 法 第 三 十 条 の 十 四 第 一 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三 十 条 の 七 第 四

号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す る 者 に 係 る も

の に 限 る 。 ）)
二 十 六 法 第 三 十 条 の 十 四 第 二 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等)
二 十 七 法 第 三 十 条 の 十 四 第 三 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等) )

二 十 八 略 十 八 略) () )

二 十 九 法 第 三 十 条 の 十 五 第 三 項 の 規 定 に 十 九 法 第 三 十 条 の 十 五 第 三 項 の 規 定 に) (

よ る 職 員 の 立 会 い の 請 求 の 受 理 等 （ 法 第 よ る 職 員 の 立 会 の 請 求 の 受 理 等 （ 法 第

三 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 三 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定

す る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） す る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) ) ) )

三 十 ～ 三 十 二 略 二 十 ～ 二 十 二 略( ) ( )

二 十 九 ～ 三 十 一 略 二 十 九 ～ 三 十 一 略

附 則

こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

（ 薬 務 課 ）

研 究 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) )

二 十 三 略 十 六 略) () )

二 十 四 法 第 三 十 条 の 十 三 十 七 法 第 三 十 条 の 十 三 及 び 第 三 十 条 の) (

の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三 十 四 の 規 定 に よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三

十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す

る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）)
二 十 五 法 第 三 十 条 の 十 四 第 一 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等 （ 法 第 三 十 条 の 七 第 四

号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 す る 者 に 係 る も

の に 限 る 。 ）)
二 十 六 法 第 三 十 条 の 十 四 第 二 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等)
二 十 七 法 第 三 十 条 の 十 四 第 三 項 の 規 定 に)

よ る 届 出 の 受 理 等) )

二 十 八 略 十 八 略) () )

二 十 九 法 第 三 十 条 の 十 五 第 三 項 の 規 定 に 十 九 法 第 三 十 条 の 十 五 第 三 項 の 規 定 に) (

よ る 職 員 の 立 会 い の 請 求 の 受 理 等 （ 法 第 よ る 職 員 の 立 会 の 請 求 の 受 理 等 （ 法 第

三 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定 三 十 条 の 七 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で に 規 定

す る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ） す る 者 に 係 る も の に 限 る 。 ）) ) ) )

三 十 ～ 三 十 二 略 二 十 ～ 二 十 二 略( ) ( )

二 十 九 ～ 三 十 一 略 二 十 九 ～ 三 十 一 略

附 則

こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

（ 薬 務 課 ）



（37）栃 木 県 公 報 号外第15号令和２（2020）年３月25日　水曜日

栃 木 県 条 例 第 十 八 号

栃 木 県 立 産 業 技 術 専 門 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 立 産 業 技 術 専 門 校 条 例 （ 昭 和 四 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 訓 練 課 程 等 ） （ 訓 練 課 程 等 ）

第 二 条 職 業 能 力 開 発 校 に お い て 行 う 普 通 職 業 第 二 条 職 業 能 力 開 発 校 に お い て 行 う 普 通 職 業

訓 練 の 訓 練 課 程 は 、 普 通 課 程 及 び 短 期 課 程 と 訓 練 の 訓 練 課 程 は 、 普 通 課 程 及 び 短 期 課 程 と

し 、 普 通 課 程 は 、 技 能 習 得 コ ー ス 及 び 資 格 し 、 普 通 課 程 は 、 本 科 、 高 等 コ ー ス 及 び 資 格

取 得 コ ー ス に 区 分 す る 。 取 得 コ ー ス に 区 分 す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 入 校 の 資 格 ） （ 入 校 の 資 格 ）

第 七 条 職 業 能 力 開 発 校 に 入 校 す る こ と が で き 第 七 条 職 業 能 力 開 発 校 に 入 校 す る こ と が で き

る 者 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 訓 練 課 程 の 区 分 に る 者 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 訓 練 課 程 の 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る と お り と す る 。 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る と お り と す る 。

一 普 通 課 程 技 能 習 得 コ ー ス に あ っ て は 高 一 普 通 課 程 本 科 に あ っ て は 高

等 学 校 卒 業 者 等 （ 規 則 で 定 め る 訓 練 科 に 等 学 校 卒 業 者 等 （ 規 則 で 定 め る 訓 練 科 に

あ っ て は 、 規 則 で 定 め る 者 ） あ っ て は 、 規 則 で 定 め る 者 ） 、 高 等 コ ー ス

、 資 格 取 得 コ ー に あ っ て は 中 学 校 卒 業 者 等 、 資 格 取 得 コ ー

ス に あ っ て は 中 学 校 卒 業 者 等 で あ っ て 規 則 ス に あ っ て は 中 学 校 卒 業 者 等 で あ っ て 規 則

で 定 め る も の で 定 め る も の

二 略 二 略

（ 入 校 の 許 可 ） （ 入 校 の 許 可 ）

第 八 条 略 第 八 条 略

２ 知 事 は 、 普 通 課 程 （ 技 能 習 得 コ ー ス に ２ 知 事 は 、 普 通 課 程 （ 本 科 及 び 高 等 コ ー ス に

限 る 。 ） に あ っ て は 入 校 試 験 に よ り 、 普 通 課 限 る 。 ） に あ っ て は 入 校 試 験 に よ り 、 普 通 課

程 （ 資 格 取 得 コ ー ス に 限 る 。 ） 及 び 短 期 課 程 程 （ 資 格 取 得 コ ー ス に 限 る 。 ） 及 び 短 期 課 程

に あ っ て は 選 考 に よ り 入 校 を 許 可 す る も の と に あ っ て は 選 考 に よ り 入 校 を 許 可 す る も の と

す る 。 す る 。

（ 入 校 試 験 料 ） （ 入 校 試 験 料 ）

第 九 条 職 業 能 力 開 発 校 の 技 能 習 得 コ ー ス の 入 第 九 条 職 業 能 力 開 発 校 の 本 科 の 入

校 試 験 （ 規 則 で 定 め る 訓 練 科 に 係 る も の を 除 校 試 験

く 。 ） を 受 け よ う と す る 者 は 、 入 校 試 験 料 四 を 受 け よ う と す る 者 は 、 入 校 試 験 料 四

千 四 百 円 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 千 四 百 円 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 略 ２ 略

（ 入 校 料 ） （ 入 校 料 ）

第 十 条 職 業 能 力 開 発 校 の 技 能 習 得 コ ー ス に 入 第 十 条 職 業 能 力 開 発 校 の 本 科 に 入

校 す る 者 （ 規 則 で 定 め る 訓 練 科 に 属 す る こ と 校 す る 者

と な る 者 を 除 く 。 ） は 、 入 校 の 際 入 校 料 九 千 は 、 入 校 の 際 入 校 料 九 千

四 十 円 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 四 十 円 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 ） （ 授 業 料 ）

第 十 一 条 職 業 能 力 開 発 校 の 技 能 習 得 コ ー ス に 第 十 一 条 職 業 能 力 開 発 校 の 本 科 に

入 校 し た 者 （ 規 則 で 定 め る 訓 練 科 に 属 す る こ 入 校 し た 者

と と な っ た 者 を 除 く 。 ） は 、 授 業 料 年 額 二 十 は 、 授 業 料 年 額 二 十

三 万 七 千 六 百 円 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 三 万 七 千 六 百 円 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 訓 練 期 間 の 中 途 で 退 校 し た 者 の 授 業 た だ し 、 訓 練 期 間 の 中 途 で 退 校 し た 者 の 授 業

料 の 年 額 は 、 規 則 で 定 め る 。 料 の 年 額 は 、 規 則 で 定 め る 。

２ 略 ２ 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 三 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す

る 。
（ 経 過 措 置 ）

２ 改 正 後 の 第 二 条 第 一 項 の 技 能 習 得 コ ー ス に 係 る 改 正 後 の 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 許 可 に 関 し

必 要 な 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に お い て も 行 う こ と が で き る 。

３ 栃 木 県 立 県 央 産 業 技 術 専 門 校 の 本 科 及 び 高 等 コ ー ス （ 以 下 「 本 科 等 」 と い う 。 ） は 、 改 正 後 の

栃 木 県 立 産 業 技 術 専 門 校 条 例 の 規 定 に か か わ ら ず 、 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日 に 本 科 等 に 在 校 す る 者

が 本 科 等 に 在 校 し な く な る 日 ま で の 間 、 存 続 す る も の と す る 。

４ 前 項 の 規 定 に よ り 存 続 す る も の と さ れ る 本 科 等 に 在 校 す る 者 に 係 る 授 業 料 に つ い て は 、 な お 従

前 の 例 に よ る 。

（ 労 働 政 策 課 ）

栃 木 県 条 例 第 十 九 号

栃 木 県 農 業 大 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 農 業 大 学 校 条 例 （ 昭 和 五 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 学 部 等 の 名 称 及 び 修 業 年 限 ） （ 科 の 名 称 及 び 修 業 年 限 ）

第 二 条 大 学 校 に 農 業 生 産 学 部 及 び 農 業 経 営 学 第 二 条 大 学 校 に 本 科

部 を 置 く 。 を 置 く 。

２ 前 項 の 農 業 生 産 学 部 （ 以 下 「 農 業 生 産 学 ２ 前 項 の 本 科 （ 以 下 「 本 科 」 と い う 。 ）

部 」 と い う 。 ） 及 び 同 項 の 農 業 経 営 学 部 （ 以

下 「 農 業 経 営 学 部 」 と い う 。 ） の 修 業 年 限 の 修 業 年 限

は 、 二 年 と す る 。 は 、 二 年 と す る 。

３ 略 ３ 略

（ 入 学 の 資 格 ） （ 入 学 の 資 格 ）

第 三 条 農 業 生 産 学 部 又 は 農 業 経 営 学 部 に 入 学 第 三 条 本 科 に 入 学

す る こ と が で き る 者 は 、 学 校 教 育 法 第 九 十 条 す る こ と が で き る 者 は 、 学 校 教 育 法 第 九 十 条

第 一 項 の 規 定 に 該 当 す る 者 と す る 。 第 一 項 の 規 定 に 該 当 す る 者 と す る 。

（ 入 学 及 び 研 修 受 講 の 許 可 ） （ 入 学 及 び 研 修 受 講 の 許 可 ）

第 四 条 農 業 生 産 学 部 又 は 農 業 経 営 学 部 に 入 学 第 四 条 本 科 に 入 学

し よ う と す る 者 及 び 第 二 条 第 三 項 の 研 修 科 し よ う と す る 者 及 び 第 二 条 第 三 項 の 研 修 科

（ 第 八 条 第 一 項 に お い て 「 研 修 科 」 と い （ 第 八 条 第 一 項 に お い て 「 研 修 科 」 と い

う 。 ） で 研 修 を 受 講 し よ う と す る 者 は 、 知 事 う 。 ） で 研 修 を 受 講 し よ う と す る 者 は 、 知 事

の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

２ 農 業 生 産 学 部 及 び 農 業 経 営 学 部 に あ つ て ２ 本 科 に あ つ て

は 、 入 学 試 験 に よ り 入 学 を 許 可 す る も の と す は 、 入 学 試 験 に よ り 入 学 を 許 可 す る も の と す

る 。 る 。

（ 入 学 試 験 料 ） （ 入 学 試 験 料 ）

第 五 条 農 業 生 産 学 部 又 は 農 業 経 営 学 部 の 入 学 第 五 条 本 科 の 入 学

試 験 を 受 け よ う と す る 者 は 、 入 学 試 験 料 四 千 試 験 を 受 け よ う と す る 者 は 、 入 学 試 験 料 四 千

四 百 円 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 四 百 円 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 略 ２ 略

（ 入 学 料 ） （ 入 学 料 ）

第 六 条 農 業 生 産 学 部 又 は 農 業 経 営 学 部 に 入 学 第 六 条 本 科 に 入 学

す る 者 は 、 入 学 の 際 入 学 料 五 千 六 百 五 十 円 を す る 者 は 、 入 学 の 際 入 学 料 五 千 六 百 五 十 円 を

納 付 し な け れ ば な ら な い 。 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 ） （ 授 業 料 ）
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第 七 条 農 業 生 産 学 部 又 は 農 業 経 営 学 部 に 入 学 第 七 条 本 科 に 入 学

し た 者 は 、 授 業 料 年 額 十 二 万 四 千 八 百 円 を 納 し た 者 は 、 授 業 料 年 額 十 二 万 四 千 八 百 円 を 納

付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 学 年 の 中 途 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 学 年 の 中 途

で 退 学 し た 者 の 授 業 料 の 年 額 は 、 別 に 規 則 で で 退 学 し た 者 の 授 業 料 の 年 額 は 、 別 に 規 則 で

定 め る 。 定 め る 。

２ 略 ２ 略

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 三 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す

る 。
（ 経 過 措 置 ）

２ 改 正 後 の 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 許 可 に 関 し 必 要 な 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 こ の 条 例 の 施 行 前

に お い て も 行 う こ と が で き る 。

３ 改 正 前 の 第 二 条 第 一 項 の 本 科 （ 以 下 「 本 科 」 と い う 。 ） は 、 改 正 後 の 栃 木 県 農 業 大 学 校 条 例 の

規 定 に か か わ ら ず 、 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日 に 本 科 に 在 学 す る 者 が 本 科 に 在 学 し な く な る 日 ま で の

間 、 存 続 す る も の と す る 。

４ 前 項 の 規 定 に よ り 存 続 す る も の と さ れ る 本 科 に 在 学 す る 者 に 係 る 修 業 年 限 及 び 授 業 料 に つ い て

は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 経 営 技 術 課 ）

栃 木 県 条 例 第 十 九 号

栃 木 県 農 業 大 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 農 業 大 学 校 条 例 （ 昭 和 五 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 学 部 等 の 名 称 及 び 修 業 年 限 ） （ 科 の 名 称 及 び 修 業 年 限 ）

第 二 条 大 学 校 に 農 業 生 産 学 部 及 び 農 業 経 営 学 第 二 条 大 学 校 に 本 科

部 を 置 く 。 を 置 く 。

２ 前 項 の 農 業 生 産 学 部 （ 以 下 「 農 業 生 産 学 ２ 前 項 の 本 科 （ 以 下 「 本 科 」 と い う 。 ）

部 」 と い う 。 ） 及 び 同 項 の 農 業 経 営 学 部 （ 以

下 「 農 業 経 営 学 部 」 と い う 。 ） の 修 業 年 限 の 修 業 年 限

は 、 二 年 と す る 。 は 、 二 年 と す る 。

３ 略 ３ 略

（ 入 学 の 資 格 ） （ 入 学 の 資 格 ）

第 三 条 農 業 生 産 学 部 又 は 農 業 経 営 学 部 に 入 学 第 三 条 本 科 に 入 学

す る こ と が で き る 者 は 、 学 校 教 育 法 第 九 十 条 す る こ と が で き る 者 は 、 学 校 教 育 法 第 九 十 条

第 一 項 の 規 定 に 該 当 す る 者 と す る 。 第 一 項 の 規 定 に 該 当 す る 者 と す る 。

（ 入 学 及 び 研 修 受 講 の 許 可 ） （ 入 学 及 び 研 修 受 講 の 許 可 ）

第 四 条 農 業 生 産 学 部 又 は 農 業 経 営 学 部 に 入 学 第 四 条 本 科 に 入 学

し よ う と す る 者 及 び 第 二 条 第 三 項 の 研 修 科 し よ う と す る 者 及 び 第 二 条 第 三 項 の 研 修 科

（ 第 八 条 第 一 項 に お い て 「 研 修 科 」 と い （ 第 八 条 第 一 項 に お い て 「 研 修 科 」 と い

う 。 ） で 研 修 を 受 講 し よ う と す る 者 は 、 知 事 う 。 ） で 研 修 を 受 講 し よ う と す る 者 は 、 知 事

の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

２ 農 業 生 産 学 部 及 び 農 業 経 営 学 部 に あ つ て ２ 本 科 に あ つ て

は 、 入 学 試 験 に よ り 入 学 を 許 可 す る も の と す は 、 入 学 試 験 に よ り 入 学 を 許 可 す る も の と す

る 。 る 。

（ 入 学 試 験 料 ） （ 入 学 試 験 料 ）

第 五 条 農 業 生 産 学 部 又 は 農 業 経 営 学 部 の 入 学 第 五 条 本 科 の 入 学

試 験 を 受 け よ う と す る 者 は 、 入 学 試 験 料 四 千 試 験 を 受 け よ う と す る 者 は 、 入 学 試 験 料 四 千

四 百 円 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 四 百 円 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 略 ２ 略

（ 入 学 料 ） （ 入 学 料 ）

第 六 条 農 業 生 産 学 部 又 は 農 業 経 営 学 部 に 入 学 第 六 条 本 科 に 入 学

す る 者 は 、 入 学 の 際 入 学 料 五 千 六 百 五 十 円 を す る 者 は 、 入 学 の 際 入 学 料 五 千 六 百 五 十 円 を

納 付 し な け れ ば な ら な い 。 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 ） （ 授 業 料 ）

栃 木 県 条 例 第 二 十 号

栃 木 県 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

栃 木 県 土 上 平 放 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例 栃 木 県 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例

（ 設 置 ） （ 設 置 ）

第 一 条 牛 の 預 託 を 受 け 、 そ の 放 牧 を 行 う こ と 第 一 条 牛 の 預 託 を 受 け 、 そ の 放 牧 を 行 う こ と

に よ り 、 酪 農 及 び 肉 用 牛 生 産 の 健 全 な 発 展 を に よ り 、 酪 農 及 び 肉 用 牛 生 産 の 健 全 な 発 展 を

図 り 、 も っ て 畜 産 の 振 興 に 資 す る た め 、 栃 木 図 り 、 も っ て 畜 産 の 振 興 に 資 す る た め 、 栃 木

県 土 上 平 放 牧 場 （ 以 下 「 牧 場 」 と い う 。 ） を 県 牧 場 （ 以 下 「 牧 場 」 と い う 。 ） を

塩 谷 郡 塩 谷 町 に 設 置 す る 。 設 置 す る 。

（ 名 称 及 び 位 置 ）

第 二 条 削 除 第 二 条 牧 場 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の と お り と

す る 。
名 称 位 置

栃 木 県 土 上 平 放 牧 場 塩 谷 町

栃 木 県 霧 降 高 原 牧 場 日 光 市

栃 木 県 鶏 頂 高 原 牧 場 日 光 市

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 畜 産 振 興 課 ）
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栃 木 県 条 例 第 二 十 一 号

栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 （ 平 成 九 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 三 十 条 略 第 三 十 条 略

２ 略 ２ 略

３ 知 事 は 、 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 該 当 す る こ ３ 知 事 は 、 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 該 当 す る こ

と に よ り 同 項 の 規 定 に よ る 請 求 を 行 っ た と き と に よ り 同 項 の 規 定 に よ る 請 求 を 行 っ た と き

は 、 当 該 請 求 を 受 け た 者 に 対 し て 、 入 居 期 日 は 、 当 該 請 求 を 受 け た 者 に 対 し て 、 入 居 期 日

か ら 請 求 の 日 ま で の 期 間 に つ い て は 、 近 傍 同 か ら 請 求 の 日 ま で の 期 間 に つ い て は 、 近 傍 同

種 の 住 宅 の 家 賃 の 額 と そ れ ま で に 支 払 を 受 け 種 の 住 宅 の 家 賃 の 額 と そ れ ま で に 支 払 を 受 け

た 家 賃 及 び 割 増 賃 料 の 額 と の 差 額 に 法 定 利 率 た 家 賃 及 び 割 増 賃 料 の 額 と の 差 額 に 年 五 分 の

に よ る 支 払 期 後 の 利 息 を 付 し た 額 の 金 銭 割 合 に よ る 支 払 期 後 の 利 息 を 付 し た 額 の 金 銭

を 、 請 求 の 日 の 翌 日 か ら 当 該 県 営 住 宅 の 明 渡 を 、 請 求 の 日 の 翌 日 か ら 当 該 県 営 住 宅 の 明 渡

し を 行 う 日 ま で の 期 間 に つ い て は 、 毎 月 、 近 し を 行 う 日 ま で の 期 間 に つ い て は 、 毎 月 、 近

傍 同 種 の 住 宅 の 家 賃 の 額 の 二 倍 に 相 当 す る 額 傍 同 種 の 住 宅 の 家 賃 の 額 の 二 倍 に 相 当 す る 額

の 金 銭 を そ れ ぞ れ 損 害 賠 償 金 と し て 徴 収 す る の 金 銭 を そ れ ぞ れ 損 害 賠 償 金 と し て 徴 収 す る

も の と す る 。 も の と す る 。

４ ・ ５ 略 ４ ・ ５ 略

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 住 宅 課 ）

栃 木 県 条 例 第 二 十 号

栃 木 県 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

栃 木 県 土 上 平 放 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例 栃 木 県 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例

（ 設 置 ） （ 設 置 ）

第 一 条 牛 の 預 託 を 受 け 、 そ の 放 牧 を 行 う こ と 第 一 条 牛 の 預 託 を 受 け 、 そ の 放 牧 を 行 う こ と

に よ り 、 酪 農 及 び 肉 用 牛 生 産 の 健 全 な 発 展 を に よ り 、 酪 農 及 び 肉 用 牛 生 産 の 健 全 な 発 展 を

図 り 、 も っ て 畜 産 の 振 興 に 資 す る た め 、 栃 木 図 り 、 も っ て 畜 産 の 振 興 に 資 す る た め 、 栃 木

県 土 上 平 放 牧 場 （ 以 下 「 牧 場 」 と い う 。 ） を 県 牧 場 （ 以 下 「 牧 場 」 と い う 。 ） を

塩 谷 郡 塩 谷 町 に 設 置 す る 。 設 置 す る 。

（ 名 称 及 び 位 置 ）

第 二 条 削 除 第 二 条 牧 場 の 名 称 及 び 位 置 は 、 次 の と お り と

す る 。
名 称 位 置

栃 木 県 土 上 平 放 牧 場 塩 谷 町

栃 木 県 霧 降 高 原 牧 場 日 光 市

栃 木 県 鶏 頂 高 原 牧 場 日 光 市

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 畜 産 振 興 課 ）



（40） 栃 木 県 公 報 号外第15号令和２（2020）年３月25日　水曜日

栃 木 県 条 例 第 二 十 三 号

栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別表第３（第９条の２第９条の３関係） 別表第３（第９条の２第９条の３関係）、 、

１へき地学校等 １へき地学校等

学 校 名 学 校 名

級別 級別

小学校 略 小学校 略

へき地日光市立小来川小学校略 へき地日光市立小来川小学校略

学校に茂木町立逆川小学校 学校に茂木町立逆川小学校

準ずる 準ずる佐野市立閑馬小学校

学校 学校佐野市立下彦間小学校

１級鹿沼市立永野小学校略 １級鹿沼市立永野小学校略

日光市立中宮祠小学校 日光市立中宮祠小学校

日光市立三依小学校 日光市立三依小学校

日光市立足尾小学校 日光市立足尾小学校

日光市立湯西川小学校 日光市立湯西川小学校

那珂川町立馬頭東小学校 那珂川町立馬頭東小学校

大田原市立須賀川小学校 大田原市立須賀川小学校

佐野市立飛駒小学校

佐野市立氷室小学校 佐野市立氷室小学校

略 略

２略 ２略

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 総 務 課 ）

栃 木 県 条 例 第 二 十 二 号

学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

学 校 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 数 ） （ 定 数 ）

第 三 条 学 校 職 員 の 定 数 は 、 次 の と お り と す 第 三 条 学 校 職 員 の 定 数 は 、 次 の と お り と す

る 。 る 。

一 県 立 学 校 職 員 四 、 九 二 七 人 一 県 立 学 校 職 員 五 、 一 二 四 人

二 市 町 村 立 学 校 職 員 一 一 、 五 九 二 人 二 市 町 村 立 学 校 職 員 一 一 、 五 二 六 人

計 一 六 、 五 一 九 人 計 一 六 、 六 五 〇 人

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

栃 木 県 条 例 第 二 十 一 号

栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 （ 平 成 九 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

第 三 十 条 略 第 三 十 条 略

２ 略 ２ 略

３ 知 事 は 、 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 該 当 す る こ ３ 知 事 は 、 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 該 当 す る こ

と に よ り 同 項 の 規 定 に よ る 請 求 を 行 っ た と き と に よ り 同 項 の 規 定 に よ る 請 求 を 行 っ た と き

は 、 当 該 請 求 を 受 け た 者 に 対 し て 、 入 居 期 日 は 、 当 該 請 求 を 受 け た 者 に 対 し て 、 入 居 期 日

か ら 請 求 の 日 ま で の 期 間 に つ い て は 、 近 傍 同 か ら 請 求 の 日 ま で の 期 間 に つ い て は 、 近 傍 同

種 の 住 宅 の 家 賃 の 額 と そ れ ま で に 支 払 を 受 け 種 の 住 宅 の 家 賃 の 額 と そ れ ま で に 支 払 を 受 け

た 家 賃 及 び 割 増 賃 料 の 額 と の 差 額 に 法 定 利 率 た 家 賃 及 び 割 増 賃 料 の 額 と の 差 額 に 年 五 分 の

に よ る 支 払 期 後 の 利 息 を 付 し た 額 の 金 銭 割 合 に よ る 支 払 期 後 の 利 息 を 付 し た 額 の 金 銭

を 、 請 求 の 日 の 翌 日 か ら 当 該 県 営 住 宅 の 明 渡 を 、 請 求 の 日 の 翌 日 か ら 当 該 県 営 住 宅 の 明 渡

し を 行 う 日 ま で の 期 間 に つ い て は 、 毎 月 、 近 し を 行 う 日 ま で の 期 間 に つ い て は 、 毎 月 、 近

傍 同 種 の 住 宅 の 家 賃 の 額 の 二 倍 に 相 当 す る 額 傍 同 種 の 住 宅 の 家 賃 の 額 の 二 倍 に 相 当 す る 額

の 金 銭 を そ れ ぞ れ 損 害 賠 償 金 と し て 徴 収 す る の 金 銭 を そ れ ぞ れ 損 害 賠 償 金 と し て 徴 収 す る

も の と す る 。 も の と す る 。

４ ・ ５ 略 ４ ・ ５ 略

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 住 宅 課 ）



（41）栃 木 県 公 報 号外第15号令和２（2020）年３月25日　水曜日

栃 木 県 条 例 第 二 十 四 号

栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

栃 木 県 監 査 委 員 等 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 栃 木 県 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 に 関 す

す る 条 例 る 条 例

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二

年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 及 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項 及

び 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県 び 第 二 百 四 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 栃 木 県

監 査 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ） 及 び 監 査 監 査 委 員 （ 以 下 「 委 員 」 と い う 。 ）

専 門 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 等 の 額 並 び に そ の 支 の 給 与 及 び 旅 費 等 の 額 並 び に そ の 支

給 方 法 を 定 め る も の と す る 。 給 方 法 を 定 め る も の と す る 。

（ 定 義 ） （ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 給 与 」 と は 、 委 員 第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 給 与 」 と は 、 委 員

又 は 監 査 専 門 委 員 に 対 し 支 給 す る 給 料 及 び 報 に 対 し 支 給 す る 給 料 及 び 報

酬 を い う 。 酬 を い う 。

第 四 条 略 第 四 条 略

第 五 条 監 査 専 門 委 員 の 報 酬 の 額 は 、 日 額 二 万

九 千 七 百 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 代 表 監 査 委 員

が 定 め る 額 と す る 。

第 六 条 ・ 第 七 条 略 第 五 条 ・ 第 六 条 略

第 七 条 削 除

（ 旅 費 及 び 費 用 弁 償 の 額 ） （ 旅 費 及 び 費 用 弁 償 の 額 ）

第 九 条 略 第 九 条 略

２ 監 査 専 門 委 員 が そ の 職 務 を 行 う た め の 旅 行

に 要 す る 費 用 弁 償 の 額 は 、 給 与 条 例 第 五 条 第

一 項 第 一 号 に 掲 げ る 行 政 職 給 料 表 の 四 級 の 職

務 に あ る 職 員 に 支 給 す る 旅 費 に 相 当 す る 額 と

す る 。

（ 支 給 方 法 ） （ 支 給 方 法 ）

栃 木 県 条 例 第 二 十 三 号

栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別表第３（第９条の２第９条の３関係） 別表第３（第９条の２第９条の３関係）、 、

１へき地学校等 １へき地学校等

学 校 名 学 校 名

級別 級別

小学校 略 小学校 略

へき地日光市立小来川小学校略 へき地日光市立小来川小学校略

学校に茂木町立逆川小学校 学校に茂木町立逆川小学校

準ずる 準ずる佐野市立閑馬小学校

学校 学校佐野市立下彦間小学校

１級鹿沼市立永野小学校略 １級鹿沼市立永野小学校略

日光市立中宮祠小学校 日光市立中宮祠小学校

日光市立三依小学校 日光市立三依小学校

日光市立足尾小学校 日光市立足尾小学校

日光市立湯西川小学校 日光市立湯西川小学校

那珂川町立馬頭東小学校 那珂川町立馬頭東小学校

大田原市立須賀川小学校 大田原市立須賀川小学校

佐野市立飛駒小学校

佐野市立氷室小学校 佐野市立氷室小学校

略 略

２略 ２略

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 総 務 課 ）

第 十 条 略 第 十 条 略

２ 監 査 専 門 委 員 の 報 酬 は 、 そ の 者 が 職 務 を

行 っ た 日 数 に 応 じ て 、 そ の 都 度 支 給 す る 。

３ 監 査 専 門 委 員 の 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 は 、 給

与 条 例 の 適 用 を 受 け る 職 員 の 例 に よ る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 監 査 委 員 事 務 局 ）



（42） 栃 木 県 公 報 号外第15号令和２（2020）年３月25日　水曜日

栃 木 県 条 例 第 二 十 五 号

栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 電 気 事 業 ） （ 電 気 事 業 ）

第 四 条 電 気 事 業 の 用 に 供 す る 発 電 施 設 の 名 称 第 四 条 電 気 事 業 の 用 に 供 す る 発 電 施 設 の 名 称

及 び 最 大 出 力 並 び に 電 気 の 供 給 先 は 、 次 の 表 及 び 最 大 出 力 並 び に 電 気 の 供 給 先 は 、 次 の 表

に 掲 げ る と お り と す る 。 に 掲 げ る と お り と す る 。

最 大 出 力 最 大 出 力

名 称 （ 単 位 キ ロ 供 給 先 名 称 （ 単 位 キ ロ 供 給 先

ワ ッ ト ） ワ ッ ト ）

略 略 略 略 略 略

栃 木 県 営 大 下 沢 略 栃 木 県 営 大 下 沢 略

発 電 所 発 電 所

栃 木 県 営 五 十 里

一 、 二 〇 〇

発 電 所

第 二 条 栃 木 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 電 気 事 業 ） （ 電 気 事 業 ）

第 四 条 電 気 事 業 の 用 に 供 す る 発 電 施 設 の 名 称 第 四 条 電 気 事 業 の 用 に 供 す る 発 電 施 設 の 名 称

及 び 最 大 出 力 並 び に 電 気 の 供 給 先 は 、 次 の 表 及 び 最 大 出 力 並 び に 電 気 の 供 給 先 は 、 次 の 表

に 掲 げ る と お り と す る 。 に 掲 げ る と お り と す る 。

最 大 出 力 最 大 出 力

名 称 （ 単 位 キ ロ 供 給 先 名 称 （ 単 位 キ ロ 供 給 先

ワ ッ ト ） ワ ッ ト ）

略 略 略 略 略 略

第 十 条 略 第 十 条 略

２ 監 査 専 門 委 員 の 報 酬 は 、 そ の 者 が 職 務 を

行 っ た 日 数 に 応 じ て 、 そ の 都 度 支 給 す る 。

３ 監 査 専 門 委 員 の 費 用 弁 償 の 支 給 方 法 は 、 給

与 条 例 の 適 用 を 受 け る 職 員 の 例 に よ る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 監 査 委 員 事 務 局 ）

栃 木 県 営 五 十 里 略 栃 木 県 営 五 十 里 略

発 電 所 発 電 所

栃 木 県 営 小 百 川

一 九 〇

発 電 所

附 則

こ の 条 例 中 、 第 一 条 の 規 定 は 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 、 第 二 条 の 規 定 は 同 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す

る 。

（ 企 業 局 ）



（43）栃 木 県 公 報 号外第15号令和２（2020）年３月25日　水曜日

栃 木 県 条 例 第 二 十 七 号

栃 木 県 議 会 の 会 期 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 議 会 の 会 期 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第２条関係） 別表（第２条関係）

令和２年５月26日 令和元年６月11日

令和２年５月28日 令和元年６月13日

令和２年６月１日 令和元年６月17日

令和２年６月２日 令和元年６月18日

令和２年６月12日 令和元年６月28日

令和２年９月17日 令和元年９月18日

令和２年９月23日 令和元年９月20日

令和２年９月25日 令和元年９月25日

令和２年９月28日 令和元年９月26日

令和２年10月９日 令和元年10月９日

令和２年12月10日 令和元年11月27日

令和２年12月14日 令和元年11月29日

令和２年12月16日 令和元年12月３日

令和２年12月17日 令和元年12月４日

令和２年12月25日 令和元年12月16日

令和３年２月17日 令和２年２月18日

令和３年２月19日 令和２年２月20日

令和３年２月24日 令和２年２月25日

令和３年２月25日 令和２年２月26日

令和３年３月９日 令和２年３月９日

令和３年３月23日 令和２年３月24日

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 議 会 事 務 局 ）

栃 木 県 条 例 第 二 十 六 号

職 員 の 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 の 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

（ 職 員 の 服 務 の 宣 誓 ） （ 職 員 の 服 務 の 宣 誓 ）

第 二 条 略 第 二 条 略

２ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定

す る 会 計 年 度 任 用 職 員 の 服 務 の 宣 誓 に つ い て

は 、 前 項 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、 任 命 権 者

は 、 別 段 の 定 め を す る こ と が で き る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 人 事 課 ）

栃 木 県 営 五 十 里 略 栃 木 県 営 五 十 里 略

発 電 所 発 電 所

栃 木 県 営 小 百 川

一 九 〇

発 電 所

附 則

こ の 条 例 中 、 第 一 条 の 規 定 は 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 、 第 二 条 の 規 定 は 同 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す

る 。

（ 企 業 局 ）
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栃 木 県 条 例 第 二 十 七 号

栃 木 県 議 会 の 会 期 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 議 会 の 会 期 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す

る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第２条関係） 別表（第２条関係）

令和２年５月26日 令和元年６月11日

令和２年５月28日 令和元年６月13日

令和２年６月１日 令和元年６月17日

令和２年６月２日 令和元年６月18日

令和２年６月12日 令和元年６月28日

令和２年９月17日 令和元年９月18日

令和２年９月23日 令和元年９月20日

令和２年９月25日 令和元年９月25日

令和２年９月28日 令和元年９月26日

令和２年10月９日 令和元年10月９日

令和２年12月10日 令和元年11月27日

令和２年12月14日 令和元年11月29日

令和２年12月16日 令和元年12月３日

令和２年12月17日 令和元年12月４日

令和２年12月25日 令和元年12月16日

令和３年２月17日 令和２年２月18日

令和３年２月19日 令和２年２月20日

令和３年２月24日 令和２年２月25日

令和３年２月25日 令和２年２月26日

令和３年３月９日 令和２年３月９日

令和３年３月23日 令和２年３月24日

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 議 会 事 務 局 ）


